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建築と社会

特集

第37回青年技術者

和歌山県の展望と景観
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日本建築協会
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日本建築協会・海外研修旅行参加者募集

イスラムの建築を訪ねて

各

い て¥

ＶＲＲ 年にアラビア半 出 で興ったイスラム教は、その後約 Ｑ Ｐ Ｐ 年の ｉｾｪ

に 凶 は エ ジ フ 卜 、 ア フ リ カ 北 岸 、 イ ベ リ ア 半 !; 占、東はイラン、 中央

ア ジ ア 、 イ ン タ ス if，U或に歪Ij る ま で の 広 範 な 地 域 に 拡 大 し 、 以 降 、 諸

上拶! の栄 f，li 脱 衣 を み な が ら 、 そ れ ら のI也 成 文 化 に 影 響 を 与 え ま し た 。

化 ( イ ス ラ ム ) に 対 す る 憧 れ を 表明 しつつ、 自 らの文化 との融 令 を

実 現 さ せ た か ら と 言 え ま す。

今 回 の 研 修 旅 行 て ¥ トル コ、モロ γ コ 、 ス ペ イ ン の イ ス ラ ム 建 築

を訪ね、 そ れ ぞ れ の 建 築 文化 の 微 妙 な 差 異 を 感 じ と れ れ ば、モ ダ ニ

ズ ム 以 降 の 過剰 な ま で の デ ザ イン 的 状 況 に おか れ て い る 私 達 に 清 新

な イ ン パ ク トをもたら して く れ る に 違 い あ りま せ ん 。

し か し 、 イ ス ラ ム 教 発 作 の地 には、とりたてて，建築文化があった

わけでなく、 各地 域 ｼ 占 ｬ イ 干の文 化 にイスラム教が［ｾｾ特を与え 、 新たな

文 化 と し て M撃 し 、優 れ た 美 を 後 世 に 伝 え て い ま す 。 こ れ は 、 呉 文 75久 のH寺!日l を か け た 文化 の 伝 嬬 を 15 日 間 で 旅 し て み ま せ ん か 。

〈募集要項〉

1  訪問都市

( トルコ ) イスタンブール

( モロ y コ) ラパト、メクネス、フェズ

( スへイン ) セビリア、コルドパ、グラナダ、

バルセロナ

2  . 旅行期間

1991年 2 月 5 日( 刈- 2  1! 19日(大) ( 15 1:11i :ll 

i 募集人員

先 ［ｻｪ ＲＵ 名 Ｈ 倣小 ｈｾ 行人 ｷ

※ 募集人 ｊｾ に ｪ 圭し次第紛 ｩ 切前でもお断りする

場合があります。

4  旅行費用

会員 465 ，000円 ( 仔1( ，本会μ は、 l 社につき I

ＱＧ ， まで会Ａｾ ぬいとさせていただきます )

一 般 490 ，000P!

※ 定以に 1前たない H寺は変更する場介がありま

す。

5  申込締切日

1990
i
f'. 12月10 1:1(11)

6  . 申込方法

下記 「 参加申込別紙 ｉｾ Ｍ， Ｇｩ ;  J( i!:: J を( 利 ) 日本池築

協会事業謀へお送り下さし、。折 ') 返し正式 申

込書、手続案内 ず? をお送りいたします。( 本会

事業記長まで F A X か電話でご j主総いただいて

も給機て' す)

7  申込金

* 50 ，000円 ( 旅行費用に繰り入れます)

貴正式参 JJII '" 込 l時に下記銀行へお振り込み F

さし、。

8  旅行費用振込先および振込期日

女北海道銀行大阪支防

(附日本交通公社大阪本田J 支I ?i

-比一通 h'[ 令 n 座002219

肯 ーl' Iぷ3 年 1 月21日( J I ) までに残金をお ib. {り込

みドさい 。

※ ローンのご利用も可能ですので、下記旅行

社にお問い令わせ下さい 。

9  . 問い合わせ先

育制 I:tl 法人日本，建築協会 事業諜

〒530 大阪，1i ｾヒ 区悔 ｬ 士 Ｑ ｉ 1  3- 2100 

( 大阪駅前第 3 ビJ レ21階 )

T  E  L  .06- 348- 0633 FAX.  06- 348-0634 

* 株式会制日本交通公社大! 坂本町支応

干541 大阪市 中央区安t 田T3丁目 5- 12

T E  L .  06-261- 2513  

旅行ＺＧＮＱＧＺ［Ｊ先取扱主任者 Ｏ ｌ［ｾ 除次

l 1: ! 当者/ 高代 ・松尾 ・岩出

〈旅行条件〉

この旅行は、( 臥1日本交通公討が取り扱うものです。

Ｎ 次の Ｇ ｉ ｾ 月 ｊ は旅行貨に含まれています 。

l  旅行1: 1 f J . に明示された航空運賃 ( ただしエコ

ノミークラス ) 、船前| 運賃およびパス料金

2  各地におけるファーストクラスホテルの術的

料金および税 ・サービス料金 ( 2 人部屋に 2

人宿泊を) ，¥; /¥" とします)

3  全朝 食、竹食 6 園、 夕食 6 1111 ( 機内食含まず)

の食事料金および税 ・サービス料

4  手術物の巡搬料金 ( お一人隊20kg以内のスー

ツケース 1flb1) 

5  添乗以 1'(! 干i

・ 上言己資 ｴｬ Ａ のほかは旅行 ￯ｾ に含まれません 。 その

一部を例示します 。超過下術物料金、クリーニ

ング代 ・1正報川話料 ・ホテルのボーイ ・メイド

等に対するチ y フその他追JJII 飲食等個人的でi二'i'l

の諸1'( 件l およびそれに j1' う税 ・サービス料、 i度

高 ｩｌ 手続ｼ剥係諸 Ｇｻｾ 丹 ｬ 、 お客機のご希望による ｩ 人

部屋追加料金、オプショナルツアー代金、日本

国内の空港施設使用料、1 : 1 + 側内におけるご !'I

毛から JLl"i 空港までの交i I f J ' /'i . 宿泊費、旅行口

紅中の空港悦苦手。

・耳ll. i肖料

申込者のごr . J 1令で参加をお取り消しになる場合、

l 人当たり下記の取消料を 1]' し受けます。

平成 2 年 12J ! 25 日以降・ ・" 50 ，000円

平成 3 年 1 rl21日以降・ 0 ・・・ 100 .000円

平成 3 年 2 月 3 日以降 ー"' 200 ，000円

旅行|井l始後・… お客様が未だ旅行サービス' 11 ｦＺｪｾ＠

を受けていない部分に係わる旅行代金の金制。

E この旅行条例は、平成 2 年 9 J ! 29 日を基準とし

ておりますので、航空連日および名径交通機|則

などの運1 ' i : 改訂並びに為待相場その他の 事由に

より変. ¥( ' ーされる場合があります。

. 特に記載のない事項については、株式会社 H 本

交通公社旅行業約款に準拠するものとします。

協賛 株 式 会 社 エ ー ビ ー シ ー 商 会 織 部 製 陶 株 式 会 社 クリヤマ株式会社 コマニー株式会社 日本電気硝子株式会社

日 本 建 築 協 会

海 外 研 修 旅 行

参 加 申 込 用 紙請 求 書

現 住 所

氏 名

勤 務 先 名

電 話 ( 白 毛 )

屯話( 勤務先)

I;i J  JU兄 斜4

年齢( 歳)

建築と社会/ 1捌 年 I I月号 l  



イスラムの建築 を訪ねて Ｑ ＹＹ Ｑ 年 Ｒ ｈ Ｕ 日 ｾＲ 月 Ｑ Ｙ 日 日本建築協会海外建築視察旅行日程表

日(H起) 者[1 市 JJ l )世時刻 父通機関 摘 要 宿 泊 J也| 主 な 見 学 施 設

2 月

大阪発 19 :  20 L  H734  機中 ii' 1

5 日(j: )

2 月 ンクフルト着叩 Iｾｾ＠ :  ｾ ｾ＠ I  L  H  1090 イスタンブール - スレイマニエモスク

2  I  ｾ日 嗣 フランクフルト発 09 ・20 貸切パス 建築祝祭 イスタンブール ・フソレーモスク

イスタンブール若 13  :  10  
- アハメ y トIII 噴水

- リュステム ・ノ、ン ヤ・モスク

2 月 | イ ス タ ン ー |

3  I  ; 日(木) 1  (OP : ェテ'ィル不)

| イ 対 か ル

ドi由視察

| イスタンフψール 1 ・ トフカプサライなと

2 月 | イスタンブール発 118 :  201 貸切ノ〈ス| イスタンブール

4  I  ｾＺＮＮＺＺ ， Ｎ ，＠ I  . ' " ' '  '  ｾｾ＠ I  • ｾ＠ ， Ｍ ｾ＠ I  ｾＢ Ｚ＠ ' '1 

8 日後) 1フランクフルト新 120 ・201 L HI 09 1建築視察

フランクフルト

2 月 Iフランクフルト発 I ｾ ｾ Ｚ ｾｾｉ＠ ａ ＧＺｾＮＱ Ｙ Ｕ ＸＱ＠ n切パスで ラパト へ フ一ノ、、「

5  1  ｾ日 Ｈ 土 Ｉ カサプランカ治 12  :  20 1  ｴｾ 切 パス川 ラパト ａ 建築視察
- ウタイヤカスパなど

nザJノ〈スで メクネス - ムーレ イ・イス7 イルl靭

2 月 ラパト発 朝 貸.cJ] パス

フェズ . " ンスール門

6  11-0日(日)

It 山フェズへ

フェズ着 タ

む l' メクネス，忽操視察 - フー ・アナーニア ・メドレセなと

2 月

7  11-1 日(月) フェズ
フェズ建築視察 | フェズ

貸切パス フェズ: 主主築視察

2 月 | フエズ発
11 

8  11-2日制 タンジールずi
夜

| … m ン

- エル・カラウィン ・モスク

- ブー ・イナニア ・メドレセ

- 王宮の門

- ヌ・ジャーリーン広場

- メティナなど

タンジール発 07 :  00 荷台

- アルカサール

9  1  2 月 | ァ … ラ ス 09 :  00 貸切ノ、ス

- ヒラルダの培なと
13目。'j( ) セビリ ア新4  

午後 11 セビリア建築視察 セヒリア

鞍l 貸切 ノえス

n切ノ、スでコルドパ

| ・メスキータなど2 月 セビ リア発

川 ラナダへ |  10

11-4日(木) グラ十ダ務 タ

ｊｻ ｉＡ Ｇ コルドパ 主主ｾネ見察 クラナタ

2 月 グラナダ発 19 :  15  A0434 

グラナダ建築視察 ノ< ; レセロナ

11 11-5日後)
バルセロナ蔚 20 :  25 貸切ノミス

|田 園薗竺国臨ー曹! アルハンブラ宮

2 月

12

11-6日(土)

バルセロナ バルセロナ 自由視察 バルセロナ

ィ ｟Ｂｉｦ ｾ 司 ｕｬｬＮｬｾ 可

2 月

バルセロナ バルセロナ 1"' 1由視察 バルセロナ13

11-7日(日)

2 月

バルセロナ発 13 :  101 L  H  18831 バルセロナ 白白視察

14

11-8日(月)

フランクフルト着 15 ・10

| 機ヰ'i(1フランクフルト発 17  吋L H742 I  

2 月

大阪若 17 :  25 15

11-9日制

よ i  

キ 1.記日斗f ，¥( 主交通機関の都合によりを史になることがあリますので、予めご了点下さし、。

2  



日本建築協会会告

出版委員会企画「プロのノウハウ」講座シリーズ( 第4回)

一 一 建築基準法を読みこなすコツ 一 一

平 成 2 年 12月14 日(金) 開 場 17: 30 開 会 18: 00→ 閉 会20 : 00

日 本 建 築 協 会 ラ ウ ン ジ ( 大 阪 駅 前 第 3 ビル21 階)

高 木 任 之氏( ( 財) 性 能 保 鉦 住宅 登 録 機 構 専 務理 事 、 東 洋 大 学 建 築 学 科 講師 )

時

場

師

日

会

講

高 木佳 之 ( たかさ ただゆ き)

・日目干U3昨 』 胤 丘K' t4臨] ":判 慨

• F.  "，'1Jmij;'. 樹立省住定問i操指導課ぷ儲目休日治行

消防 ｉｾｊ ｾ ｦＮｾｽｪ，，Ｊ， 謀長補佐、千葉 ｙｍ ｬＡｉ， Ａ￭ 古 ｉ ｾ 対集指導謀長、他没

行計Il di }，J r.ll i !iI Ii l J fJ 発説副! l&-#I "J' U、阿川 li if，)'-t)酬J発』拠

設 Ｇｗ ｉ ＢｉＧｾｦ 、初酬発公 ｩ 加 ｬ 波宮 Ｑｉ 長、 ｷ 引 ＱＱ 市制輯公印有 ｉｉ ｔｉｩ

開発事草加一部長を経てi且'白

・現;(1:，酎開制羽目主を俗説唾構専務理，) ' ; _ 東洋大判撲

学科. > > . 幅怖耐| 例 ・姐諜誌側j

「建築基準法を観みニなす コツ」四六判定価 2，060円学芸

出版ヰ卸l

1，建築基準法を続みこなすコツ

2 . 建築物の敷地の評価( 用途地域 ・道路との関係) から

3 . 建築物の造膏泊qな可有国生 (床面積 ・高さ) をさ ぐる

補章. 良い環境の市衡地を創り出すための手法

4. 建築物の構造形式を決める (防火 ・微量)

5 . 階段を中心と した避灘のための位置十を行う

6 . 火災による被害の鉱大を防ぐ

7 . 建築物の室内環境を整える

8 . 建築物の構造強度を確かめる

9. 建築物の設備を充実させる

10. 建築手続 きと建築工事( 1カ、

現在、年間に 40兆円を超える建築投資が行われており 、 これをコ

ントロールしているのが 『建 築 基 準 法』 であり、その来たす役割1は

非常に大きなものであると 言 えます 。

「プロのノウハウ 」 講座シ リー ズ ( 第 4 回 ) では、「建築法準法を

読みこなすコツ 」 の- l i ' 者、高木 fl 之氏を東京より議日Il iにお沼きし、

r，建築基準法を読みこなすコツ 」 を、 それこそ いコ ツ " と し て 講 義

していただきます。

高木氏は、日本建築学会法制委員会主貨として 「建築法規用教材 」

発刊 時の 中核 と な っ て 活躍 さ れ た 方 で、建 設省か ら 住 宅 ・都市 主主備

公団 に いたるまで、各官 庁 の 建 築 行政 の 要職 をこなされながら、 数

多くの「分かりやすい建築法規関係の本」を執筆してこられました 。

また一方では 、東京の大学で講義をしておられる関係て¥知識の

盟wさと指導力のうまさには定評があります 。

建 築 に た ず さ わ っておられるあらゆる万前の }J にと って、大変役

に立つお話が伺えます 。

多数のニー参加l をお持ちいたします。

IT 

事業 課 へ お 113 し込みくださし、 。 fi li し名( プロのノウハウ

講 座 ) 、氏名、会員 ・一 般 の別、 勤 務 先 、 参加 託 送付 先、

電話番号をお知らせ ｉｾ￭ｬｾ 、ます 。 定只超過の場合は州せん

に て 決 定 の 上 、 参1Juful をお送りいたします。

日本建築協会 'J1- 業苦! l : 〒530 大阪市北 区 権 回1- 1-3- 2100

( 大 阪 駅 前 第 3 ビル ・21階 ) F AX， 06-348-0634 T E L. 06- 348-0633 

40名

会員4，000円、 一 般5，000円 ( 含 消 費 税 )

※ 当日受付 にていただきます。

〈プロのノウハウ > r建築基準法を読みこなすコツ 」 を使

用 ( テキスト代 1 部特価 1，957円 ( 含 消 費 税 ) に て 頒 布。

当 H ご持参の方は不安です )

はがきか F A X または' ，I.!: 話にて 、12月7 日幽までに本会

員

料講

定

受

テキスト

込申

ｾＧＹＰ 建築関係団体合同忘年懇親会

平成 2 年 12月 14 日 制 午 後 6 時 - 711与30分

太 I}+J t週ダイヤモンドホール

大 阪 市有11島区網島 町 9 ー 10 屯 話 06(356)  1111番

( 京 阪 京 僑 駅 よ り 西 へ 徒 歩 10分 ・市 バ ス 東 野 III より徒歩 5 分 )

8，000円 ( 日IJ に多額の補助があ ります )

・ご而倒ですが会費を添えて申込期間 11" ( 11 月15日- 12片

5 日) に 共 催 団 体 事務局までお越し下さるか 、現金送金に

てお願いします 。( 土 11M休日 )

・申込者には忘年恕税会参1m証をお波しします。

400名

1家事景品が当たります 。( 寄贈品を含む )

参加 者全. l : i に進呈

4 第36回工高生デザインコンクー

ル 入 選 者 発 表- 設計課題: タウンハウス ー
時

場

費

日

会

L >、

2玄

日本建築協会主催による平成 2 年度の原記コンクールの入選者が、

下記のとおり決定いたしましたので発表します 。

なお、入選作品は平成 3 年 1 JJ 号に tthlまいたします 0

. 応 募 校 数/ 18校 . 応 募 作品数 / 69点

定 員

余興・福引

お土産

お願 い

(1) 出 席 者 名 簿 を 作 成 し ま す の で 申 込の際 に 氏 名 勤 務 先 を お 知 らせ 下 さ い。

Ｈ ＲＩ 申込ｾで ＱＲ 月 Ｕ 日までに欠席 の 述絡がない場合は会費 の ご負仰を防 ｬ います 。

(3) 当 日 は 参 加 証 で 受 付 い た し ま す か ら 必 ず ご 持 参 願 い ま す。

.... '91建築関係10団体合同新年交礼会

十成 3 年 1 月 4 日 倒 午 後 2 時30分 - 3 11寺30分

大 阪 コ ク サ イ ホ テ ル 81; 皆宴会場 ( 大 阪 111 中央区内本町 )

2，500円 ( 申込者で当日欠席されても会貨をいただきます )

12月11 日までに会伐 を添えて最寄りの同体にお申込下さい 。

時

場

費

込

日

会

会

申

氏 名 '学 十交 :?" 学 年

田 村 栄 * 2 年

人選・量産秀賞
J克 木 秀 幸

群 馬 県 立 高 崎 工 業 高 等 学 校 2 年

• ft Jl ｲＮ Ｎ ｾ民共同制作

入選 ・優秀賞 制1 谷 カ ン ナ 大 阪 市 立 工 芸 高 等 学 校 3 年

入選・優秀賞 飯 山 美 穂 鮮 馬 県 立 高 崎 工 業 高 等 学 校 3 年

人 iき "17. {公 育 生 大 分 県 立 大 分 工 業 高 等 学 校 3 年

入 選 {左 総 記 二 大 分 県 立1嶋崎工業高等学校 3 年

入 選 IバA記 ノう、二 2占E: ー 大分県立鶴崎工業高等学校 3 年

入 ｾ＠ 金 f 正 i洋馬県立前僑工業 I均等学校 3 年

人 逗E &  .hI. I I  i洋馬県立前僑工業高等学校 3 年

入 選 Ｔｾ 庄康彦 兵庫県立龍野実業高等学校 3 年

入 jiii 山 本1 I i 1 司 兵庫県立龍聖子笑業高等学校 3 年

3  



一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

‘ 会員の受賞

このたび、下記会員の諸氏は、建設界における多年の功績によ っ

て、表彰を受けられました。

ここに誌して、その栄誉をお慶び申し上げ‘ ます。

戸

U
--=

ロ

勲一等瑞宝章 渥 美 健 夫 氏 (鹿島建設名誉会長)

勲三等旭日中綬章 伊 藤 邦夫氏 (元関西屯力副社長)

勲三等瑞宝章 大森 武英氏( 元戸 国建設副社長)

片岡勘二郎氏 ( 厄住友建設副社長)

酒井 武男 氏( 元住友金属」業副社長)

中西 孝氏 ( "7ンテン会長)

中道 朝男氏 (中道組会長)

平田 定男氏 Ｈ 平 ｾｪ 建築械造研究所相談役 Ｉ

石橋 栄一氏 0: 司組問社長)

浦上 陸男氏 (勉産住宅相瓦社長)

水野 哲夫氏( 戸 旺! 建設百1) 社長)

1

 

1

 

1

 

1

 

1

 

1

 

1

 

1

 

勲五等双光旭日 :章

"  "  

勲五等巧ii 宝章

藍綬褒章

"  

"  

お知らせ

「 建 築 士 住 所 等 の 届 出 」 と 建 築 士 実

態 調 査 の 実 施 .. 

建築士法第 5 条の 2 の規定に基づく建築士の届出が |分

になされていないため、建築士の実態がつかみきれず、行

政上の指導監督に支障を来しつつある現状に鑑み、建設省

と各府県では届出の徹底を図ることになりました 。

届出の徹底と全建築士を対象とする実態調査を併せて行

うため、各府県建築士会が窓 n とな って 「建築士住所等の

届出 」による調査を行います。

この 「建築士住所等の届出 」の徹底と建築士の実態調査

により、改めて建築士の実態をより正確に把握し、建築土

名簿を整備しようとするものですので、全建築士のみなさ

ん、お知り合いの建築士の方々へも呼びかけて、届け出い

ただきますようお願いします。

4 日 本 建 築 協 会 後 援 ・ 協 賛 の 催 レ，，-_ .. __ .. __ .. -

. rニューヒゾレデ、イング‘ 関西 ' 9Ln

と き 1991年2月25日明)- 2月28日附

ところ マイドームおおさか

大阪市中央区本町橋 2 - 5  T E L 06- 947- 4324 

主 催 社 団 法 人 日 本 能 率 協 会

構成( 1 ) シ ンポジウム

経営にインパクトを与えるビジネススペースとしてのど

ル・オフィスのあり方、課題をテ ー7 にする 。

(2) 展示会

ビル ・オフィスのインテリジェントイじ、アメニティ イじのた

めの建築関連技術、システム・機器、ソフトウェアなどの

展示。

間合先 社団法人日本能率協会関西事業本部内ニ ュー ビルテ、イング

関西 '91事務局 (T EL 06- 261- 7151)  

- 第 11 回r'91総合建築材料・設備展」

と き 1991年5月29日制- 6月1日仕) 10: 00- 17: 00  

ところ 大阪マーチャンダイズマートビル (O M Mビル)

2 階全展示場

大阪市中央区大手前 1 - 7  - 31  T E L 06- 943- 2020 

主 催 社 団 法 人 日 本 建 築 材 料 協 会 、 日 本 工 業 新 聞 社

目 的 「感性と技術のシンフォニ ー」 をテ ーマに、全固めあらゆ

4  

る建築材料と設備機器を 一堂に展示し、建築の質の向上と

建築生産の工業化への示唆を与えるとともに普及の推進を

はかる 。

問 合 先 社 団 法 人 日 本 建 築 材 料 協 会 T E L 06- 443- 0345 

. r1991K08Eインターナショナルホームフェア」

( KOBEインターホーム'91)

と き 1991年5月30日嗣- 6月2日( 日) 10 ・00- 17 : 00 

ところ 神戸ポートアイランドの国際展示場 l 号館 ・2 号館、ワ ー

ルド‘ 記念ホール、国際会議場

主 催 K OB Eインターホーム '91組織委員会

共 催 神 戸 市 、 神 戸 市 住 宅 供 給 公 社 、 ( 財) 神戸国際交流協会、 H

刊工業新聞社

テーマ 「明日の住まいは神戸から 」

入場料 1，000円

入場者 業界ユーザ一、住宅関連メ ー カ一、専門家、一般ユーザー

など 8 万人見込み

{弁 {佳 ( 1 ) シンポジウム

(2) セミナー

(3) ハウジングツアー (住宅見学会)

間合先 日刊工業新聞社事業部 T EL 06- 946- 3389



「建築と社会J 11 月号 表 紙

J諸問J ' i 品協 稲fj ，糸丘、

』量刑tデザイ ン d品川 ffil 事

内 子 の漆 喰 造

怯山1市打カか‘ ら1南+軒J凶へ吋品品〈加H【弘h 内と ニ

ろにあるか制'J付l

は、i卓くは l :t胆紀に II-l Idi にあ

る昨 ｪ Ｍｾ の 門前町 としてあ Ｑ した

カヘ臼江 is与代{こ入って1' 41五Ijj.!路

iJrili の浜地として大きくなった。

主ら に ｉｌＧｴ ｦｴ が ド ると 、相 ｉ ｬｪ｜ｾ 満
蝋の'EJ お也として大いに栄えた

が 、 ｬｩｪｨ ｦ￬ に次々とｉＺ ｎ ￌￚｬした ｖ ， ｾｪ 且

からはずれていたため、iJ戸1三の

l自i杉がそのまま伐されることと

なった. 特に、 IIlihili 討h 、の八

日di"剣山也区は、' ，' くかり llil の

ｲ ｩ｛｛必 Ｑ 工 、統ＨｉＧ，ｩｬｬＮｩＱＡ物 ｉｴｎｾｭ 也 ｉｋ ｊ

のi盆よ主宇It 、制IIl(，の大作正や

製倒的本m足首〈などには今なお、

なまこ ｉＡ ， ｾ 、虫 ｉｉｔι 合、 Ｚ｜ｬｩ ｬ［ などが

米j j :t . : 内部ととむに礼受けらtl

る。

・ 特 集予告

11月号/ 高級感ー建物の顔ー

感性の時代を迎え τ の外装材

1 月号/ 新 しいまちづく りの手法

2 月号/ インテリア・プレジャー

日建設計特集
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発行人 社団法人日本主主築協会

発行所 社団法人日本建築協会

大阪市北区悔田 1-1-3-2100

ilL 06- 348- 0635 

m替 口 座 大 阪 1- 39975

印副所 日本写他印刷除式会社

電 06- 606ー 111 1((

青 葉 印 刷 株 式 会 社

電 06- 351- 5428附

定 価 9801' 1(判 附f市町 11' 1・M I." ¥

｜， ｾ ｴＧｉ阻 ＲＹＱＱＱ I  

11品

作 品 作 風

Gall er y 

bei ng 

W 

法 令 コ ー ナ -

GB R Cニュース

大 先輩 に聞 く

新 建 材 紹 介 コーナー

レポ ート

建 築 の 眼

特 集

設 計 部 門

構 造 部 門

設 備 部 門

施 工 部 門

計 画 部 門

そ の 他部 門

特 集

受 賞 作 品

座 談 会

和 歌 山 県 の ビッグ プ ロジ ェクト

和 歌 山 の 住 ま い づ く り

I NF ORMAT I ON 

支部だより

構 造 の 頁 186

施 工 材 料 の 頁 177

設 備 の 頁 188

月 報

ア メ リ カ か ら の 報 告(8)

11刊アでご.日…∞lIii'II
・E NTw l 仁川l I I DI Dl I I Al AS S O仁 i1L.llD_:r::nz::.u 

特 集 ・ 第 37回 青 年 技 術 者

・ 和 歌 山 県 の 展 望 と 景 観

SPECl AL  FEATURES  ON l'OUNC  ENCINEERS 正 THEIR IfI ORKS .41¥' D  THE  I'IE W &  ム ｾｎｄｓｃａｐｅ
OF  IVAKAれI MA PREFECTURE 

会 告 海 外 研 修 旅 行 参 加 者 募 集 「イ スラ ムの建築を; 訪ねて j Ｎ プ ロのノウハウ ｬ￭ ｬ 位 座シリーズ自ｾ 4 回一建 築 基 部

法 を 読 み こ な す コ ツ . 第36凶工出生デザイ ンコン ク ー ル 入 選 者 発 表. ' 90 建 築 関 係 団 体 合 同 忘 年 懇

親 会 . '91 建 築 関 係 10団 体 合|司新 年 交 礼 金 . 会 以 の 受 賞 r建 築 士 住 所 等 の 届 出 」 と 建 築 士 実 態 調 査

の 尖 施 rニ ュー ビノレデ ィ ン グ関 西'91J . 第 11回 r' 91 総 合 建 築 材 料 ・設 備 展J . r1991 K O B E イン

ターナン ョナノレホームフ ェア』

日 本 アイ ・ビ ー ・エ ム 大 阪 南 港 ピ ノ レ 設計監理安井越築設計事務所 一 - 6  

地工 : 大林組l 前田建設工業共同企業体

日本火災大阪ビノレ 設 計 監 理 日 住 設 計 ・大阪 10

地工 。大林組 消水主llJ 立. iiiJ lIl ill :t¥l:工業 ・熊谷組 ・束必佳設・ 7 ジタ工業共同企業体

WOODY ーぬくもり ( 熊 取 の 家 設計 ア ト リ エ ・ドゥ / 稲 田 由 利 ・児向三 郎 ) / 北 滋 修 一 一一一一一J ' /

石 沢 賢 二/ 南 極 考 察 物 語 従 展 子
1-1  

都 市の 風 景 : ペ ン ト ハ ウ ス
16  

「新 3 階 鐙 て 木 造 住 宅 簡 易 榊 造 設 計 基 準 J による 3 階 建 て 木 造 住 宅 の す す め/ 小 川 消 一 一 一一一一一 19

建 材 研 究 会
2 1  

福 山 敏 列 / I¥"i世l 昌 利 川 端 宏幸
2 2  

特 殊 エ ポ キ シ 防 防 さ び 止 め 惚 料 ・長 Jtll 防車!t 1'l 出 版 用 塗 料/ 必 村 勝 笑 25 

天 保 山 J 、ーパービレ ッ ジ ( 海 遊 館 + ? ー ケ ッ トプ レース ) 談話{ と見学の会/ 門 川 消 行 26 

建 築の J1J V 1m藤 邦 男 . 地球 と や さ し く つ き あ う / 馬 場 宏 史. 労 働 は 怒 か/ 黒 田 公三 . 111と社会 そ の

5 / 山総千餓子
2 8  

第 37回青 年 技 術 者

'i:i: 型f ，11司 京 都外 国j f . } 大学. 古 川 総駅 北ペ ア ビノレ. 大鵬薬 品 工 業 側 飯 能 セ ン タ ー . 大 塚 製 薬

附 大 津 研 究 所
3 0  

i ! 師長 ｉｾｪ＠ ri 長和 mJ お湖f E' ; ホ ー ム ズ. 天 満 〆 ゾ ン 司2塚 . M- I  S QUA R E  ( 東 急ノ、ンズ三宮底) ノマ

ーキング Ｇ ｊ ｾ 務 ｲｾ ￍＧ似
3 1  

j皮辺 :ぷ 秀 M ID シ ア タ ー . 大 阪 城 ホ ーノレ. 武 田 薬 品 工 業 筑 波 研 究 所. 新立山ピノレ計画 一一一- 32

松 l到 善 弘 C R OS S  OV E R - 六 '1
'
ア イ ラ ン ド コ ン ペ 応 募 笑. ウ エ ス ト コ スト 4 番 街. 神戸 フ

ア ッ ション Ｗ ート ｾ ￍＧ沢市 立Ｚ l'.: r  ) l 公 民fiii. 神 戸ワーノレド記念 ホ - 1レ. ク レ リ エ ー

J レ21必 白 f i . ( 似 弘、) 芦 屋 プ ロ ジェ クト - 3 3  

氷 山 敏 郎 広 山 市 西 区 民 文 化 セ ン タ 一 等 飯 合 総 設 l止 光 本 社 ビ ル . 上 部 町 庁 舎 一 一 一一 一 一- 3-1.

防 災以 集 合 住 毛 「ジ オ H j 也」 の構 造 設 3l' 35 

前 旺1H'. q屯 設備施工支緩システムの ｉｾ 日 発 36 

片 山 ，ｾ＠ 市 街 地 地 下 工 事 に お け る 全 天 候 作 業 空 間 の 開 発 3 7  

山 口 洋 平 副 を 立 体 化 す る ~ 次 元 を こ え て - ｾ＠
新谷 ｙ｢ｾＡ Ｎ ｾ 大 架 椛 木 製 ト ラ ス 工 法

3 9  

石合員l ! 彦 良 好 な 公 共 財 と し て の 集 合 住 宅の 企 画1 .1.0  

北 JJ;l 兆 維 企 画 か ら 施 工 ま で を 支 援 す る C G シ ス テ ム の 脱l 発 と 利 用 4 1  

古 i l'- 彰 宏 タ イ ノ レ 訓 付 シ ス テ ム の 開 発
.12  

イ乍 品

和 歌 山 県 の 展 望 と 景 観

和 歌 山 大 学 教n 学 部附 柄 小 ・ 小 学 校 校 合 、 体 育 館一一一一一 北本設計 . 和歌山大ψ j' ，務局施設，* - -1.6

災地設計 教 il 地設研究所 斉雄投{ 附設計 '1'務所

施工 。 Ｑｉｬ Ｑｾ 世 ・ Ｍ ｉＧ ｦ 木建設

高 野 11m)' 産 業 文 化 会 館 ・ 内 野 口 町 温 水 プーノレ 設計監理| 岡本設計事務所 一- 4.11

地工 。緋田副l きんでん ・山m

ニ y セイ ヰ[ 1; 且山ビノレ 設計監旦ｾ Ｚ 日本生命保険本 ｲｾ 建築諜 ・ 竹中工務自 一 ＭＮＵ Ｐ

施工 ー竹中工務 J占 ・浅川組

7 ; t レス トtre本 設計駁思 . 三 Jhill ; l l t 大阪支応一級ill 築士事務所 52 

施工 . 三井主s設

くOJi.f! 1、〉 凶 立 新 病 院 ( 和I : 秋山 ) 設;1-1- : 厚生省{誕地医療品整備i市民 ・州制l技術研究所 5.1.  

院 理 厚 生省近畿地 JJ 医務局営綿諜

地工 : h'f 水処設 ・東海興業共同企業体

ヒ ュ ー コ ー ス ト す き み 設計監埋 . 日新建設一級住築上設計 '1>務所一一 55

施工 。日新生II 設工業 ・天光車11共同企業体

和歌山以ふるさと ｩｬｬ ｾＩ ［ｴ 担ｊｉＮＧｬｬ ( 昭 和60年 ~ 平 成 元 年 ) 25.'!i: 56 

和 歌 山 以 の 近 未 米 へ の 辰 吉 包
叩

コ スモパーク 加 太計 ｾＱＱ し且 ｬ Ｎｩｬｬ 湾総合リゾート ＱＩ ｦＮ ｊ 発計画Ｎ和歌山 ＿ｉｊ ーナ シティー一 一一一一一 ＭＶＱＱ

紀 の 凶 ウ y ド タ ウ ン . 紀 州 の 家 認 定 住 宅
72 

! 日伊丹郷町Iに主J l つ 『新 ・町 家 』コンペ入賞者決まる 。第 2 回木造住宅デザインコ ンクール「府、のまち

の木のすまい ー凶季を感ずる家」 コンペ. デザイン ・コンペ大阪・90 入抗作品決定. 鉄鋼製 品に S 1  

単位を綿入
48  

白と紋100 と200/ 辻本 立. *i f，t支部主催 「主I l 築工事実務講習会 J 報告/ ミ手本英- 4.1.  

主主適制御l ファジィ制御による i制限隣造/ 橋 英三郎 75 

ソ - ? ス ・スーパードリ J レ工法/ 加藤克己
ー 76 

最近 の 火災報知 ｉ 設 ｦｾＢ ー ｬ ーア ナログセンサー Ｏ 占川敏雄 711 

平成 2 年 9 月分
8 0  

M グレ イヴスによる大改造 ・ニューアーク美術館/ 部回 学 8 1  

5  
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日本アイ・ビー・エム大阪南港ビル

企 画 日本アイ ・ビー・エム不動産・建設

設計監理 安井建築設計事務所

インテリア 剣持デザイン研究所

施 工 大 林 組 ・ 前 田 建 設 工 業 共 同 企 業 体

電気設備 きんでん

機 械 設 備 高 砂 熱 学 工 業

消 火 設 備 宮 本 工 業 所

6  控築 と社会/ 1990年 1111 号
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玄関ロビー

2 階ラウンジ

‘ テク ノポート大阪" の一角、 " コスモスクエア

に立地する・日本アイ・ピー ・エム大阪南港ビル

は、最新鋭の大型コンビュータ専用ビルである 。

大阪南港'tljJ"): センターは、神奈川県の 川崎電tr セ

ンターと相互パ ックア ップ機能を持つ電算センタ

ーて I B Mの最新コンビュータ運用 ・管理技術

と高速デジタルネ y トワークが活用されている 。

通常は 川崎11l t): セ ンターから遠隔運転されるが、

しかし非常時は南港'i I l $ 4 : センターもその機能を受

け持つことができるもので、両センタ ーの運用に

必要な情報は共用・ 一元管理されており、ユーザ

にと っては常に安定したコンビュータ ・サービス

が受けられる 。

このような新しい時代のコンビュータセンターの

あるべき委を追求し 、 自動化 ・無人化 に前j ってい

るコンビュータ 室 を前堤として機能を最優先して

平面計画を行な った。 その結果、コンビュータ 室

を" 周回路" で囲む独自の平面が生まれた 。

この周囲路により 、設備のメ ンテナンスがコン ビ

ュータ室を経由することなく自由に行なえ、セキ

ュリティーの面でも飛躍的に向上している 。 この

周回路は空調機械室 ・エアーチャンパー ・設備配

管エリア ・二方向避難路等、多目的に使用される

スペースとな っているため、コンビュータ施設に

不可欠な条件である安全性 ・信頼性を確保するう

えで非常に有効なものとな っている 。 なお、設1flli

面では 3 回線スポ y トネ ッ トワーク受電とガスエ

ンジンコ ・ジェ ネレーシ ョンシステムを採用し、

熱源システムとして電力 ・都市ガス各々のメリ ッ

トを最大限に発揮できる省エネルギーシステムを

とっている 。 また、コ ンビュータ専用ビルという

建物の性格上、ビル内の就業者数は非常に少なく、

約60名ではあるが、人のためのオフィス空間にも

快適性と利便性を追求しながら人間尊重の建築計

画を行な っている 。

南港電$ 4 : セ ンター の立地する大阪南港" コスモ ス

クェア" はこれから本格的にまちづくりが行なわ

れる‘ 生まれつつある街" である 。 I B Mは、こ

こに進出する先発企業として、積極的にまち づく

りに協力をし、地域環境の良好な景観形成の先導

的な役割をはたすよう、とくに建物の外観とラ ン

ドスケープについても充分な検討と配慮、がなされ

ている 。

(げi 水修平/ 安井建築設計事務所)

所 在 地 大阪市住之江区南港北 1- 5

敷地面積 32，742.  50 m'  

建築面積 4，141 m'  

延床面積 28，269 m
'  

構造規模 5RC、7F、P2

工 期 1988年 5 月一1990年 2 月

最 寄 駅 地下鉄ポートライナー中ふ頭駅

撮 影 名執一雄 、5 5大阪

4・2 階オフ ィス



亡- - 二コ 電力幹繍

インヲーフェ イス幹細

過信幹線

圃 園 田 園 田 園 田 空閥系清水

園 田 園 圃 園 田 園 コンビュ ーヲ高清水

ローチ( 庭悶)

電算室階の設備権威

9  



日本火災大阪ビル

設計監理 日建設計・大阪

施 工 大林組・清水建設・前田建設工業・ 熊谷組・東急建設・フ ジタ工業共同企業体

外観( 四 y 惜筋主I! 物東南よリ見る)

10 建聾と社会/ 1990年 11 附

日本火災大阪ビルは、老朽化した旧日本火災海上

ビルとその周辺庖舗を撤去し、新しく建て替えた

もので、日本火災の西日本の拠点として計画した

オフ ィスピノレであ る。

このプロジェクトでは 「地域との共存共栄」を 大

切にする建築主の姿勢を表した「地域に関かれた

広場」 をテー? とした 。具体的には四つ橋筋に幅

広く面した地形の特性を生かし、敷地全体を広場

空間と見立て、これをく 外な る広場〉と く内なる

広場〉にて計画し、このビルで働〈人々や近隣の

人達の恕いのスペースにしようというものである 。

大きいボリュームのオフィスを地上 7 M程宙に浮

かせ、その下に生まれた空間がエントランスホー

ルなどの く内なる広場〉 となり、それが勢いよく

外に拡が ってゆき 、内外に連続した空間とな った。

〈外なる広場〉は、敷地の60% にもおよぶオープ

ンスペースであり、花木や緑、水面や広場、水流

によりゆ っく りまわる石の彫刻などアメニティ高

い環境を高IJ った。

外観は透明ガラス箱の上に幅4 0 M. 奥行き 3 5 M、

高さ 70Mの、花開岩貼りの量感あるオフィスが釆

った緊張感のある姿とし、岩を押し上げる新芽の

如〈未来に向か つて挑戦する日本火災のたくまし

さを表現した 。

ここを地域に聞かれた広場にするという発想は、

設でもが自由に聴けるミニコンサートなどの文化

的催しをエントランスホールてv 展開する建築主に

よりさらに生かされたものになっている 。

( 猪 子 順 / 日 建 設 計 ・大阪)

⑨ 

基準階平面図 1 ・1，500

配置・ l 階平面図 1  :  1，500 



所 在 地 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 1 1 - 4

敷地面積 3，538. 46 m
'  

建築面積 1，470 .59 m'  

延床面積 34 ，521. 19 m'  

構造規模 R C、S R C、S 、B3F 、19F 、PI

工 期 1987年 7 月- 1990年| 月

最 寄 駅 地 下 鉄 四 つ 橋 線 肥 後 橋 駅

撮 影 黒田青愚

l  階エン トランスホ ーノレを透し て外部笠1mを見 る 外観 (I!!l .， 橋筋正岡 より 見 る)

l 階正ifIJ エ ントランスホール( 天井日 10m) 1  階エ レベータ ホーノレ

11 







地球を監視する 一一第32次南極観測越冬隊11月14日出発

‘  

あ す か 観測 拠点

14  也 援 と社会 / 1蜘 年 1111". ;



風力発電機

基地内隊員室にて

南極考察物語

石沢賢二( いしざわ・けんじ)

1952年 9 月16 日 山形県山形市生 まれ

1971年 秋田大学入学

1973- 1974 インド・中近東 ・東アフリ

カで登山

1977- 1979 第 19次南極観測隊u

みずほ基地で越冬

1980ο 昭平! I 55"p) 秋聞大学鉱山地質専攻修了

1980 国立極地研究所事業部

観測協力室勤務

1982- 1984 第24次南極観測隊員で越冬

みずほ基地

1986- 1987 第 281欠南極観測瓦隊員

あすか観測拠点の畿地建設

1990- 1992  第 321欠南極観測越冬隊員

あすか基地

南極越冬隊員の石沢さんにお会いするまで、“ 南極? "  

という述想ゲームをしたなら、オーロラ・羽毛JJ !i . 犬

ゾリ ・ベンギン ・アザラ シのステー キ・南極 3 号と名

づけられたダッチワイフ… と答えてしまうなさけない

私でした 。

しかし、今はちがいます。

南極は、大きな実験室である 。

と言っても「南」を極める実験室ではありません 。

石沢さんいわく 。

「南極はお金をパーンとかけて( 飛行機など最新のメ

カなどを使ってと 言 うこと 。犬ゾリなど過去の話であ

る) 調べあげてしまうところでは、ない 。南極は利用

して、 学問のみではなく、雑多なことも含む研究をす

るのに最適な地であり、知識と技術を利用するための

壮大なる実験室である 。

「研究をすることは、南極を汚していくことだ」と石

沢さんは戸 を大にされました 。

そんな石沢さんの研究は、アドバルーン状のテントに

水を徐々にまき、約10cmの氷の壁が出来るとアドバル

ー ンをしぼませて、カマクラ風の建物をつくり、作業

場や倉庫にすることだったり、 200 4 > の鉄棒と 2枚翼に

よる風力発電機だったりします 。

南極でのあらゆる鉱物 ・生物は国際的条約の元で保護

されています。 ( 南極条約には、南極は平和的な目的

にのみ利用する 。条約の有効期間中 、各国の南極所有

権主張を停止する 。核爆発と放射性廃棄物の処分の防

止。南極大陸の生物資源の保護と保存。 自由査察など

があり、テリヤキアザラシパーガーなぞとんでもない L

南極に地球を監視に行くんだとおっしゃる石沢さんが、

隊をやめたら自然の中で暮らしたい。というのは不思

議ではなく、ナチュラルとは、人が必要な、平・雨 ・

土 ・光などと共に無理なく生きるということで、その

ためには、地球を監視しなければならないのだと感じ

ました 。 ( 堤 展子)

15 



Wat chi ng - 都 市 の 風 景 一

ぺン卜ノ¥ウス

16  姐築と社会/ 1990'1' .1111 '，;  



• • • • 

企 画 会員企画小委員会

Director T. REIKO 
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「建 築 と社会」 誌 21年 ・特 集 一覧 昭 和45年 ~ 平 成 2 年

「建築と 社会」誌は、昭和42年から A 4 変形判となり、特集と作品作風頁を 二本柱に 、シリーズものの頁を織 り込み、その時々の社会を反映

したテーマを選んで掲載してきた。売価は980円 (消費税込) 。購読希望者は事務局 (06- 348- 0635) へ。

キ印は欠号

訟¥き l  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 12 

.  
-・

日 本 万 国 博 設 計 の グ y ドデザ 欧 米 に 第 17 ITII 山 陽 ・山 陰
昭和45年 現 代 社 会 高 層 建 築 建 築 家 の

工 事 計 画

デ ィ ベ

(51集) と は 何 か

建 築 と 安 全

と 技 術開 発 シ ス テ ム 化 イ ン 運 動 問 題 お け る 契 約 課 題 と 責 任 ロ ッ ノマ・ー 青 年 技 術 者 か ら の 報 告

住 宅 - 60年
.  .  

都 市 生 活 企 画 と 設 計-

.  
転 換 期 の ニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と

昭和46年
代 の 総 括 と 都市エネノレ

都 市 と 浴 湾

(52集) 70 年 望千t ギ と 無 公 害

建 築 基 準 法

と み ど り の プ ロ セ ス

解 体 工 学

ュ ー タ ウ ン と 震 災 建 築 生 活 青 年 技 術 者 レジャ ｾｉｬｮ
の 展 化 ピ l レ

冬期l オ リ ン

600号 イ ン テ リ ア 都 市 交 通

.  .  .  .  
第 19 回 北 陸 の

昭和47年 量 産 住 宅

一 般 号

者11 市 住

者11 市 防 災

(53集)

ピ ッ ク と

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題

水 利 用

の 設 備 環プ境ロへー の 青 年 技 術 者 新 建 築

札 幌

(続"1' 学

ア チ

.  
大 阪 大 林 ビ

.  
大 阪 国 際 ビ 老 人 新 用 途 地 域

.  .  
-・

昭和48年 県 北 ニ ュー レジャーと 住 宅一 建 築

構 造 と 縞 工 仕 上 と 材 料

第 20 回
ヨ ー ロ ー / ぞ

建 築 教 育 タウング〉コ

制 ! と 環 境 青 年 技 術 者
σ〉

(54集)
地ミュニテ殻ィ

j レディング 絡 設 ルテ' ィング コミュニティ 家 の す ま い

ま ち づ く り

.  
.‘ 

既 成 市 街 地

北 摂 ニ ュー

建 築 生 産 と 高 層 プ レ ハ .  .  
第 21 回 ビ l レ防災に

昭和49年 歴 史 的
明 日 の

保 養 所 作 品 の 住 宅 地 流通 機 構 の

ビ l レ の 省

プ 住 宅 の み ど り

屋 級 防 水 工

(55集) 環 境 保 全 建 築 な は タ ウ ン 計 画 エネ J レギ化
If，の 失 敗 例

青 年 技 術 者 l測す る 12:17
どう るか 型産備の方策 変 容 構 造 設 計 と そ の 対 策

東 海 の

.  P  C 板 を

社 会

建 築 と プ レ 生 活 排 水 .  
騒 音 対 策 と 第 22 回 集 合 住 宅 の

昭和50年

図 fE 館 使 用 し た

都 市 の 景 観

処 理 施 設

人 間 環 境

(56集) 新 建 築

イ ン テ リア

建 築 ・ 法 と 施 設

ストレスト

と し て の
防 音 材 料 青 年 技 術 者 設 備

工 業 化 住 宅 コンクリ ー ト の あ り 方 タ ー ミ ナ ル

.  
建 築 基 礎 構

.  
床 工 法 建 築 防 災 と

.  .  
ー-

設 備 か ら み

昭和51年
証 言 '76

医 療 施 設 市 街 地 整 備

工 場 建 築 と 鉄 骨 構 造 の
m住 体 の

結 露 策防 止

第 23 回

た 建 築 の

(57集)
建 築 デ ザ イ

造 の 問 題 点 と 材 料 法 設 備 ジョイント
ハ ー ド と

対 断 熱 材 料と

青 年 技 術 者

ン の 動 向
ソ フ ト 問 題 点

.  兵 庫 県 そ

-ω日周本建年記築協走7会号

コ ン ク リ ー

日影規制と

.  .  
埋立地におけ 日 本 住 宅 .  建 築 に お け

昭和52年
デ ザ イ ン の

トのとの行品方質政管
身 障 者 施 設

る構造問題一

公 団 と

ミニ 乱 開 発的
る省エネ l レ

第 24 回

(58集)
動 向 部 分

の 風 土 と 建

- ニ ュ ー タ 理 指
法

照 明 設 備

大屋浜阪を南例港とと芦 か ら 計I，;J 画
青 年技 術 者

と 全 体 築 ・ 建 築 界 ウンの管理 通事 向 して 建 築 作 品 ミニ 発 へ ギ ー 化

デ ザ イ ン .  
病医療院施 ｴ￭ｾｊ 建r&- 外 壁 電 波 障 害 と

組 合 方 式 に C  A  0 - .  
第 25 回

昭和53年
の 動 向 一

水
と 築報 よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号 ピ J レ 環 境

(59柴)
新 旧 の コ

塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青 年 技 術 者

ントラスト シ ス テ ム 住 宅 計 画 ン ビ ュ ー タ

転換J t J J の

.  ホ テ ル 建 築

農 村 総 設 の 建 物 の 終 局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の
昭和54年 大 阪 南 港 ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制 と 情 報

(60集) 再 開 発 ー ト タ ウ ン の ひ び わ れ 変 貌 強 度 の 検 討 ま ち つ' くり インテ リア 青 年 技 術 者 労 務 事 情

シ ス テ ム

8市0ち五と手づ4紐tく築グり〉者ー;I S  

.  .  
住 宅 の- 建 築 行 政 と 者I1市張主見と 屋 内 体 育 今 後 の 外 装-

.  .  
昭和55年

-・今ル建後ギ築ーの省の金趨エ物勢ネ -・a安事止井務の建所鮒築作茸設品蝶計集

最 近 の 水 ぎ わ の

-・第転ン百慣ョ闘にン停た集つ合郷マ住市宅ン

設計新計の耐た め

(61集) ま の 耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施 設 の 設 備 まちづくり i次 付仕 上 材

の設 震法|
朕 史 と 展 望

判ド

*  *  

ホ

シーリ ング*  *  *  *  

私

Ji JJ 仕 切 壁 の本

第 28 回*  
昭和56年

職 能 論

中 国 の 論 文 ポートピア 台所まわり 災害と法ー 者11市 住 宅
- 瞳聾物と瓜デザ

住 ｴ 己冊 ｾ ｩ 聾 鋼公

らしやすい

(62集)
一 北 京 の

'81  
の 計 画

材 の 釘 ! 被
安 全 な 環 境 住 ま い 手 イナーのために

間ー関西に必 Ij る

性 能 評 価田，Ii 畳備を '1' し・と
青 年 技 術 者

都 市 計 画 と 設 備 をめざして か ら の 発 想

' 8祖設計作品集

した新世間的投網 環 境 と 設 備

新 た な 商 業*  省 エ ネ ル ギ*  

本

*  

判ド

大 阪 市 庁 舎*  *  

当臨

昭 和 設 計*  
- 位本にみるすま

*  昭和57年
医 療 施 設ー

近 畿 の
者11市 景 観 音とホ ーノレ 大 ス パ ン

いとまらづ ( "
- 百'$29 lITl"i 'f

(63集) 空 間 の 展 開 ー と 関 口 部
地域医療と

地 盤 と 地 質
ま ち な み 美

(第 l 期 ) 建 築 構 造 作 品 集
- オーエム・ホテ

"1三』主制守-yo

と 人 間Ｎ ｪ 也 ｦｪ グ Ｉ ｮ ｾ

設 備 計 画 観 へ の誘 い
l'日坑ピル

合 剖! ｾ 高

関 西 の 7 イコンの
本 計画における

大 阪 駅 と 東 海 の 将 来 オフ ィス・ プレストレ ス

*  昭和58年

建 築 文 化 建 築 へ の

多様化する 建 築 と
コミ ュニ ケー

ターミナ/ レ

維持管理と

と 文 化 を インテリア ト(鉄筋) コン

- 部羽田青年It商打
集 合 住 宅

(64集) 運 動 b面 設 品 質 管 理
ションと プレゼ

設 備 更 新
- 大臣縫同開文化

と 生 活 音

を 考 え る 利 用
ンテーシ ョン

ピ / レ 考 え る の 変 革 クリ ー ト構造

スポーツホ E ル

21 世 紀 へ の ピl レの 1)7レy
建設産業と

*  
み ど り と そ

- 揖 31回宵年
昭和59年

関西 ー魅力
関 西 の 超

ンユ ー内外装
住 環 境 と - ま ち σ ) ｴ Ｎｾ ｪ ＧｬＡｬ［Ｎ＠ fヒ 消 防 設 備 の 高荷台化社会

床 の 梢 工 法

技 南 町

ロ ポ ッ ト
と刊胃a臨 宝雪 ' "'

れをとりまく

(65集)
あるま ちづ〈 り

高 層 ビ / レ
補修技術の現

法 制 度

ー 旗 開 駅 南 u

ポ イ ン ト と生活空! 日l
- ディテール

テ ム と 建 築再 開 亮 ピ ル

町 思 思
を問iうー 状 と発 展一

開 発 {ア，ぜンティ】
人 々

*  - 白ul 陣式への遭
情 報 化 を ホールーそ 建 築 の 表 - 建築と水の

- 接 合 - 村 野 藤吾

第 32 回
昭和60年

大 阪 湾 物 語

東 海 の 現 在
瞳g陸軍安井武雄

め ぐ る 建 築 れ が 生 み 出 情 最 近 の

大 阪 国 際 見
演出

都 市 と 健 康

- 口建設計 の一 断Yt't

(66集) と 近 未 来

- 喧l I! li の』車 種

本 市 新 会 場 - 神戸研究学 ス ポ ー ツ 青 年 技 術 者を考える

- 都市事 情 す 文 化 ー 外 壁 材 料
園都市 作 品 - 東 海 特 集

ニれから町住空 屋キE ーその
- 現 It デザイノ イ ン T 1) 

- 建 築 防 災 C  A  0 ー オ フ ィ ス インテリアイク

昭和61年 ー ポ ス ト
ジェントピ

自治体営繕 21位紀の住 - 開 発 第 33 回

(67集)

/II1- lil Hli 型集合 デザインと モダニズム 10年

ル の 建 築 ・

と法 その応用と ｾ ｉ 日 ｬ の λ テン ションと

- よれからの と公共建築 居 と 設 備 - ツイン 21 青 年 技 術 者
住宅にみる

素 材 防 水 工 法 設 備 計 画 - 大阪市庁舎 展 開 総 成 リニ ューアル

昭和62年

- 保管・ l貯
- 建物と街並

入 浴 物 語 /(AI 食

創 立70周 年 躍 動 す る
蔵 施 設

室 内 の

駅

行 政 建 築 家 ンテ ィホテ 宝 塚 の
み の 接 点

第 34 回

(68集) 記 念 号 東 海 へ - 大 阪 府 立 仕 上 床 の 可 能 性 J レ の 設 備 街 づ くり
- 昭和設計 背 年 技 術 者

体 育 会 館
作 品 集

- 軟輔地盤 と - 世備におけ

建 物 の 外 装

中園地方の

*  

判ド

昭和63年

ホテ J レ物語

続 蝿 る L C  C と
展 望 と

21世 紀 への 超 高 層 住 宅 - 大阪府営繕
- 担' 351II Ji 'f

in nをテレビ

- 文化と伝 杭 リワャ ュ， シｾ
都 心 居 住

ひろしまの

制l 振

- 集合住宅の

年 技 術 4 打

(69築)
一東揖から - 東個 岨密事

リフレ ンシュ 照 明 を 考 え る . 8  0  0 り
グ3 領a r.;> 府所作品 蝿

街 な み リ7 レッンユ 市己 念

昭和64年 - 竹 中 工 務 自 判俳

省 力 化 の

まちづく *り
- 柵遣の有力化 . r.tI，fi 環境制遺 最 近 の

ｗｾ をのせる 創 立 90 周年
博覧会とま 都市原境作l 建 築 と 第 36 回

平成元年 記 念

- 色 町 1lI 1翻

た め の 材 料
- 斑品生s股大臣 と段備11

博 覧 会

輸 送 設 備

- 班 棺t 町

と 法
五日，挫築股計 - ユーザー参加

青 年 技 術 者

(70集)

- リ ゾ ー ト 軒 岨 艇 と
ち づ く り 造 と 設 備 I ア ー ト

部作品J I ! 町J 、ウジング
事 情

伝 統 伐 楠
工 法 ノマビリオン

プ レ ハ プ 建築 家のため -高 度 強 化 や わ ら か な
. /:11市町ナイ - 第 37 回

感 性 の 時 代平成 2年 商 品 化 住 宅 ニュータウ ン・ 東 海 の 国際ｾｲＮと緑 町設 備知 掻
一設計の多 住宅管理・ ルプレイス 青年技術者

(71集) のデザイ ン ル ネサ ンス 都 市 景 観

スケー J レ感 住 宅 技 術 の

の 博 覧 会

'I 'lJt lJ!オフィス

様 化 を め ざ ユ ー ザ ー の - 兵 l事県営 繕 - 和歌山県 の

を迎 え で の

ピルによるケース

外 装 材
現 在 と 未 来 スタディー して ー 役割l

町 出 品

展望と景観
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ｾＺ訟を省略できる 。Ｈ この基 ￭ ｬＡ ［ に適合しているかど

うかは、チェ ックリストを雌認することによる )

2  一戸，建て専用住宅、長屋住宅であること 。( 共

同住宅を除く )

3  延べ床面積は最小94 .41平方メ トル、徳築面

積は最小40 .58平方メートル。

4  敷地而ti' tは67 .64平方メートル以上必要。( 連

ぺい率60バ一セントとして )

5 . 1 - 3 [ : 皆の通し柱は、必ずしも必要ではない 。

1  - 2階 の通し柱と 2 - 3 階の通し柱と 91センチ

メートルの壁の組み合わせても良い 。

6  高さに工夫が必繋。すなわち 、天井高さを w

保すること 。 !li 'F i高は 9 メートル以下にしなければ

ならない 。|清高は 2.9メートル以下とする 。( 実際

これ以上とれない 。2.9X 3  F + 0.3  (布基礎 ) +  

0.135 ( 土台 ) > 9 メートル ) なお、日影規制l を考

慮すれば、建物の高さを 10メートル以下にしたほ

うが良い。

7  間取りに制約がある 。耐力壁線開の寸法に規

定があり、 1 - 2 階平面は、はり間方向、桁行き

方向それぞれ 3 本の耐力壁線が直交する回の字型

とする 。 また、 1 本の柱が負卸する最大床面干i'i を

規定。階段は 1 - 3 階まで平而上同一位置とする 。

8 . 耐力壁線上の壁のみ有効壁ii とする 。

ナ
会

コ

注

目

合

唱

融

港

「新 3 階建て木造住宅簡易構造設計基準」による

3 階 建 て 木 造 住 宅 の す す め

*  

今後は、在来輪組工法の 21階建てに少し基準が

追加されたぐらいの気持ちで、 3 階建て木造住宅

』こ挑 !ji J i . して欲しい 。

なお、解説書として、 r  3 階建木造住宅の構造

設計と| 坊火設計の手号 IJ く例) 日本住宅 木材技術

センタ一編〉 があるので、参考にされたい 。

年度総理府調査によれば自分の家を建てるときは

84%の人が木造住宅にしたいと思 っているなど 、

3  r活，主主て木造住宅への社会環境は怒ってきている 。

そうした 中で 実際には 、 3 階建て木造住宅は 1

階を R C造あるいは S 造とし、 2 ・3 [ : 皆を木造住宅

とした泌構造や枠組笠工法 ( 木質系組立 ) 住宅が

大半を占めている 。大阪府建築指導課においても、

相h組工法による 3 階建て木造住宅の建築雌認申請

は、年間数えるほどしかない 。

この事情として考えられることは、新基準の制

度化は知 っていてもコスト面やプラン上のi I ，IJ約に

対する懸念や、基準を読んで未知のものに取り組

むことの煩わしさから 、手慣れた在来の構造を安

易に i選択してしまうのではないだろうか 。

しかし設計事務所や工務庖が本気にな って 3 階

建て木造住宅の質や性能、デザイン 、コ スト等の

研究をすれば、木造住宅指向の人々に十分応え ら

れるものができると思う 。 また 、こ のことは今後

の木造，建築業界の発展にと って必要なことと，思う 。

次に、 「新 3 階建て木造住宅簡易機造設計基準」

により設計する場合の主な概要を箇条舎にまとめ

てみた 。

l  同基準に従 って設計された建築物は、桃造計

現在、 3 階建て木造住宅の構造には在米朝h組工

法 、枠組壁工法 ( 木質系組立構造含む ) 、 ｩ ｴｾ 精進

(  1  F をS 造、 RC; 盆) 等が用いられているが 、今回

は、これらの精進の 中で一番つくられることの少

ない在来軸組工法について考えてみたい。

従来から、在来軸組工法による 3 階建ての木造

住宅は、構造計算により構造耐力上安全性を隊認

することて、可能だ ったわけだが、実際に椛i主計算

による 刺i組工法の 3 階建て木造住宅が建てられる

ことは皆無だ った。

しかし昭和58年 9 月28 日付け建設省1主指発 299

号 r 3 階建木造住宅簡易構造設計基準」ができて

から、個々に構造計ＮｾＺによ っ て安全性を確認する

ことなく 、在来前h*J l 工法による 3階建て木造住宅

が可能とな った。 ( その後この通達は廃止され、

これに若干変更がなされ昭和62年 7 月10日 「新 3

階建て木造住宅簡易構造設計基準」 に変わ った)

次に、昭和62年 11 月から 、それまで祭止されて

いた準| 坊火地域においても、一定の椛iit 規制lのも

とに 3 階建て木造建築が可能となるなど、木造建

築関係規定の建築基準法の改正が行われた 。

また最近の地価上昇は土地の高 I" i l : 利用を呼び、

あるいはゆとりある住生活の手段として、 H召和61 j青)j

 
、
l

 

'

 

( 大阪府建築部建築指導課主査

，、メ

段 L 窓

L DK  

「新 3 階 建 て 木 造 住 宅 簡 易 構 造設 計 基 準」による設計例

円

円

以

皿

3 階平面図
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週路11界韓
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直
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君
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建築基準法を1111111111111111111111111111111111

読みこなすコツ

高木任之著 四六判. 256頁・定価2060円( 本体2000円〉

企画 / 日本建築協会

法令を正しく読んで運用するコツを伝授グ
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2 章建築物の敷地の評価 (用途地域・道路との関係) から

3 章 建 築 物 の 造 形 的 な可能性 (床面積 ・高さ ) をさぐる

(補主主) 良い環境の市街地を創り出すための手法

4 章 建築物の構造形式を決める (防水・矯造)

5 章 階段を 中心とし た避難のため の設計を行 う

6 章 火災に よる被害の拡大を防ぐ

7 章 建 築 物 の 室 内 環 境 を整える

8 章 建 築 物 の 構 造 強 度 を確か める

9 章建築物の設備を充実させる

10章 建 築手続きと 建築工事ほか
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建材研究会について

1  はじめに

巾研究会は、昭和58年度末( 社) 日本建築材料協会と当試験所が主

催して 「建築材料に関して広〈情報の交流を行い、建築材料の品質

の向上と研究開発に資する 」 ことを目的として発足しました 。会員

は、この目的に賛同し、また建材の発展に強い関心を持たれる法人

の方々です。

平成 2 年 10月末日における会員は、別表のとおりの30社です。

2  . 運営

当研究会は 、本音11を当試験所に置き、年数回の研究会、見学会等

を行うこととしています。具体的には 会員の互選によ り選ばれた常

任委員及び、活動内容によ って設置した分科会の幹事をも って常任

委員会を構成し、会の活動計画、会費の運用計画の立案等を行って

おります。分科会は現在、次の三分科会があります。

・耐火 ・|坊火性能分科会 ( 耐火 ・防火)

・音 ・熱分科会 ( 1吸音 ・遮音、断熱、防露)

・耐久性能分科会 ( 1吸水 ・耐水、腐食 ・防食、摩耗、衝封書 )

会費は、入会金 l 万円 、年会費 3 万円としております。

3  . 平 成 元 年 度 の 活 動 概 況

全体としての活動

i誌拶{ 会 l 回 ( テーマ 「都市設計 ・都市計画とコンビュータ ・グ

ラフィ ック」講師 : 笹田剛史大阪大学教授) 、見学会 2 回( 日本電

気硝子附本社工場、花博会場諸施設建設現場) を開催した 。

耐火・防火性能分科会 ( 11社参加 )

|幼 ・耐火性能に係る関連法規、行政通達、運用基準等の改訂動

向に関する情報の交換及び勉強会 5 回、見学会 2 回 ( 宮崎木材工

業( 附工場( 会員 ) 、松下電工側伊勢工場 ) を行った 。

音・熱分科会活動 (17社参加 )

講演会 2 回 ( テー' 7 r制振鋼板について」講師: 新日本製鉄側

土屋部長代理、テーマ 「住宅の結以防止と今後の lりj 蕗設計法」講

師: 池田近畿大学教授 ) 、新製品の研究開発を目的とする小分科会

{ 法}

活 ｛ｾｊ の報告 ・ 勉強会 Ｗ 園、見学会 Ｑ 回 Ｈ ｶ 鮒竹 中工務庖技術研究所

( 会員 ) 、勉強会 l 回 ( プレハフー住宅の重量衝撃音について ) を行

った。

( 注) 平成元年度から活動開始、次 の 4 クループで|随時開催。

A . I坊音間仕切J 壁、界彼

B  床衝撃音対策

C  吸放湿仕上材

D  断熱シャ ッタ一間戸

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 国 市 蔵 白 台 5- 8 - 1 干 565

電 話。"( 06) 872- 0391 F AX"' ( 06) 872- 0784 

業務時間平日 9  :  ｏｏ ｾ＠ 17 :  00 

土曜 9  :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  OO( 第 2 、第 4 土曜休日 )

耐久性能分科会活動 ( 16社参加1)

参加各社からテー 7 を出しての検討、勉強会 7 回 ( コンクリー

ト用無機質弾性補修材の機能と性能について、外装仕上げ 主主料の

機 能' ・付加価値について、 ほかに見学会 3 回 ( 旭硝子側関西工場、

側東レリサーチセンタ一、アルナ工機(附伊吹工場 、大阪セ メン ト

附中央研究所 ( 会員 )) を行 った。

平成 2 年度は、平成元年度と同様見学会、講演会等を行うほか、

新しいテ ーマによる勉強会、情報の交換会も行っていく予定です。

なお、当研究会についてのお問い合せは事務室 ・石堂まで 。

建材研究会参加者

旭 化工板製造附

永大産業附

大阪セメント( 的

恒 和化学工業( 附

笹原ブロ ック工業側

刷新興建材工業所

側大仰

大同鋼板側

筒中プラスチ ック工業側

東洋シャ y ター附

束手[1ノf ーライト( 拘

束亜コルク(附

吉野石官ー側

積水ノ 、ゥス附

鮒 ユ ニ オ ン

近畿工業側

天野鋼建附

(附オーシマ

川鉄建材工業側

山出興産( 附

大日本塗料附

大和ハウス工業(附総合技術研究所

(総奥村組技術研究所

キャピタルペイント( 鮒

(附竹中工務庖技術研究所大阪支所

三 ツ星ベルト側

宮崎木材工業附

チヨダウーテ( 附

日東紡級制

(的クボタ

( 順不同 )

花博会場施設建設現場見学会
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- 大先輩に聞く

福山敏男

10月 8 日、台風2 1号が近畿 を過 ぎるころ、西の京の竹林の中にた

たづむ京都府埋蔵文化財調査研究セ ンタ ーに福山先生 をお訪ねし、

お言言しをお聞きしました 。

生い立ち

私は、明治38年に福岡県の現在の相JI 川市にある域内という 小 さな

村に生まれました。この村は教育熱心 な土地柄で 、大学への進学率

が日本ーでした。先+ 且は常福寺という真言宗のお寺きんで、 E是醐寺

の末寺にあたります。神仏 i良橋でしたから 、天満宮も祭っていまし

た。私が学者の道に進んだのも道真公の お導きということかも知れ

ません 。おじいさんの時に送俗して福山の姓を名乗 ったのです。

子供の頃は目立たないおとなしい子供だったようです。少し吃音

があり、発音困難な音がありました 。両親の前で 小学校の読本をち

ゃんと読めるとご褒美にお菓子をもらえるのが励みでした 。 また、

走るのが好きで小学校時代、朝 6 11寺に起床して、近くの城跡、のまわ

りを走りました 。決して足の早いほうではなくて、運動会ではいつ

もビリでしたが、健康的な日々でした 。勉強のほうでは歴史が好き

で、 「日本少年」 などの雑誌をよく読んでいました 。

文学から建築へ

中学校は 2 番で伝習館に入学しました 。野球で有名な柑|川商業高

校( 現柳川高校 ) を創立したのは同 l羽生の一人です。中学校では英

語が好きで、 小学校から続けていた日記も英語でつけることもあり

ました 。英語の先生が家に下宿していたことも関係したのかもしれ

ません。高校は 、熊本の第五高等学校です。永島定雄と下宿が一緒

で、英文学の話しを毎日開いていました 。その影響もあ って、将来

は先生になろう 、英和辞典の編纂をやろう等と考えていました 。オ
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ックスフォードの英英辞典はよく見ました 。

大学に進む時は世の 中が大変な不景気でした 。だいぶん迷いまし

たが、やむなく第一志望の文学部をあきらめて、建築学科に進みま

した 。文学では飯が食えませんから 。当時の建築学科は定員 15名で

した 。建築の 中でも建築史を志したのは天沼先生の講義が非常にお

もしろか ったからです。

1927年に京都大学を卒業しました 。卒業時の教室主任は藤井厚二

先生で、 「君は卒業しでも勉強を続けるようにしなさい」と 言われ

たことを覚えています。建築史の分野では簡単には1哉のない時代で

したが、先生のお世話で伊勢神宮の造営の為の役所である造神宮使

庁に採用してもらいました 。 その第二課長の大江新太郎技師は「君

はいずれ学位をもらう人だから、ここでは自分の好きなことを勉強

しなさい。役所の事務的な仕事はあまりやらなくてもよい」 と言っ

て下さいました 。先生がどのような推薦状を警かれたのか知りませ

んが、私は特別な配慮を受ける こ とになりました 。 そして、神宮建

築の古儀調査という仕事に取り組むことになったのです。

伊勢神宮に関する古記録類を次々と読んではノートを作ることか

ら始めました 。歴史学というものがどういうものか、ということが

次第に解 ってきたのは、この長時間をかけた雑誌通覧のおかげて。あ

ったと思 って います。中でも最も興味をも って読んだのは 「大日本

古文書」二十数tffr (正倉院文書) です。 そして、 1931年には「奈良朝

に於ける石 山寺の造営 J r奈良朝末期に於ける某寺金堂の造営」の

2 編を書きました 。

そして 、公務として 10年間続けてきた神宮建築古儀調査に関する

資料の務理は一応目鼻カ、つ いたので、 1937年には 「神宮の建築に関

する史的調査」をまとめ、藤井先生の指示で学位論文として京都大

学に提出しました 。 これは後のことですが 、藤井厚二先生の奥様が

出雲大社のご出身でという縁があり、 出雲大社の設計を依頼され、



ふ く や ま ・ と し お

1905 lu¥岡 県柳 川 市生 ま れ

1927 京都 大 学工 学 部 位 築 学 糾 卒 業

内務 省 内にあ っ た ｩ 立 神 宮使庁にて 相Ｂ Ｇ Ｏ 三 ｈ ｉｬ ｾの 古俄 Ｓ 出 ｩ ＱＧｩに従 Ｔ

1931  ｲ 奈 良 ｾｪ に お ける石 山 寺の造営 」 、 「務 良 ｾ ｖ ｪ 末 期 に於ける

五ｾ 寺金堂内 ｩ 立 Ｇ出 」 の 二 編 を 執昔 Ｑ

1937 ｲ 神 宮の 主ｉｬ ｾに ｬ 制する史的制 査 ｪ ( 学 位 s論文; ・京 都 大 学 )

1942 文 部 省宗教 局 に 転 任 ｲ 日本 主 ｬｬ ｾ 史 の 研 究 』 を 出版 Ｈ 1943)  

1947  美 術研 究 所 ( 後の 東 京 国 立 文化 財 研究 所 ) へ転 任

r 奈 良 朝1寺 院 の研 究 』 を出版 ( 1948 )  

1954 r 日 本 上 代 総 築 史 研究 」 の 業 総 に よ り 日 本 位 築 学 会貨 を受賞

1959 京 r. 11大 学 工 学 部教 段 ( 建 築 史 講 座 )

1968 定 年 退 官 この 年 r 日本建 築 史研究 』 を 出 版

1971  r 日本怨築 史 研 究続 編』 を 出版

1972 ｲ 日本 主 ｬｬ ｾ 史 の 研 Ｇ 先 」の 業総により ｾｹｬ 日貨 を受 賞

1980 r 日本建築 史の研 究 に よ る 建築 学お よ びl州主li 史学 へ の対 献 J

により日 本建 築 学 会大 賞 を '支:!l

1981  京都 府 組 蔵 文化 財制 査 研 究 セ ンター瑠l l j>長 、 現在 に至 る

1985 恩 賜 'U 日 本 学 士 院貨 を受賞

1986 京 都 大学名 誉 教 佼

私の設計で新しい拝殿が建設されることになります。

文部省へ

1942年に文部省宗教局に転任しました 。 そこで、 「日本建築史の

研究」 を発行します。正倉院文書を中心とする研究がこの本の 11艮自

にな っています。戦時下の暗悦な時代でしたが、それに反発するよ

うに、街の本屋では新刊書はよく売れていました 。私の本も 2 ヶ月

で再版がでたほどでした 。

こうして、戦前 ・戦後を通じて東京に 32年間住むことになります。

世田谷区の三軒茶屋 です。戦争では、 家の近くに焼い弾が' iaちたり

して周囲は焼け の原になりました 。 もともと私は東京大学に行くつ

もりだ ったのですが、大正の関東大浜災があり、東京は恐いという

ことで、京都大学に志望を変えたこともあ ったので、まさか東京大空

襲に逢うはめになるとは思 ってもいませんでした 。

戦後の時代

1947年、 美術研究所 ( 後の東京国立文化財研究所) に転任し、そ

の翌年に 「奈良時代寺院の研究」 を出版しました 。 これは、大和国

で奈良時代にあ ったことが確認される約80ヶ寺 ( 七大寺を除< ) を

正倉院文書など、なるべく古い資料により整理したものです。20余

年にわたり読書の聞につく っていた ノー トがあ ったおかげて。す。

昭和34年に京都大学へ号| っ張 られます。

「君が京都に来ないと、建築史の講座が廃止にな ってしま うよ」

とくどかれましてね。村田治郎博士の後を承けて建築史の講座を担

任するこ とになりました 。

昭和43年に 定年退官するまで 9 年間、京都大学で研究 ・教育にあ

たります。西山、棚橋、横尾、前田先生等とご一緒でした 。ちょう

ど大学紛争の始まる直前に大学を辞したことになります。

埋蔵文化財センターへ

京都大学 を退官してか らは、平安博物館、西日本工業大学 、竜谷

大学 などの教授とし て教育 ・研究にあた ってきましたが、それも平

成元年までのことで、現在は第一線からは退いています。今は、京

都府のきもいりで昭和56年からつとめている当センターの迎事長の

仕事だけをや っています。

趣味など

趣味とい っても、とくにないのですが、日本大学出身の小沢 さん

に勧められて日本中の建築写真の撮影旅行をや っています。子供の

頃か ら、人の読めないも の を読むのがとても好きです。i英文もそう

い うことで中学時代か ら東京大学の服部卯之吉教授の講義録 を本屋

か ら取り寄せて勉強したりもしました 。漢文をや っていたか ら英語

も苦にならなか ったわけですね。 ドイツ語やフランス語もやりまし

た。今でもシェークスピア の戯曲も原文で簡単に読みますね。ゲー

テ全集も読んだりします。

後箪に一言

武田五一先生が言われた「君達は、ビルダーになるな。アー キテ

クチ ャーになれ、建築家になれ」 という 言葉が印象に残 っています。

しかし、私はその教えを守れず学術論文ばかり書いてきました 。歴

史的資料に取り組むH寺は、 長文の資料でも面倒くさが らずに 筆写 し、

よく監理し、そ の うえで比較検討し 何か結論をひきだせるかどう

か考える 。失敗したら、また別な考え方をしてみればよい。一つの

問題を解決し得れば一安心である 。 しかし次の難問がひかえ ている 。

いつまでた っても終点に達することができない 。学問とい うものは

そういうものだと思います。

文責・増j刻昌利( 編集委員/ 神戸市住宅供給公社) 、協力・川端安幸( 兵庫県 都市住宅部)

参与文献 建築雑誌Vo1. 95， No.l l68 ( 1980 ，8)  
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新建材紹介コーナー( PR)

デュコロン 私鉱山玲拙崎中)

コユ-l.J:.，ステh

建築塗料部

- コ ン ク リ ー ト の素 材J惑を 生 か し た 仕 上げ が 可 能 で す 0

・ 過 酷 な 環 境か ら コ ン ク リ ー ト を 保護 します。

・ 新 た な意 匠 も 可能 で す。

1 はじ め に 防止機能の特殊反応性ンラン系化合物 ( デュフロ

ンプーレガード) を、濡れ色防止機能に、 フ y 素

コンクリート打放し仕上げは、石材に変わる仕 樹脂用下塗り塗料( デュフ ロンプーレコー ト) を 、

上げとして 1900年前期に、ヨーロ ッパで広まりま 中塗りに下地保議、意匠性を付与する ( テ' ュフ ロ

した。日本では、 1950年頃より表現の上での面白 ンプーレク リヤ一、カラークリヤ一、パール ク り

さだけでなく最I j 落の可能性のある貼りタイルにか ヤ一、スパーククリヤー) 、上塗りに艶有 ~艶消迄

わる仕上材として第 l 次ブームを作りましたが予 光 沢を自在にコン トロールするプーレクリヤー を

恕以上に早い劣化 によ って低迷を続けましたが、 塗装するコンクリー トの生地 を生かした新コーテ

近年施工材料、施工方法の改善によって第 2 次コ イングシステムです。

ンク リート打放し仕上げブームをむかえています。 コンクリート打放し仕上げは、使用する型枠、

コンク リート生地仕上げは、従来透明塗料によ パネルの種類で綴々なテクスチャーが得られます。

る仕上げのものと、按水斉IJ を塗布した仕上げによ コンクリート のもつ素材感を生かした精度の高い

るもの とがあります。 しかし、前者は、表面 が「濡 仕上げて¥ 表情は、一見荒々しく 、重厚感にあふ

れ色」となって黒ずみ、後者は耐久性に劣るため れる幽玄な美しさ を持 っており 「テ. : L フロンプー

にメンテナンス期間が短かいとい う難点がそれぞ レシステム 」 によ って 、マ ッ ト (艶消) 、パール、

れあり 、これ らの点についての解決が要望されて スパーク調と新たな意匠展開が可能となり、建築

いました。 家の長年 の夢が笑現されます。

2.デュフ ロンプーレ システム とは 3 デユ フロ ンプーレの特長

コンク リートの質感を生か し、「漏れ 色」を防止 (1)コン ク リー トの素材感を生かした仕上げが可

します。下地処理に は、按水、吸水防止、中性化 能で す。

- 濡れ色回避手段モデル セメント ・砂/ 樹脂
- 標準塗装仕機

光散乱iil 小

!日 っ' f い

工桜 塗 料 r，

ｾｾＴ ・伽
a. ，ペィコト

①素材の濡れ肌が防止 でき、生I也の素材感を

長期に維持します。

②吸い込みムラがおさえられますので美しい

仕上りが得 られます。

③艶あり仕上げか ら艶消し仕上げ (' 7 "/ ト)

迄、ツヤをコン トロ ールできますので自由

に選べま す。

(2)過酷な環境からコンク リー トを長期間保護し

ます。

①フッ素樹脂塗料を用いていますの で耐候性

に優れています。

②吸水防止、中性化防止機能に優れています。

③級密な塗膜を形成し、耐汚染性に 優れてい

ます。

(3)新 たな意匠も可能です。

①カラーク リヤー の他、 パール、スパーク調

など新規意匠性顔料によ って新たな意匠が

得られます。

②コンクリート以外の無機素 材にも適用でき、

素材のもつ質感、テクスチャーを生かす仕

上げが得 られます。

(AEJ 十時号 プ レ F )

E回t 数t)  標雄塗付量 ずfj 帯、:斉tJ
強裟un隔 塗装方法

(20'C )  

素地調繁

汚れ 、ほこりなど付着物を 除去し 、乾燥した Il 'ii 争な前とします。

型 irff:

佐子によ る樹脂

佼透の制御

粒子による光

散乱iit の制御

粒子径が大きい

と隙聞から首H旨

が授透する

区三日

予測される問題

粒子数が少ない 粒子の屈折率が 粒 子 の 屈 折 率 が

と樹脂の授透が大きいと光散乱小さいと光散乱

多〈、粒子の光 iii が多過 ぎる 1;1が少ない

散畳が少ない

匡三日 巨三E l [ ! 三日

24 闘 と社会/ 1蜘 年 11 11' ;'

(一般的下地調箆材による補修やサ ンダーがけは i阜>>IJ としてできません)

11

1富 木

デュ 7 ロンプーレガード 1  0. 16- 0.20 

18時Ill J ロー 7 一

処 理 以上 スプレー

デュ 7 ロノ

4P初日l エアー

2 下塗リ テュ 7 ロンプーレコート 1  0. 12- 0.15  ンンナー

以上 スプレー

(30- 40指)

T ュ7 ロノプーレ 7 リヤー
デュ 7 ロン

16時間 エアー

3 中塗t) 1  0. 10- 0.12 ンノナー

以上 スプレー
Tュ7ロノプーレカ ]-7t) ヤー

(30- 40%) 

デュ 7 ロン

エアー

4 上塗り T ュ7 ロンプーレクリヤー l  0. 10- 0. 12  y ンナー

(30- 40%) 

スプレー

(1)プーレコートは一時に厚〈 付けず、一回スプレ ー後、 素地へのなじみ具合を見

ながら塗り重ねを進めて、目莫厚がｬＧ ｾｊＭ になるよう 主 ｩｬ 付してください 。

(2)プーレクリヤーの像装に |剥しても プーレ コートと問機、 紫地へのなじみ具合を

見なが ら主主付して ください。

(3)スポッ ト補修は、色む らやオーパ スプ レーによる艶む らを おこします。足場

カゲなどf与に¥inましてくださし、。

(4)"7 ット( 舵消し ) 、ノマーノレ、スパ ク剥仕上げに つい ては事前にお問い合わせ 〈

ださい。
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1 はじめに

膨大な数の鋼構造物及び本件|四 国連絡橋などの

大型構造物の維持管理は現在重要な課題であり、

この意味で塗替補修塗料は今後益々重要視されて

いる。

塗替補修には新設時とは異なる条件が存在する

ので、塗替用塗料には単なる塗膜耐久性だけでは

ない固有の機能が要求される。

ここでは、エポ キシ樹脂系皇室替用さび止め塗料

と大型屋根塗替用特殊アクリル樹脂塗料に関連し

て塗替用塗料に必要な機能について述べ、これら

の機能 を持 った塗料の紹介をする 。

2 塗替用さぴ止め塗料に必要な機能

主主替塗装施工時には、新設施工時と異な り色々

の制約条件がある。工程期間、費用、粉盤、騒音

などの制約が塗替塗装施工にはある ので、素地調

整が不充分な場合が多〈 、下地と して、きぴ層が

存在する低ケレ ン商や、活膜では あるが付着性の

低下した旧塗膜が存在する。これ ら下地への適応

性を含め塗替用さぴ止め塗料に要求される代表的

機能は次の様なものである。

一代表的機能ー

(1)旧塗膜 (活膜) 面に 塗装しても、 旧塗膜の素

地付着性を低下させることがな いこと 。 また

凝集力の小さいさび層の上に塗装 しても、さ

びを抱いて剥がれないこと

(2) 低ケ レン面に対する防食性が優れていること

(3)上塗塗料に悪影響を与えないこと

(4) 塗膜耐久性に優れていること

この上塗としては 、ウ レタン 、 フ γ ソ、 シ リコ (4)温度変化が大きな被塗物に塗装するので膨張

ンを 始め塩ビ、アクリル、 フタル畿などの各種塗 収縮に追随す る可侵性、付着性を持つ こ と

料が塗装可能です。 (5)凹凸の多い 被塗物に塗装するのて'厚膜性に i憂

(1) 塗替時、旧塗膜をリフテ ィングさ せに くい れること

塗替塗装H寺に旧塗膜のリフテイング現象が (6)乾燥が速く 、降雨や結箆で変色しないこと

起きることがよくある 。こ れは旧塗膜に塗替 (7)ー液型で作業性の良い こと

塗料を 塗重ねると、旧塗1院は 塗替塗料 の溶斉IJ

によ って膨澗し、付着力が低下する、こ の時、 5 ニッペヤネガードの性能

塗替塗料は洛斉IJ蒸発により肢が収縮し内部応

力が発生する、この内部応力が| 日塗膜の付着 長期防錆性を要する大型銅製屋根の塗替え には

カよりも大きいと素地からの最IJ 離が起きる現 従来アルキ ッ ド樹脂塗料、アスフアルト系塗料な

象である 。ハ イポン 20デ クロは乾燥時に発生 どが使用されて きた。

する応力 ( ひずみ) を 従来のエポキン樹脆塗 これら の塗料には、塗 り回数が多い、色相に 制

料の1/3にすることによ ってリフテイング現象 約がある、汚れ易い、取級いがむずかしいなど、

を大幅に少なくした。 それぞれ難点があ った。

(2)塗替後経時での旧塗膜を引 き起 こしに くい 今回ご紹介 します特殊アク リル街脂塗料「ニ ン

暴露環境下にある鋼構造物では、被塗物と ペヤネガード 」は 、これ らの問題点 を解決した函

塗膜との温度変化 による膨張収縮の程度の差 期的な塗料で¥ 防錆性、耐候性と 美観 ・塗装作業

によ って発生する応力によ って、経時で素地 に優れている 。

面か らの幸可能、クラ y クなどとして現れる 。 (1)特殊防錆顔料と厚膜性により優れた防錆性 を

この応力は塗膜のヤ ング率に 比例する がハイ 持つ。更に、さびの発生の多い場合にはハイ

ポン 20デクロはヤン グ率を 通常のエポキ シ塗 ポン 20デ クロと の組み合わせて¥より高度な

膜の半分以下にすることにより、応力を 小 さ 防錆性 を持つ。

くし、旧塗膜を 引き起こ しにくくした。 (2)特殊ア クリル樹脂の使用により高度な耐候性

(3) 高度な防錆性を持つ を持ち、かつ、色仕上げが可能である 。

下地処理が不充分であるさび残存層は塩素 (3)塗膜伸び率が20% もあるので、充分な付着カ

イオンなどの腐食性イオ ンが含 まれており、 と熱変形追随性を持つ。

かつ、凝集カが弱い状態にな っている。 (4) 厚膜性と速乾性により、エアレススプレーま

ハイポン 20デクロはイオ ン交換休防錆斉IJで たはローラ ー塗装により乾燥膜厚 150μ が可能

腐食性イオ ンを固定化 するとともに、内部応 であり、翌日その上を歩行可能である 。

力が小さいのできび層を引 き起こさないので (5)ー液型 で塗料用 シン ナー可溶なので作業性が

優秀なさび商適性を持 って いる。 良好でレある 。

以上のような種々の特徴を持 ったニ ッペヤネガ

ードは従来行われているアクリル系やアスフアル

ト系の屋根用塗料 と比較し ても 優れた 性能 を持 っ

ている。 ( 図ー 1 )  

3 ハイポン 20デクロの性能 4.大型屋根塗替用塗料に必要な機能

ノ、イポン 20デ クロは、従来のエポキ ン塗料てがは (1) 優れた防錆性を持つこと

笑現できなか った旧塗膜への塗替適性を大き く向 (2)高度な耐候性を持つこと

上させた新規きび止塗料です。 ( 表ー 1 )  (3)色仕上げが可能であること

( 松村勝実/ 建材委員)

表- 1 物性値比較 耐汚染性

F 一一~ど!随

従来系のエポキ
ハイポノ207 7ロ

y  主主料

T g( ' C)  65 29 

ヤン グ率 ( kg/cm') 4. 2 X  10
4  

1. 5X  10
4  

抗張力 ( kg/ cm') 320 230 

f申び率( %) 1. 2  7. 5 

ｔｧ 以 下 の 線膨 Ｇｪｬ ｾ 係数 3. 5 X  10- '  4. 4 X  10-'  I  

6熱0・応C 一力一(→k2g0/・ccd ) ・1l  41 8  

主主り冷重( x熱ね3・2)
紫1也 破 断 紫I也{ 政断

一試一験→ Oリ)イ後クJ レ
100%  20% 以下

、 E ' 6 α . 6 t

・1) p = 一 一- -，一ーより算出

i  一一 ν

・ Ｒ Ｉ 旧塗膜 ， フタル鮫 樹脂系 塗膜Ｈ付ｾ ｊＲ Ｐｫｧ Ｏ cm'  )  

旧塗膜菌への影響

古い主主膝は経時により 、紫地へのやJ'i1' i 力が低下し て

いるので、その上に 塗装した場合を図で比較すると

塗膜層が硬化や温度変

化で収縮して旧盆膜層

を引き起こし、腐食が

進行する 。

層膜
品

開

い

旧

な

、

で

さ

‘
、

ー

鰍

紅

J

-

力

主

、

装

引

塗

を

一一一一一 ニy ベヤネガード

旧主主膜との付着性 ... ー…アクリル系

一一一一一一アスフア ルト果

図- 1 防鋳型屋根周 塗料の性能 従来のヱポキシプヲイ 7 ー ハイポン20デクロ
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天保山ハ- j } :ーヒ" レッジ( 海遊館+マーケットプレース)

講演と見学の会

レポート

9 月25 日月服目、 14 :00より天保 山ハーパービレ モンタレーの三つの水族館が面白く、印象に銭 っ

y ジ ・オーディト リアムに、企画者として大阪ウ たそうである 。 そして、その前二者の企画、設計

ォーターフロント開発常務取締役 ・森日 l啓介氏、 が、ケンブリ y ジ ・セブン ・アソシエーツ( 以下

設計者として環境開発研究所専門課長の杉本正 ｾＡｮ C.7.A と略記) であることを匁l り、ぜひ提案を受

氏を講師として迎え 、天保 山ノ、ーパービレ ッジの けたいとの意向を持たれたとのことである 。

企画から設計、建設に至るプロセスとその地設内 1987年、 10月に C.7.Aーに現地をみてもらい、従

容を聞く成政会、引き続き海遊館パ y クスペース 笑を受けるに当たり、氏は 3 項目の条件をつけら

の見学および入館自由見学をする会を開催した 。 れた 。一つは、; 角、が悲しそうな阪で泳いでいるよ

当日は小同校僚にもかかわらず 226名の参加者 うな水族館では困ること、二つめは、氏自身がみ

を得て非常に雌況なものとなり、この施設、また たいという意味で、大きな魚 ( あるいは動物) が

ウォーターフロントへの関心の深さがうかがわれ ゆっく り動いている様が鑑賞でき、郎会と異質な

た。 世界が体験できること、そして結後に、大阪とい

るという明快なものであり、建物の形態も、海か

らの長観を考えたユ ニークなもので、大変気に入

っ たとのことである 。 が 、 建設 Ｑｾ は切 リ つめても

予ー外の 1. 51音にのぼるものとなり 、事業収支を、当

初入館者数を 120万人/ 年で考えていたものを 180

万人/ 年に修正しなければならず、提案線用には

たいへんな勇気が必要であったと話された 。

人、人、人の海遊館

本年、 7 月20 日にオープンしてから 、 9 月25 日

現住で入館者は 148万人に達しており、予想以上

の成功を収めている 。 また夏休み中の他の水族館

う立地上、太平洋をテー" 7 ( こしたものであること 。 との比較でも、葛西の東京水族園が19 ，000人/ 目、

フ口テユース、 これらの要望を受けて、 6 週間後の 12月12 日に、 iJ1l袋水族図が10 ，000人/ 目、鳥羽 8 ，000人/ 日に

大阪ウォーターフロント 開発常務取締役

森田 啓介氏

ボストンでプレゼンテーシ ョンを受'けた提案が、

Jjt 花ほぼそのままの形で笑現しているとのことで

ある 。

“ リ ン グ ・オ ブ ・フ ァ イ ヤ 一 "

大阪市てι11市計画等の行政に携わ った森旺i氏は、

4 年ほど前から、当時まだ倉庫上屋ばかりであ っ

た天保山開発を目白ヲとし 、フィージピリティ ・ス

タディを始められ、 3 年前に大阪ウォーターフロ

ント 開発附 という第 3 セクターの新会社の'1;: ，秘に

就任され、企画および民間27社と大阪市と の取 り

まとめ役、推進役としてご苦労されてきた 。

C. 7.A. への3項目の提示

水族自立を企画するに当たり園 内の施設を 比ザし

たが、ご自身がみて 、面白く楽しいと思われるも

のは皆無だった 。次に行ったアメリカ、カナダの

水族館の祝祭では、特に ボストン、ポルチモア、

26 建築と社会/ 1990年 11月号

提案を口〈テ- " 7 は、. リ ング ・オプ ・ファイヤ

( 環太平洋火山手f i - ) である 。展示のh完成は、

大平洋にみたてた大水僧 ( 深さ 9 m、5400 トン)

を中心に、周囲に 13の水僧を自己し、 日本の森、ア

リューシャン列島、モンタレー湾、ケルプ ( こん

ぷ) の森 、エクアドルの熱情的林、 パナ マ湾、チ

リの岩礁J也;i=W，、lお僅の 11ft 、ク ック海峡、タス 7 ン

iN，_ グレートバリアリーフなどの自然を 、そこに

怯む生物とともに再現するものである 。入場者の

動線も、エスカレーターて寸i止上部まてがり、大水

燃のまわりをらせん状に降りながら各深さでの魚、

の生態がみられるとともに、周辺の水徳もみられ

対して、 26 ，000人/ 日とな っている 。

アンケートでは 、約5 0 %の人が 「もう一度来た

い」、 2 5 %の人が「もう一度ヨ!とても良い」との回答

であり、リピーターもかな り!tIH寺できるのではな

いかと思われる 。ただ暑い屋外で並んで待たされ

る、人が多〈水槽がよくみえない等の苦悩もあり、

改善策を考えているとのことである 。

毎日 がフ工ステ ィパル

商業施設として併設されている? ーケ ッ トプレ

ースも、 C.7.A. と環境開発研究所 ( 以下、 E.D.R.

と略記) が起用されている 。 またコンサルタント

デベロ ンパーとして 、ボストン 、ポルチモアなど

のウォーターフロント 開発に多くの笑紛があるジ

ェームズ ・W. ラウス氏の率いるエンタープライ

ズデベロ ップメントカンパニーの参画を得て 、フ

ェスティパル ・マーケ y ト刊をコンセプトとする



新しいタイプの商業施設とし、世界の浴をテー?

にした 10のレストラン、 13のファーストフード脂、

ディスコなど 3 庖のナイトクラブを配している 。 . ' ) ピーターを取るための今後の課題として何か

またフア ツンヨン性の高い 、リ ゾート気分にあふ 考えられていますか。

れた各国の雑貨、衣料品を中心とした物II反応も 53 一 一森田常務 待ち時間に長い亨11 を作らなくても

庖を集めており、高収益を上げている 。月 ・坪当 よいように入館時間を指定した、待ち時間切符11，11

たりの売上高では、銀座庖の 2 倍以上の衣料IRa屈 を導入したい。 その他の企画も考えているが、今

もあるとのことである 。 のと ころ公表でき ない。

ファックスとパソコン、飛行機による協働

森田氏は、 1987年 10月の時点て C. 7 .A. を起用

するに当た って、彼らから出された問題点が二つ

あると語った 。一つは 、あまりにも スケジュール

がタイトである点、もう一つは設計料が安すぎる

という点であった 。 これ らを 解決するための窮余

の策として、基本設計のア イデアは C .7.A に提案

してもらい、実施レベルの設計については、プロ

ダクトデザイン、工催、コスト管理に優れた日本

の設計事務所と協働しても らうという方法を取 っ

たが、結果としてたいへん うま くい った。今や、

何か新しいことをやろうと思えば、 一 人の才能だ

けではどうにもな らないし、また 国内、国外 を問

わず、ふさわしい人々を集め、最適と思われるチ

ームを作ることが重要であると強調された 。当初

心配されたコ ミュ ニケーシ ョン 不足も、 「ファ ック

スとパソコン、飛行e 機」がこれを解消してくれた 。

3 年弱て¥この大規模かつ技術レベルの高い，地

物の企画、設計、建設をなしとげるために、関係

したすべての人々に、持てる力を出し切 って燃焼

してもらったと氏は語った 。 そして 、そ のように

コーデ ィネートするのが氏の最大の仕事であ った

と述べられた 。

設 計

環境開発研究所専門課長

杉 本 正顕氏

杉本氏は 、C .7.A. との協働設計者としての立場

から、 1) 海遊館の設計コ ンセプト、 2)水族館とし

て獅遊館は何が世界最大級なのか、またそれをさ

さえている技術、 3) 海外設計事務所との協働体制

という 3 点について 、スライドを使いながら訴さ

れた 。

設計コンセブ 卜と海外事務所との協働

森田常務が話されたように、企画コ ンセプト 、

基本設計を C.7.A. に依頼したわけであるが、ピー

ター ・シャ 7 イエフ氏らが敷地調査のために来日

されたのが1987年の 10月末、ボスト ンでプレゼン

テーションが行われたのがその年の 12月12 日で、

約 6 週間で基本設計をまとめ上げたことになる 。

企画を提案したフランク ・ザレ ンパ氏は帰国す る

飛 行 機 の 中 て リ ン グ ・オプ ・ファイヤー " とい

うコンセプトを思いついたと のことである が、展

示にも、 動線計画にもデザイン 、サイ ン百十固まで、

すべて こ のコンセプトが Ｑｾ かれているこ とが 、当

時のプレゼ資料のスライドで説明された 。杉本氏

はここで、多くの人々が長時間かけて一つのもの

- 第 3 セ クターで、多く の 人がかかわ ったと思 う

が、意思決定はどのように行われてきたのか。 鴎演会質疑風景

一一 森田常務 短期間で、特にテー ? のハ ッキリ 一一杉本課長 C .7 .A. が形、デザインから入り、

したものを作りあげるためには 、一 人の人聞がー すべてを割り切 っていくタイプの事務所ではなく、

ＱｾＮ して決断していくことが望ましい 。Ｈ 氏は天 皇 コンセプト、機能を重視するため、同じ土俵で話

でやる こと.. と比喰的に表現された ) 多くの意見 ができる 、よい関係ができ、安全、コスト 、工期

を取り入れていけば、角の取れた、スリ切れた答 につ いては、 E.D.R. がイニシアティプを取 った。

えとな ってい ったであ ろう 。 ただ本来は 飼育のプ ロであり責任者ーである館長が

・設計についてのイニンアティブはどこが取 って 決ま っていれば 、イニシアティブのあ り方はさ ら

いったのですか。 に l列目在にな ったのではないかと思われる 。

￲ 圭〉ふ￞Ｍ ￲ ￞Ｍ ￲ ￞Ｍ ￲ 主 ｾ￲ ￞Ｍ ￲ 主〉ふ￞Ｍ ￲ ￞Ｍ ￲ ￞Ｍふ￞Ｍ ￲ ￞Ｍ ￲ ￞Ｍ ￲ ￞Ｍふ主〉ふ￞Ｍ ￲ ￞Ｍふ主〉ふ￞Ｍ ￲ ￞Ｍふ￞Ｍ ￲ ￞Ｍふ￞Ｍ ￲ ￞Ｍふ￞Ｍ ￲ ￞Ｍ ￲ ￞Ｍ￲，￞Ｍ

ことがいか に重要かが強制 された 。 ただ、 C .7.A . ンl Ki些館など民間資本がレ ジャーランドの一 部と

の提案で与は床面積 12，000げの要求に対して 26 ，000 して設けたもの、そして 第四世代がウォーターフ

m' 、65億円の予算に対して 170億円に のぼるもの

であ り、帰 国してからの数ヵ月は、時差12時間 を

利用 して 、日米で12時間ずつ、 24時間連続の調盤

作業が行われ、朝、事務所に出勤すると 7 7 .;; ク

スが 5 、 6 i白人 っているという状態が続いたとの

ことである 。

こうして、 1988年 4 月に 最初 の杭が打たれた 。

ポルチモアは 1 / 2 の規模で 6 年、モンタレーも

60% の規模 で 8 年の年月 がかか っているわけであ

るが、海遊館は 3 年弱でできているこ とになる 。

何が世界最大級か 、それをささえる技術

ロン トなど者11市再開発の絞地設と なるも のである 。

この主な特徴は、単に水槽をみせる のではなく 、

エコロジカルに環境展示を行うというものである 。

ポルチモア、モンタレ一、そして海遊館などがこ

れに当たる 。 この: i i f K化につれて 、これを支える技

術も発達してきている 。 まず水槽の紫材も、汽卓

窓、スタイルのガラスから 、大型化するに つれ強化

ガラス 、アクリ 、そ して超大型ア 7 リへと変化し

てきている 。海遊館て' は水深も 9 mに及び、アタ

リの厚さは最大30cmにもな ってしゅ 。

次に、水槽が大型化し、奥行きが大きくなるに

つれ、透明 j支が要求され、水浄化設備も大き く発

杉本氏によれば、日本の水族館は歴史的にみて 達してきている 。第一、第二世代の循環ろ過から、

四つの世代 に分けられるとのことである 。昭和26

年 の博物館法の制定を境として、それ以前の観光

立地のものが第一 世代、それ以後の社会教育的な

意味あい の強い、公的機関が補 助金の助けて'作 っ

たも のが第二世・代、第三世代が鳥羽、サンシ ャイ

第三也: 代の圧力をかけた急速ろ過を経て、第 4 i廿

代では 、ノぐクテリアを使 ったバイオフィルタ一、

オゾンによるろ過などの複合技術が使われるよう

になり、ここでもライフ ・サポートシ ステ ム ( し.

S.S.) という体系を作っている 。

次に、展示が環涜展示という方向にい っている

ため、 J疑岩の重要性も高くな っており、環太平洋

の各地の岩を再現すべ〈 、現地で シ リコ ン型を 取

った G R C の擬岩が大量に使用されている 。 ここ

では高さ 16mに及ぶものま であるが、これはアメ

リカ、ラーソ ン社の特殊技術である 。 さらにカラ

スの空 ｼ首Ａ の 中 で、日本の森を再現するための空語ｾ，

日! 協調整、太平洋の深度を表現するための IIH明技

術など、 25社にのぼるコンサルタントおよびタレ

ントが関与し、工事の最終段階では、たいへん錯

綜し た状態にな ったとの ことである 。杉本氏はこ

れを 映画を作る のと同じプ ロセスと 表現された 。

災ーな った文化を持 った設計者同士が一つのもの

をまとめていく苦労については話の端々に感じら

れたが 、氏は最後に、兵文化に対して の姿勢とし

て、否定、防衛、政少化、受容、適応、統合とい

う段階があり、否定から統合 ( 文化の差異を認め

ながら一つのものとしていく段階) へと向かうに

は、経験と党醒と訓練が必要であると 話された 。

を作っていく場合、初期のコンセプトが. l ' l かれる 鶴演会後、大水槽を上から見学した ( 門川，育行/ 事集委員 ・竹中工務庖)
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建 築の 眼

新 し い 時 代 の 生 活 の た め に 新 し い 建 築 の 「 様 式 」 を f 、と 主 張 し な が ら 、20世 紀 の 近 代 建 築 運 動 を 推 進

し た 、 ル ・コ ル ビ ュ ジ エ が 、 そ の 晩 年 に は 、 生 と 死 を 考 え 、 つ い に 、 建 築 に お い て 、 「 思 考 」 以 外 は 、 な

に も の も 残 し 伝 え る こ と は か な わ な い 、 と 述 懐 し て い る 。 こ れ は 、 注 目 す べ き こ と で あ る 。

建 築 技 術 に は 、 日 々 の 進 歩 が あ ろ う 。 し か し 、 人 聞 の 生 活 に 関 わ る 限 り で の 建 築 が 進 歩 す る と 考 え る の

は 、一 つ の 見 方 に 過ぎなし、 。 諸芸術? の総合とか、錬金術的なテー? の発想や 、 教 会 堂 や 修 道 院 建 築 の 設

計 を 通 じ て 、 ル ・コ ル ビ ユ ジ エ が 得 た 、 超 越 的 な る も の へ の 関心 は 、 た び た び の 海外旅 行 、 な か ん ず く

イ ン ド 旅 行 な ど で 実 感 し た 、 生 命 的 な も の の 普 通 性 の 理 解 と 、 深 〈 結 び 付 い て い る よ う で あ る 。 そ こ に

は 、 西 欧 の 伝 統 的 な 進 化 的 歴 史 観 念 で は な く 、 生 命 に 本 質 的 な 「 循 環 史 観」 的 態 度 が 伺 わ れ る よ う に も

思える 。私 に は そ れ は 、 西 行 、 宗 祇 、 雪 舟、手IJ休 に 文 通 す る た だ 一 つ の 流 れ の 再 生 復 活 を 、 己 の 芸 術 の

本 質 と 感 じ た 芭 蕉 の 行 き 方 を 、 思 い 出 させる 。 完 成 を 予 想 し な い 「 忍 耐 強 い 探 求 」 と は 、 ル ・コルビ ユ

ジ エ の 座 右 銘 で も あ っ た 。世 紀 末 か ら 21世 紀 を 見 据 え る べ き 「 建 築 の 限 」 に 、 今 ま で に も 増 し て 、 強 い

H艮力が、問われている 。 ( K . K )

地球とやさしくっき合う

r; 記長環境」という専門用語をご存知でしょうか 。 こ こ で 正 直 に 告 白 す る の だ が 、 筆 者 は 関 西 学 研 都 市 に

係 わ る こ と に な る 昨 年 ま で 全 く 知 ら な か っ た。 近 年 、 都 市 化 が 進 む に つ れ て 舗 装 さ れ た 道 路 や 駐 車 場 が

増 え 、 ま た ; 建 築 物 の 屋 根 か ら 雨 水 桝 に 集 め ら れ た 雨 水 が 短 時 間 に 側 溝 や 下 水 道 を 通 し て 河 川 に 放 流 さ れ

るため、ちょ っ と 強 い 雨 が 降 る と 側 溝 が あ ふ れ た り 、 河 川 |が驚くほとご増水するという事態は日頃私 達が

よ く 見 聞 き し て い る と こ ろ で あ る 。

7. K 文環境の保全とは、地域に降 った 雨 を 地 下 水 と し て 酒 養 し 、 そ の 後 河 川に 戻 す と い う 自 然 に 近 い 水 循

環 を 取 り 戻 す こ と で あ る 。具 体的 に は 、 道 路 、 駐 車 場 、 屋 根 と い っ た不浸透域に降った雨水を集水し、

地 下 に 浸 透 さ せ る 施 設 一 雨水 浸 透;焔 設ーを 導入し、雨水の流出 tflll 側、地下水の極養 、河 川 流 訟 の 安 定 な ど

を 犯 う の で あ る 。 京 都 府 で は 「対観要綱」とリ ン クさせて 「水 文 環 境 設 計 指 針」を設け 、研究 所 な ど 学 研 施 設

が 立 地 す る 地 域 に お い て 、 透 水 性 舗 装 、 浸 透 ト レ ン チ 、 浸 透 桝 等 の 設 置 を 義 務 付 け て い る 。 専 門 家 に よ

る と 、 間 水 の 流 出 tfll 制 効 果 は 計 量 で き る ほ ど の も の で は な い ら し い が 、 水 文 環 境 の 保 全 と い う 思 想 、 は 水

資 源 の 極 養 だ け で な く 都 市 環 境 の 保 全 と い う 観 点 か ら も 、 も っ と 評 価 さ れ る べ き で は な い か と 思 う 。 こ

れ は 、 水 を 通 し て 地 球 と や さ し く つ き 合 う 方 法 論 で も あ る 。 ( H. B )  

労働 は悪 か

通 り が か り の 子 づ れ の 婦 人 が 、 作 業 服 の 現 場 員 を 指 さ し て 、 「あ ん た も 勉 強 し な か っ た ら 、 あ の お じ さ ん

み た い に な る よ 」と子供にいいきかせていた、という話を閉し、た 。 指 さ さ れ た 人 は ち な み に 東 大 出 で あっ

たという 。 で き す ぎ の ブ ラ ッ ク ユ ー モ ア で あ る 。

3  K などいわれて建設業は人気がなし、 。職 方 な ど そ の う ち に 枯 渇 す る の で は な い か と 、 本 気 で 心 配 で あ

る。 か た や 注 文 ば か り 多 く て 、 業 界 の 人 手 不 足 は 深 刻l でかな りの 重 症 で あ る 。

考 え て み れ ば 、 わ が 国 で は 戦 後 ノ マラ タ イ ス を タ み て 、働く ことは 即 ち 苦 て ¥ 労 働 は 悪 で あ る と い う 風 潮

を み ん な で つ く り だ し て き た と 思 う 。 仕 事 や 労 働 が 尊 敬 さ れ る よ う な 論 調 を 絶 え て 聞 く こ と が な い 。「 文

化 」とか 「創造」とかいうことばかりが、 声 高 に IUれまれるが、あま り健康 な こ と は い え な い と 思 う 。 西 岡 大

工 に 文化 勲 章 ぐ ら い さ し あ げ て は ど う か 。 古 来 、 労fωj を と も な わ な い 創 造 な と 、 あ る わ け が な い の で あ

る。 も の っ く り の 手 こ た え と 喜 び を 回 復 し な い |以 り 、 建 築 は だ ん だ ん 駄 目 に な る し 、 我 が 国 も 駄 目 に ら

る。「文 化」は単に 言 葉 に な り さ が る の で あ る 。 ( K . K )  

車 と社会ーその 5 一

地 の 造 成 か ら 手 が け る 戸 建 住 宅 の 街 並 み づ く り も 大 変 革日しくな っ て き た 。 一 区 画 の 敷 地 の 面 積 は 60坪

を 中 心 と し て 前 後 す る が 、 こ れ も い前 θ の 方 に 傾 き つ つ あ る。 道 路 比率 に 対 し て 少 し で も 専 有 敷 地 面 積 率

を上. げようとすれば道路に面する敷地 の 間 口 が 狭 く な り 、 た て 長 の 区 画 割 に な る 。

一 方 、 街 区 内 の こ の 道 路 は 、 適 当 に カ ー ブ を つ け 、 車 に 対 し て は 徐 行 を 求 め 、 景 観 と し て 家 並 み の リ ズ

ム感を狙う 。 こ の カ ー ブ に 添 っ て 各 戸 の 塀 や 他 殺 が 速 な って 見 え る が 、 夫 々 の 門 や 車 庫 が こ れ を 分 断 す

る。 敷 地 問 口 の 減 少 に 伴 い 率 Ji l1によ っ て分断される比率が地' えてきた 。 敷地は狭くなってし、くが家の方

は 年 々 床 面 梢 が 増 え て お り 、 時 に は け ん ぺ い 率 オ ー バ ー で オ ー プ ン ガ レ ー ジ に な ら さ る を 得 な い の だ が 、

戸 建 の 住 民 達 に と っ て屋根の無い車庫なとお l耐えられなし、 。 景 観 上 の 理 由 で オ ー プ ン ガ レ ー ジ を 協 定 と し

た あ る ニ ュー タ ウ ン で は 住 民 遠 の 総 意 で 簡 単 に く つ が え さ れ て い る 。 夫 々 に 設 置 さ れ た 既 成 品 の 車 庫 に

れ も 未 だ 美 し い も の に お 目 に か か っ た こ と が 無 い が ) は 、 門 や 塀 や 植 栽 に か け ら れ た 設 計 エ ネ ル ギ ー な ど

全く 無 枕 さ れ る ほ ど の 似 響 力をも っ て 通 り の 対1院 を 新 た に 表 現 し は じ め る 。 戸 建 住 宅 街 の 対 鋭づく りに

中 ｊ 車 を ｺ 隆枕しては』 三 ｉ ｉ ｊＡｾによ っ てしっぺ返しをされる 。 Ｈ ｣Ｎｹ Ｉ



特 集 . 第3 7回 青 年 技 術 者

選術委員長 溝 神 宏 至 朗

建築界がまれにみる活況を呈している中で、第37回の青年伎術者選衡を迎えた 。応募状況に際

立った変化はみられなかったが 、応 -tisの資料は、数多くの青年妓術者が建築のあらゆる分野で

研鈴を重ね、大きな実申立を上げつつあることを感じさせてくれるに十分な内容のものであ った。

応募者の多くが大明プロジェクトや高度な技や ｉＺￏ ｉ ｾ 日発に参回していて、その仕事で何た成採Ｚを中

心に問いかけている のだが、設計、設備i 、百j -j 函の音11門で応券者向身の姿が鮮明に見えてこない

というケースが見受けられた 。 成果: は大小にかかわらずチームワークの結果であるとはいえ、

人を顕彰するための選衡に対しては、チ ームの 中で の 自分の役; ヰ1) や巧ーえ方をも っと明石首:に打ち

出す必要があるのではないだろうか 。 なかでも多くの専門分野が参画する計画の部門では必要

なことであり、 191) えば、プロジェクトの組織構成を明記するなどの工夫がほしいところである 。

この顕彰は干1・年技術者の励みになり、その技術に磨きをかける良い刺激にな ってきた 。 それだ

けに選衡は厳しいものにならざるをえないが、今後も多数の応募が待られることを期待したい 。

応募の状況と選衡の結果は、次のとお りである 。

青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 総 評

L

l

一

勺
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q
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Z一
世
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つゐ

1

1

苦11 門

応募者

入選者

設計部門 : 組織内での個人のかかわり方が資料では不明確ながら、比較的小規模な作品をみる

ことによ って忽像をたくましくし、建築に対する思い入れ、取り組み方の真面目さ等を対象に

して選ばざるを得なか った。 また 、作品よりもそれにかかわ った技術者の可能性に重点を置く

顕彰の性格上、複合施設における都市への配慮、施設相互間への整合性等で今後に期待される

人々をも対象とした 。全体的印象としては、作品の良さ、密度の点でさらなる奮起を期待する 。

構造部門 : 建築の快適性、経済性の要求を構造的に j適応させ、解決していくための一つの手段

として、無住空間、無梁床構造を朋いて対処していく千法には見るべきものがある 。 しかし、

隣造計画全体 ( i耐浜計画、基礎計画等 ) についてどのように巧えたか、( 91) えば、ジオ W"也公園

1 、 2 番館の附造計画 ( 1 階部分、梁間方向の耐震計画等 ) について、構造技術者としての考

え方が明記されておらず、床椛造にのみ集中しているきらいがある 。全体的構造計画との| 具) - i i l i

の中で、どのように解決したかについての考えが不足していることは残念、である 。今後、この

商よりの追究をさらに進められることを希望する 。

設備部門 : 応捗作品 3 件ともに桁抗した内容であった 。 この中で M氏の開発された設備施工管

理支援システムの内容は、この情報化H寺代において高〈評価li されるものである 。特に各システ

ム間のテータ ・インターフェ イスやテ ー タベースへの展 開は今後の設備設計に対する省力化と

高品質化に寄与するものであり、巨大化 ・絞純化するシステムの笑用化に対する努力を評価し

た。今後、新しい分野での活躍が期待できる青年技術者である 。

施工部門 K "君 - 3 K 、 6 K  環境に対する視覚的改善が進められているが、休日確保のための

工期短縮といった直接的生産性対策( 全天候作業) は初めて 。標準的規桜の工事でこれに挑戦、

原点に 11良をつけた姿勢を評価。Si君一木造特殊構造 、素材のもつ担ff しさを笑験を通して克服。

アプローチの方法も良〈、新しい可能性を| 剥いた 。YA君 ーディテールが気になる住宅建築に、

継続的に情熱をも って取り組み、忘れられかけている 「ワザ」 ともいうべきものを追求する姿

に感動。

計画部門 : 選考対象になった 作 品 ・業績は、 3 つの集合住宅にかかわるプロジェクトである。

プ ロジェクト の推進に当 た って、いわば施主の立場からの企画 ・構想を担当したものであるが、

特に、それぞれの地域特性を生かした集合住宅地の環境形成のためのコンセプトづくりに終始

一 目して取り組んできたことが評価された 。計画部門は、企画 . fjW恕段階のみで評価liされるも

のではないが、実施のための計画 ・設計との有機的連携を含めた今後の展開が期待される 。

その他部門 : 急速に普及しつつある C A D も、システムそのものや使いやすきの上ではまだま

だ改良の余地が多い 。 K i 君は自社保有のシステムに数々の改良を加え、新たな| 井j発に取り組み、

日常業務の中で C A D活用の l隔と奥行きを拡げた 。Fu君はタイ ル;月1) 付作業の図面化をテーマに 、

これまで作図機能の域を出なか ったC A D活用の領域を、技術者が考える書1) 付作業そのものま

で拡げ、' ，111) 1 ' ) 作業システムを - i t 化した 。ふたりの成果は大きい 。
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第 37回青年設術者週刊町委員

構 争11 宏 "E即i

( 安 J!'t ll 築.世，:1"' 1'務所常務取締役k 阪 J¥務所所 l是)

谷 淳之介

Ｈ ｾ｛畑挫築 ｉ ｉ ｾ 務所設， ＱＱ 郎氏 ｽ

中Oi 1J 1m 彦

( 中山簡彦挫築事務所所長 )

藤 E l l i'1l 11自

(1m市問回経常研究所 ft J < 取締役)

安 悶 仕 作

{ 神戸 k: i' '''' 師 )

ｦＯｾ＠ 6.J ) ' 1¥夫

{ 日也設計k 阪第二 '1¥務所情治部長)

八 尾 点 太 郎

( 1閣内太' 下教授 )

11 上 良 J ! IJ

{ 竹中工窃rei 設計部刷郎氏 )

中 元 三 日11

( 't: JHll 築設計 l' 務所情報 y ステム郎副部長 )

{車 j j( . j 童文

Ｈ 鹿 ｾ Ｎ｜ ｩｬｬ 設 ｫ 阪支 Ｇ ｾｩ 両 ｉｊ . 1町長 )

藤 井 不 安

( ) <: 林組本日i U築工務部 E務ぷ長 )

椿

山



京 都 外 国 語 大 学 古 川 橋 駅 北 ペ ア ビ ル

大 鵬 薬 品 工 業 掛 飯 能 セ ン タ ー(上) 大 塚 製 薬 働 大 津 研 究 所(下)
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菅 野 忠 司

昭和32年 11 H  13日誕生

日目初57年 早稲凶大学大学院建設工学料修

七課f' i 修了

ｉｉｻｾ 和 ＵＷ 年 鹿島主主設建築設計部入社

昭和61年 鹿山雄投大阪支I自建築設計部

・主作品経舵

昭和61年 内川橋駅北ペアピノレ

1I{.j 和63年 ，;，f，11外国語大学

平 成 2
1
1' 大鵬集品工業側飯能センタ一

平 成 2 年 大塚製薬( 附大津研究所

・受賞膝

日 ｾｦｴ ｊ ＵＵ 年 DAS 1，} 日学生デザイン世金町卵賞受賞

判 nm大"i-羽田"性E華全町受賞

日明利56年 、明日目J Kl ' シト野符芸帯百質畳賞

昭如61年 部 21耳立J l 1V.刷蓮華コンペ2位

附布団l 年 川西2∞l ビジョンE X P OI:Il市コノ巧制聖秀

すいせんのニとぱ 木 下 守 膏年技術者のことば 学生時代に建築との関係を持ち始めて以来、

ｩＧＡｴかな自 ｉｊｾ 力と繊細なセンスは、 優に 10年は超えており、峻工した物件もいつの間にか、 20件近〈生

持ち 1iii の粘り強さと柔軟な思々力 まれている 。 そんな現状からむ、若手、という都合の良い、 i 'W: 1函l

によ って生みwされた数々の作品 避しやすい立場を利用することはもうできないし、すでにプロとし

にそれを比るニとができる 。 また、 ての立場を確立しているべきなのでは、と 枇近妙に感ずることが多

計 [llI jから監埋 までの- J ' t した誠実 い。

な対応はクライアントの向い評価 私の現代 目 差しているその立場とは、自分の持つイメージ 、 主ｉｬｾの

とれ似を 得 ている 。 持つコンセプト、それらから友 lれするデザインの水先案 内役はむち

優れた. f i ' f ! と、意欲的な Ql l j i I 活動 ろんのことながら、それ句を納まりの恐怖のために挫折することな

は、 ｾＧｩ， 、主I l 築家として大いに JI/l1寺 <  J:.!c JJ l . 化できる知織を持 った立上半; と巧えている 。

できる人である 。 向分のイメージ 、デザインがより一層具現化 できる知識を持 った

ロになるため、建築との関係をより一府富なものにしていきたいと

思 っている 。



天満メゾン中塚

M- l  S Q U A R E (髄ハンズ三時)

パーキング事務所棟
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進 篇 明

生年月日 昭和32年 3 月16日

最終学廃 昭和57年東北大学大学院工学研

究科計画第二研究室( 克研究室)

修了

職 務 経 肢 昭 和57年7 ジタ工業入社、本社

設計部を総て、現在、大阪支広

近畿圏設計部勤務

主主ー作品経歴

・ホテルサンガーテ' ンららぽーとプロジェクト参画

5 .61 第27副 B C 5賞受賞 .ti 山アトリ エ/ 環境造形

研究所 フジ タ工業一級挫築士事務所( Jtl'J 設計)

. 藤布l ライブタウ ンm曲プロジェタト参画

Ｍ 千 ｾｒ セルシー ー リニ ュー ＷＱ レ 計 ｬ 凶

M-) SQUARE(東急ハンZ三富山パーキン州市所練

. 天満メゾン 中塚

.  ｾ幅制 ｬ 街路 離 宮ホームズ

すいせんのこと( ; ( 小林志朗 青年技術者のこと( ; ( 建築の自IJ; 去は、クライア ントの少を満足させ

地域社会と建築と の接点を求め、 ることと同時に、主主築の持つある慢の「バブリ y ク性」を空間椛 成

ひらめきとねばりによるデザイン や形態の 中にいかにして表現できるかが重姿であると思う 。抑市の

のi ! l ボが、人/ i l Jを感じさせる空 lilJ 中に治けこんでいると同時に、建築としての明快なアイデンティテ

として集約し、現代建築を生み 出 ィを持っていることが必要とされる 。 さらに、歴史的な処物がそう

してきている 。 であるように、，悠築が時間に由「え得るためには、ディテールの li Iliか

将米を期待する一人である 。 さも大 目 ｊ ｾ な条件となる 。

生 ｬｬｾ は大地と嬢することで 「 場 」を 自 ｉｊ り、ｊＧｊ然、社会、ｉｨｴ史、そし

てその中て' 生前する人々と密扱な関係を持つようになる 。ill 物とし

て実現するまでには、 事業性 、近隣、行政等、クリアすべき|問題が

数多 くある。その 中で、単に条例処患という行為ではなく、敷地 の

持 つ「場」を読んだ空 間構成お よびそのものの悶有性を 中心 として、

思々 し、表現していく こ とをテー＿に 、住 ｾと取り組んでいきたい 。



武 田 薬 品 工 業 筑 波 研 究 所 新堂島ビル計画
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渡 辺 豪 秀

生年月日 1955年 3 月15日

段終学歴 1980年大阪大学大学院挫築工学

修士課位修了

J i  服 1980年日建設計入社、現品、大

阪自1 1'1>務所設計主' 百

作品続肢 滋賀県立近代美術館

大阪城ホール

土井公認会計士事務所

ツイン 2I MI D"， 7 :7ー

武回? t ; 1f: 1工業一株式会社筑波研究所

大阪府庁合 周辺悠術基本計 l凶

設計競技

毎日政送新社屋

日本ペイント 株式会社本 社ピル

新堂島ヒソレ基本計画設計競伎

すいせんのニと( ; f ' 猪倉啓行

俊雄に変化する状況の 中で 、鋭い

洞察力と適縫な提案力を発foli し、

人をひ きつけ 、スムーズな設，Hの

協同作業 を尖現してい くところが

i庄の持ち l沫です。

大規模絞合化と同際化の波の '1' で、

ますます彼の出苦手がI干1えていくこ

とと確信しています。

青年技術者のことば ダイナミ y クに変化する 現代において、多線

化 ・惚雑化する社会のニーズに こたえ うる控築 郎市空間 を自1) るこ

とが雄築家に 求め られている 。

今 、先進的主主築の旗印であ ったポストモダ ンスタイノレはすでに陳腐

化し、新たな潮流が起こリ つつあ る。今後、佐築デザイン界はさら

にｩｦＡ Ｎｩ 屯とし、世紀末様 相 ｬ を Ｚι し てくる ｦｾ ろっ 。

時代の急i生な流れに身をまかせることなく、! 日m筒井j てe はあるがえタ

イルにとらわれない、正統的でかつ確かな技術に支えられた往築を

創り たい 。 そしてそれが人ＯＱＭＱ｝にと っ て盟かで気持ちの良い ｾｮ ｬｉであ

りたい 。



企 画 .  

¥S  

六 甲 ア イ ラ ン ド |  ウエストコート

コ ン ペ 応 募 築 1  4 祷街

神戸フアツンヨ

神戸ファッショ |ン? ー卜

所沢市立 |ン7 ート

吾妻公民館

t 仮枯;)

事11戸ワールド | クレリエール | 芦 屋 フ・ロジ

記 念 ホ ー ル 121藤 白 台 | ェクト
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松 田 善 弘

生年月日 1956年 9 月21 日

学 歴 1981年大阪大学大学院建築工学

事同基士諜位修了

業 歴 1981年 l昭和設計入社

作品経歴

神戸ワーノレド記念ホーノレ

六'Pアイランド郎市機能用地分譲事業計画コ ンペ

クレリエ ノレ21 j，告白台

六甲アイラノドC IT Yウエス トコート 4 番街

所沢市立吾妻公民館

六 'P7 イランドCl' r Y神戸7 ァ'/ :/ ョンヮ ト

( f1ii刷、) 芦屋プロジェ 7 ト

丹後リゾ ト開発コンサルタント業務

すいせんのことば 三宗司郎

企図~建築設計~者1I 市設計の全体

をエネルギ ッンュにまとめている

松田君は、わが社の新しいホープ

てーある D

n鍛な取り組み姿勢は、施主との

一体的雰閤気をつく っている 。 そ

の新しい発想は、社内外におい て

刺戟を与え、活性化の中心である 。

敬意とともに推 l1'! j します。

青年技術者のことば Ho w to "  ... .. .Ar chi tecture is.-

l  い ｾ ｩ ＺＢ 見ること

一一建築を創 り出すベースとなる べきコンセプト( 企画) レベルで

の ｾ￭ を追い求めた上で、者 Ｑｉ 市的なレベルでの視点をも忘れる こ とな

く、前建築。に対峠すること 。

2  い深山:1なるもの伊、、美しいもの" ( 女性1 ) を追い求めること

一 " 建築家は、哲学者として思考の中で く本質〉 を犯躍し 、芸 術

家として 〈形態〉の 中に本質を直感し、さらに道具作りとして物が

く道具〉 として成立するための不可欠な部分を具体的に把援しなけ

ればならない 。それは観念的であると同時に 、具体的である伊

Loui s 1  kahn 一一一

を座右の銘とし、哲学 ・芸術 技のどれ一つ欠けることなく、どれ

にも溺れることなく、深〈深〈追い求めること 。

3  
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M: 終 γ11長 II{{ 和57年人; 阪 di i L}νf: k:"i 院[ .

，Ｂｻ研究科 ｬｩ￭￭ｭｬ ｦＧＮｾ，Ｚ，，ＪｦＧ，Ｇぜ築マパ ｦ

ｊｾ 修 ｦ

'L 11，'， 1昭和J 5?年制随諜設，l I " l>務r>fr 入社、

大阪事務所設計部勤務

f1:  ML It 五 un; 町 fl'合

um田I商 T 会館

広島市西区民文化セン 7 ー専絞介施設

k阪府庁合周辺倒荷革本J 肉Il :l 案続性

)1¥克:1叶i ピ J レ

l.L: l: ，lj 交j曲Fト't fi 'ii Wi 仇 )

ｊ ＮｌＺ ｉＺ ，ｴ ｪ 新交』曲ンステム ｉ ｉｾ [.bj )，ムJ也

すいせんのことば 中川洋一 青年 技術者の ことば 往築をめぐる悦 L! . i はさまさ' まに焔らいでいる 。

今、彼の111. ＢＧ，する業務は、 ｾｕｻｴｨ 血

設の ， ｈｾｨｩ .  ，lit ，il である 。 そi L には

多様な住築雫nl J が包含され、その

外観はそ のまま r.II，打:); (1! l I.を立;配す

る 彼の ｦＱｾｍ ， には、彼維な安井［を

物語化するプランニングの技術と、

巨大な建物に人間味を与えるディ

テーノレへのこだわりが、共に備わ

っている 。

社会は多も ， ＩＧ＼ Ｑ ヒし、さらに多 ｩ 而 ｦ 直化の ｦ ｬＺｪＧＨｬ ￭Ｇｬ が強まリ、引なるＩ，ｾ iV では

比えてこない不J韮lり! な剖; 分カ f 多くな っている 。

そのょっな状汎のなか 、，ill 築を filJ るうえでは、 i直倣な判断とヴィジ

ョンにＩ ，ｾ づく説 ｩＡｽＱｊ あふれるコンセ 7 卜の従楽と、その実現に [i'l け

てのデザインがボめられている ただし、社会の求めていることは

かならずしも ー械でなく、おのおのの計画の独自性により意図どお

りの方向に進むとはかぎらず、時には計画自体に柔軟性を強〈要求

されることが多い 。 また、建築を創るプロセスにおいて、本質を見

失っていると感じさせる場而にも出合う 。

これまで、多く の 人に JZえられ、 ill 築を filJ る坊において主体的i弘lわ

リをしてきた 今後ますます似様化していく 7 ログラムを、 11) 1'1たな

悦山により解き， ｲｲｬｬ､￮ の ＧｬＧ に ￎｻ ｦ 実に良い ｩｬｬｾ を官 ｉｊ リ続けることを目

僚に、少しずつ ii(i 肢を広げたいと巧えている ロ



集合住宅「ジオ緑地」の

構 造 設 計

「ジオ緑地」は、 服部緑地公園 の北1)111に計画さ

れた集合住宅であり、 I 期工事とし て 1 ， 2 番館

の 2 棟 148戸が'90年 3 月に完成した。今後、引き

がしき 2Jt:l l， 3  Jt:l l工事が計画きれている 。

1， 2干書館の構造は、柱梁断而を極力小 さくす

るためS RC巡とし、桁行方向はラ ーメン桃造、張

関方向は 戸焼の述府墜を主な耐箆要素とした構造

としている 。基礎は、 GL - 8 - 1 3 m以深のN 値50

以上の良好な砂府を支持層とする P HC 杭を用いた

杭基礎とした。

さて、最近の集合住宅におけるニーズは、以前

の画一的なプラ ンをさ けて、個性的なさまざまな

ユニ ッ トプランおよび将来の生活の変化に応じて

プラン変更可能なフレキシビリティやゆとりのあ

る居住空間、あるいは戸境壁 ・床の遮音性能等の

質への要求が強〈打ち出されるようになってきた。

このような社会的背景をふまえ、本建物の構造設

計にあた っ ては、輸魅力ある屑住ｾｲＺ｜ｊの追求Ｇを基

本方針とした。 この方針に基づき、特に配慮、した

点および開発内容について以下に述べる 。

無梁無柱空間の創造

従来の床工法では、 強度上かつ遮? ? 性能上、 小

梁カ、必裂であり、その小梁により プラン が制約さ

れたり、また病室の 中央に小梁が突出したりして

いた。そこで、各種床スラプ工法について、力学

性能、遮7T-性能、耐火性能、コスト、施工性等の

比較検討を行い、その結果、 図 1 のようなチャン

ネル型 PCaJ 坂(FC板) と現場打コ ンク リートで合

成床) 振を形成する F C板スラブコこ法を採用するこ

とにより小梁をなくした。 また、 小梁がなくなっ

たことおよび戸境壁が連層壁であることにより、

戸境壁上古11の梁を成が300mmの偏平なバンドビ ー

ムとし、天井内に納めるとともに、バルコニー側

の柱 ・大梁を 外部側へ出すことにより梁型 ・柱型

のないす っきりとした自由度の高い無梁無柱空間

を創造した (図 2 )。

遮音性の高い床

集合住毛における戸境床の遮音性能は、設計上

重要なポイントである 。子供のとびはね等の重衡

ｾに対しては、仕上げの影響は少なく、スラプ自

体の性能に大きく支配される 。文献によれば遮音

性能は、 曲げ波のインピーダンス他 21 が大きい

ほど向上する 。2/' 立、

2/ = もj s:瓦

所 在 地 豊中市東泉丘 4丁目 21の l' 献血

規 模 ( 1 番館) ( 2 番館1

I也上 10階 地上 15陪

培屋 l 階 塔屋 l 階

面 積 建築適頑 898.  33m'  729.  79m'  

延床面積 7. 286. 72m'  8，716. 51m'  

高 さ 軒 高 GL+28. 75m GL+42. lOm 

延納高さ GL +30.94m GL+44. 50m 

締遺 跡l 鉄骨鉄筋コンクリート造

基 礎 杭 基 礎 (PHα 明。

外部仕上 屋根 アス 7 y J レトシング以董

外壁 母音器質タイ lレ50二丁掛

工 期 昭和B 年12月 l 日~平成 2年 3 月末日

ε 叫」

従来のマンションの場合 F CF板を採用した場合
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図 2 梁型・柱型のない居住空間

i
A  

戸日

水廻り ( 2. 5- 3m)

ヂ場打コンクリート 1_ A8 無収縮モルタル L
A  . _ . . . .  . r 【 ノ l ' f

FC部 3嘩姐 FCF部 「

スパンL(6-8m I  

L. A  L.日

.: b 勺

図 4 F C F板およびF C F合成床版の形状概要

そこで今回、この要求に応えるべく 図 4 のごと

くF C板において床下がり部をフラ ッ トに変化 さ

せた変断面P C版 ( FCF 板) を考案した。 このF CF

板を梁IUlに敷設した後、床下がり苦11には無収縮モ

ルタルを 10 - 30mm、それ以外の所には普通コンク

リートを 90- 100mm打設することにより床下がり

を可能とする F CF合成床版を形成する 。各種載荷

試験、 F E M 解析により強度的にも満足のいくも

のであることを確認した。このFCF板の開発採用

により廊下と居室に段差がなくなり、居住性能は

一段とレベルア y プしたものと考えられる 。

*  

住宅すなわち魚住まい。は、人間生活の原点で

あり、暮らしの中心となる場である 。 この、住ま

い' を良くすることは、人々の心や文化 を笠かに

していくために必要不可欠なことであり、今後と

も微力ながら精進技術者として* 住まい。を良く

するために努力していきたいと考えている 。
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椿 美 照

生年月日 昭和31年 3 月23 日

最終学歴 昭和56年広島大学工学部建築学

科大学院修士課程修了

業務経歴 昭和56年竹中工務底入社

大阪本応設計部構造線勤務

作品経歴近畿電気工 ｚ Ｈ ｾ 神 戸支庖

立石電機草津独身咲

関西大学第 3学舎

御影山手アーバンライ 7

極野義製薬西宮研修所寮

P &GdJ l 石事業所ピJ レ

ジオ緑地公幽1 . 21書館

P &G  F .E. 1. J A P A N H EAD.  

QU A RT E RS  and  T E CH NI.  

C A L  C E NT E R  

図 3 集合住宅の床レベル

B : スラプの 曲げ|削性 (=El )

m スラプの面密度

で表せる 。今回採用したFct反スラプは、リプが付

いていることおよびF C板に 500kg/cm' の高強度コ

ンク リー トを使用していることにより 曲げ剛性が

高〈、その結果、遮音性のrz ぃ床とな って いる 。

局部的な床下がりに対応した変断面PC版

合成スラブの開発

現在使用されている各級ハーフスラブ工法は、

力学性能 ・遮音性 ・生産性の高い工法ではあるが、

玄関や浴室 ・便所等水廻り昔11の局部的な床下げが

不可能である 。 そこで、従来は仕上げ( 床組み)

により逆に廊下 ・洗而所音11分をかき上げすること

で対応していた( 図 3 ) 。その結果、廊下と居室と

の1M]に 85- 100 mm程度の段差がつくことになり、

子供 ・老人がつまずいたりして使い勝手が慈〈、

この段差をなくせないかという要求が出てきた。

すいせんのことば 丸岡議匡 青年技術者のことば 自然は厳正で、あり、高潔である。それと真正

情報過多、社会要求の多様化の中 蘭から取り組んで濃かれた構造体l主、純粋で美しい。昔、ヰ J レピイ

で、近代人の生活環境は、精神的 の作品を見たとき、その合理性から生み出された美に感謝J し、構造

に非常に厳しいものがある。この の道へと足を踏み入れた。 しかしネノレピィの l時代のように建築家 ・

ような中で、精進設計を 職能とす 技術者・施工者という 職能を一人の人聞がこなすには、現代建築は

る彼は、単に建物の技術的安全性 非'J古に複雑化 し過ぎ、好むと好まざるとにかかわらず分業化 され、

のみではなく、' 市に「快適な生活 専門化きれてきた。その結来、建築家と構造技術者とに分かれたと

空間の創造および提供」をめざし、 きに、創造的建築は困難にな ったとさえ言われた. しかしながら、

意欲的に研鈴し ている. その後も精進技術者ーと建築家との互いの切珪啄騰により新たなる創造

的建築が生み出されている。それは、構造技術者が、建築家の助け

を借りながら力学的知識をも って創造にアプローチしてきた賜であろう 。

、、力の流れの合理性を追究し、それを建築的造形にまで高めるこ

とへこれを目指して今後ともt 1H差琢磨していきたい。



設 備 施 工 管 理 支 援 シ ス テ ム の 開 発 2  コスト情報のデータ連動

設備業務の各領域において 、図面の役割はきわ

めて大きく 、図面上にはさまざまな情報が集約さ

れている 。総合的な設備施工業務を支援するシス

テムとするためには 、C A Dシステムを 中心に置か

なければならないが、 現状の設備i専用CAD' ま単な

るドラフ ティングシステムであるため、多大な情

報を効率的に利用、管理するツ ールとなるように

CA Dシステムと各施工管理! 支援ンステムとの問の

データ連動を可能にし、設備内;fj 域全般にわたる情

報管理システムが望まれている 。

設備施工管理支援システム

開発の目的

データ述jfr)J による業務の効率化

統合ソフ トによる技術の高度化

システム図

設計部，見積部，技術部， 情報センター

設備担当者

回 目

。

。
協力会社 ・メーカー

1  図面情報のデータ連動

設計部において作成される設計図データおよび

技術部、作業所等においてさまざまなC A Dで作成

される建築施工図データを、本システムのインタ

ーフェイス音11を経由 し、図JI t データとして取り 込

む。

これにより、各積設備施工図のC A D化 を推進す

るうえで問題点とな っていた建築図の トレ ース作

業を 下図のように省力化 し、作図の生産性が向上

する 。 また、これら建築図および各種設備施工図

の異なる CA Dデータを、インターフェイスにより

データ変換を行い、 C A D基本機能部で重ね合わせ

ることによ って、不都合、部分を視覚的に表示し 、

建築〈 休 と二種設備苦11材 との取 り合い調整および

設備部材聞の制強を谷易に行うことができる 。

さらに、 品質管理E部 において属性付 きC A Dデー

タを 利用 して、設備音11材の入力作業を軽減し 、設

備性能lini認( 計t ):寄. を容易に行 い、図面段階におい

て高精度の計算によ り設青|要求品質の篠保を機認

する 。また 、各種管理書類へC ADテ' ータを受け波

し、明解な管理資料を作成する 。

図面情報の流れ

[1....1/ クリート図

司 T

11  

標準施工要領

/  仔 司 1. 6  t  J;j土 、

可. t i J 不 eu. . ".

ダク ト消音 ・静圧計算

"・}

・. 1

"  

.  
ク ω

， "  
7  

バ ω

ド JO

2・

干渉チェック

耐震支持固定計算

見積古11において 作成されるコストデータとプロ

ジェクトテ'ー タを、ホストコンビ ュータよりレシ

ープし、コストインターフェイス郁を経由し、プ

ロジェクトデー タ部に建築概要データおよびコ ス

トデータとして取り込む。 このデータは、コスト

管理において追加工事見積書や設計変更増減粕お

替を作成し、工事の進捗状況に合わせてコスト管

理I l を行うものと、業務管理や品質管理において作

成される基本施工管理計画書の管理資料作成に 利

用する 。 また設備i苦11内の各種データを 通信回線に

て検索し、自動F A Xにて情報提供を行 い、管理資

料の質の向上と量の多さを実現する 。

今後の展開

今後も 、 ますます建築各分野でコンビュータを

利用した情報化施工は推進され発展していくこと

と考える 。 それに伴い、設備施工管理支援システ

ムは各分野におけるインターフェイスにおいて重

要な役割を担うことにな り、設やIII 担当者の管理用

ツールだけではなく、建築施工管理!の中枢とな っ

ていく 。施工においては図面とコストの情報によ

るネ ッ トワ ー ク化がシステムを構築するうえでの

ポイントと考え、真に役立つシステム開発を進め

ていきたい。

[-WJiiml1ll .Q. 
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3 6  

前 田 佳 範

生年月日 1I 1j.f1l 33年4 月3 日

最終学歴 I刑事157年北海道大学工学部建築

工学科卒業

業 経 l昭和157.11三4 月竹中工務応入社

現在、大阪本活設備部に在籍

主な担当 万本ビルディング

新神戸オリエ ンタノレy ティC3

設備施工符理支媛 シス テム

すいせんのことぱ 池山枇一郎

空前の活況下にある建設業界にお

いての急務は、省力化並びに魅力

ある以呪づくりである。これらを

標携し、設備領域におけるンステ

ム開発に縦極的に取り組み、 CAD

開発をはじめ、多くの笑績を上げ

ており、来るべき情報世紀に向け、

将来を嘱裂された技術者である 。

青年技術者のことば 肉j主情報化社会へと時代が鍛移し、建設業を

取り巻〈環境はさまざまな而で変化してきている。この変化への対

応策として、建設生産 システムの改善、省力化工法の推進とい った

、 ド的な l内容とキ務処理nの刻'J E判 じ、技術 ・知識の共有化 とい った

ソフト的な内容のものがある 。このソフト的内容のものについては

情報伝達を効率よく行うことが最も重要であ り、得られたデータを

第一次的利用だけでなく、第二次、第三次的利用を考え十分活用し、

付加{耐f i [ を与えるシステム構築を行うことにより、大きな効来が得

られるも のと考えている。現在の建設業界においては、情報ネ ット

ワ- 7の構築は未だ不十分であり、この状況を特に認識し総合的に

取り組んでいく必要がある。今後も青年技術者として、単なる 一企

業のシステムとしてではなく他産業、 他業種に> > . ぷ情報ヰ y トワ ー

クを考慮した、n : に役立つシ ステムを研究し開発を進めていきたい。
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市 街 地 地 下 工 事 に お け る 全 天 候 作 業 空 間 の 開 発

川 法作 ｊ ｊ［ｊＮｉＮ￭ｉ ｾｊ の ｬｩｦｦｩ 認と合致対策

(5)  外宵11mぷ 物 ( 控設業の未米，ιJi ' J の表現)

また 、ね らいとした効架: を以 F にポす。

現イ王、建設業は米自有の活況を呈しているが、

その実態は、劣必な作業域境 就労条件等、人1::1

↑ 1 : を軽視した体質の改善を怠 ってきたことにより、

処設業の顔である現場は今や 3 K の代表のように

77われ、また P R不足による建設業全体の不透明

感もあいま って粁年労働者の舵保が困難になリ、

t古来として作業以不足が深刻化している 。 その対

策として、鹿 jみ@i設でも全社をあげて生産技術の

令理化と作業現段 ・就労条例ーの改善に取り組んで

いる 。 その一環として今回私が開発にたずさわ っ

た市街地 地 下 上。 ｊ ｾ における仮 Ｑ ＺＺ 家 Ｈ 以後 「 ス Ｗ ー

トドーム J ) について、述べることにする 。

スマートドーム開発の背景

H併日54年に建築生産にあこ がれと希望をいだい

て入社した私は、主E設業のかかえる諸 問題に，0 : '(0

して 、当惑と背|掲 のi ! l ! 続であ った。 そんな状況の

中て¥私は建設業の将来像を 「建築生産の工場化」

に求めるようにな った。 F Aに代表される先進性、

良好な労働条例、システム化された生産管珪担当、

工場の持つ特性は当 H寺の私にと っては建築生産の

Jl R迫! とする要件を満たしていた 。

その後 、管底部門に配属され、生産性向上地策

および協力会社育成対策の企商 ・J世進を担当する

".1 で、現場における 全天候作業、作業環境の 向上

とイメージア ップ、近隣への自己@: 等、多くの改善

効果がJtlJ 待て' きる仮卜e 家を立言葉し、実施プログラ

ムを料! った 。

再度現場に配属され、深刻な労働者不足と| 羽の

ＺｪＡ ｾ 響 ｩ による ｊ Ｚ ｲｕ￯ 延に悩まされる中で似 ｼ 二 家の必

要性をますます強〈認識するようになり、当工 ι ｊ ｾ

で初の管理職待命を機会とし、上司 の全面 的 な: f t

|百j と支般を受けてスマートドームの実現に取り組

むことにな った。

スマートドーム概要

九日正lt Jtl j間 約 15 mの掘削と 1 附 lポコ ン クリー卜打

ぷまでのJ也F工 'J" 全{ 本約 9 カ月

先日設前有t WI 8.6 mX L 37. 6m=699m'  

11.5 さ 4車15. 5 111 ｾＧｦ ｉ ＳＮＴｭ＠

椛 造 [ 主フレーム ] 角パイプ 175X 175X  5  

1史

をダ Ｗ Ｇ ルてＧ組み合わせたラチス鉄 Ｇ ｬｾ

ジョイント はピン形式差し込み構造

法本ユニ y トは L = 3 .9 m

[  Ｑ ，品目 ｾｬ 地中速絞りＺ，ｊ［ ｓｍｗ の玖つなぎ

コンク リートを 兼用 D 400 X W 700

材 l況製テ ント念庫用除材、色アイポリ ー

尾恨関口 屋似 1M般 の 2/ 3 が全| 制可能

!!!¥II.月設備 大升品 。) 5 0 0 W水銀灯 5 必

告;i 視装置 光7伝送リンクによりドーム内作業状況

を事務所内モニターにカ ラー動画で映

しtHせる

転 用 性 I:¥j Ll 25 m まで対応可能。 奥行き、高さ

t  ，j.ii ，変更可能で他工ーJ'; に転用 できる

豆機作業 クローラークレーン ・移動式 illi 圧クレ

ーン ( ブーム長 13 m) が内部で線働

実施計画段階での検討内容

まず既製テントの調査を実施したが、重機作業

が可能な 空 I::j を有するものがなか ったため、新 tJ!.

開発に絡みき った。主要な検討乃' [ / = 1 を以下に示す。

川 他工 '1'; への転用性をどのように持たせるか

(2)  j臭気に有効な関口音1I の設計

(3)  基礎の設計 ( ＱＱＱ 止め壁 への 構造的 Ｉｪｦｾ 響 Ｉ

( 1)  社会的合1J 烈:

往設業のイメージア y プ、建設業の P R  . .Jlli角卒、

近隣の不安感f J b成、建設公筈 fl¥; 減

(2) 社wに対する効果

工作の安定tj: 型、現場週休 2 H i/l ll の笑現、生産

性向上、 3 K の排除、業務の現場管理から 7 ネー

ジメントへの移行、新技術の水平展開

(3) 協力会社に対する安7J 栄一

少数・安定作業員での施工、作業員収入の安定

化、 完全週休 2 日制対応、 3 K の排除、 若 年 労働

者舷 ｩ 来、作業 Ｑｾ モラルの高紡

スマートドームの現状と今後の展望

現イ， Ｚ ドーム内では土工 Ｇ ｉ ｾ を脇工ＧＱ Ｎ Ｇ であるが 、以

下に示す刻 ｊ 占 ｾを雌認するこ とができた 。

( 1)  作業がｾｬＢｪｪｉｪｪ［盈りに進み、工れ ｩ 管理に費やす社

以7 ンハワーが半減した 。

(2)  広場のドーム内也度は外気出より 4 - Ｕ 度 ｦｬｾ

〈、作業球上克が向七した 。( 冬場は 中が岐かい )

(: ，)  粉路公; - ! ; - : ・視覚的不安! 惑がな くな り、近隣か

らも 好評を ｾＡ� られた 。

(-1)  一定した刻l度とやわらかな光の 中で、非常に

焔ちついた雰囲気で作業が進んでいる 。

'1] 士見様以下の現場において、比較的低いコスト

で全天候作業宅/ i ¥] を倣保する工法としてスマート

ドームに 対する 反響は大きく、 同雌工法採用工 Ｇ ｊ ｾ

の増大が予怨されるが、本工法は一つの解 答 例 で

あ り、建設業に従事する全只が IEI 来のや り方に満

足せず提案を続けることが、本米の建設業の持つ

i比大の魅力である ことを指摘し て、手J、の発表の結

ひ' としたし、 。

スマートドーム概要

11川l川11川11川l川11川11川l川11川11川11川|川|川11川|川川11川11川11川11川|川11川|川11川11川11川11川11川|川l川|川11川|川|川|川|川l川l川|川|川|川|川11川11川11川11川l川|川|川|川|川|川l川|川11川|川|川|川l川|川l川|川11川11川|川川|川11川|川11川|川11川11川11川|川|川11川11川11川l川|川11川11川|川川11川11川|川11川11川11川11川11川|川11川|川川11川11川11川|川11川11川11川|川|川|川111川11川|川11川11川11川11川l川11川11川|川11川11川|川11川11川l川|川11川111川11川11川|川11川|川11川|川11川11川|川|川11川11川11川11川11川11川|川川|川11川11川11川11川11川l川|川|川11川11川川|川川川11川|川|川|川|川11川11川|川|川|川|川11川|川11川11川11川l川11川11川|川11川11川11川|川|川|川|川11川11川11川|川|川l川|川11川11川|川|川11川|川|川11川11川11川|川|川11川11川11川|川111川11川11川|川11川11川11川川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川|川11川11川|川川11川11川川11川11川|川川l川11川11川11川11川l川|川川11川11川11川11川|川|川11川|川|川|川|川|川11川l川l川|川11川|川|川|川|川11川11川11川11川|リ川11川11川|川11川|川|川11川11川|川|川11川1111川11川11川川11川川11川11川|川|川川111川11川|川川11 
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E  井 山 豊 すいせんのニと lぱ正 水原研三 育年技術者のこと ｬぱま ，処也設』業佐にと つ て 、 天ｻ依肢の前彩 ｾ ＧｉＧＮ科 Ｔ を受けずに，怨辿 ｺ築

'1'. 年JJ 日 昭 和30年10月 l l i

ｬｩｩ 終 ｾ ｬ 樫 大阪大学工' { ' 苦I I - i J l 築工マI ' f l昭和

54年 3 月干! /! ;

業 時 昭和154年舵1; ，¥処設人打、大阪支

m建築部配以

11日平1155年 サノトリ ー八1" olil 目減/，1( 2  JYJ 

i昭和56年 松 iご正幸郎

1昭和57年 兵庫医大 9 号館

昭和59年 大阪支出往築部 [.ι J'; 諜勤務、4: l l

築工 J>的生産刊 Ir'J J'. 施策的企画

立裟実施7 才ロ 一、施工図 C A

Dの導入および初 JYJill ! l f J 体制の

限立

1I{{.f1l 62年 尼崎浪 ｩ 生日則合 ｬ ・ ｈｾｾｊＸ

ヂ成 1:年 ｬ ｬｕ谷大学瀬 ｦｬｬ ＢｴｾＢＧ，Ｚｩ｜ 2  JYJ 

'f 成 2 年 11産生命保険 ( 判1) 内本田I ピル

今ほと' 主I ! 築生産の 「現場」がさ

ざまな意味で内外の耳目をづい、た

ことはな L 、。そのなかて r発信す

るJ をキ ー ・ワ ードに全天候テン

トのml 発に取り組んできた片山君

の干Ut: は大きい。逆風を JtJ (i]!乱iニ変

えうる技術l制発、これの実現にと

りくむ問者を、ここに推，rj する 。

生産を行うことは長年にわた っての悲願であ った。 しかし入社当時、

私が建築生産の理恕i主としてイメージしていた r 1:場 J は、人間性

発期、労働条件等の而て¥すでに時代最先端の地{ 止を他に明け波し

ている 。その "1" で建築生産の将来像は工場化と人 IHJ 性回復のこ目立の

tl'.初、つまり機械力によ って合型性 ・生産刊の Ji' l上を図るだけでは

なく 、他産業と比較 しでも 見劣り のしない人11¥1的生活や作業環境を

Ｉ，ｾ盤とした働きがいのある生産システムというところに求められる

のではないだろうか。JJUt 一、担I設業のかかえる榊造的諜題に対して、

人IUI性回復を目指して業界全体が団結して取り車fl み、次世代をt t t . う

打者逮があこがれを抱けるような建設業の点の将米1主を実現させる

ことが急務であリ、紅、は，辿iiit 業変革のH寺代を 111. 'j ，'1年技術者として

当工法の展開と改良を図るとともに、現場作業環境の改普と人間性

|口1mに向けての努力を続けていきたし、。



平 面 を 立 体 化 す る ~ 次 元 を こ え て ~
5 三次元に挑戦する

1  テ' ィテールの追求と V E

納まり 追求すればするほどイメー ジ ( 感 覚)

の世 界にのめりこむ。 そして機能に つ いても 卜分

尚J i できるものとな るようにしなければならない 。

ｍｾ 日 Ｑ カラスフＧロ ン クト ンブ 。 ライトにおいては、

ｾｦｬｊ り付け、日 ｶｊ 水納まりなどとともに、内部の見 ＱＵｦｴ

けに つ いて在来の鋳物枠よりもう少しす っき りし

た いとい う設計 者の意向をうけ、強度計rr を巧 l症

しながら地工図を作成し、メーカーとも thlJ 談 、 検

H を行 って、 ステン レス T パー枠による地工 を実

現させた 。

S  ｉｴｬｬ 可曲 ｾｊ 雨 戸袋は 、 雨戸の 必要性と、 戸袋によ

る手[1寒からの悦界の妨げをなくしたいという要望

に対して検討し、必要のないときは回転させて収

納できるように工夫した 。

2 伝統とテクノロジーとの調和

111$ 1守副J 門町ミてサ立 、手口J ! ¥の 中に機械 をむりなく、

かつ外観上 泌 和 感がないよう、音1I材寸 法 や 、機械

B O X の形態や仕上げを 工夫した 。

3 モジュールに徹する

M正1I 外壁で見られるように、小 口タ イルを交差

イギ リス ｊ ｉ ｾ び Ｒ 色 ｈ ｬｩ ＱＩ て Ｇｾ［ ｉ 刊り付けた 。 また、 ｄ 正 Ｑｉ

に おい ては 、問 Ｉｦ ｾ 外唱 を ｣ P '型枠ブロ y ク、山形

プ レコ ン、 そして 打政し明枠ノマネルを総合的に告IJ

リ付けて地工を行 った。

4 素材を活かす

土慢に本来楽、し っ くい主主。 木を見て木を選る 。

コンク リート n ち政しの肌を考ーえ る。

伝統の技術を継承し、材料を吟味し、工法を検

，H し、養生を行いながら施工する 。

ｄ 邸球 ｬ 而 屋 十 ｩｾ を施工する 。

まず柄1本工‘ )，; としては、 iを式 燐iiEなの で 各間仕

切りの ＱＺＮｾｉ Ｈｩｪにおける屋恨スラプ高さを パ ソコンで

.11・1'):し、 Y11! 作展開図を作成し、それをもとに原寸

|文lを 』き、パネルを こしらえ、建て込む。 スラブ

は 1IIIIffi なので木パタと、成木と、ベンドベニアに

て車 ＱＱ む 。 ただし 外 壁 ｉｾｾ 枠がブロ ッ クなので、 Ｑ ＱＱＱＱ 伺

庇とスラプの変形が与えられる 。 そこで支保工に

つ い ては 梢ili 計算 を行うと ともに、チ ェーン など

て 棋 の ｴｭＧｪｾｬ を行 っ た 。 コンクリートの天端を示すレ

ベル筋を法彼し、ワ ーカー ビリチーを 検討して打

，ijt した 。

次に、下地二r. 'Jco 水勾配が緩 いの で、民透'ド! の

日;}j 水市1) を喰 .(J i した後、 m部より放射状に定j;J 1. を固

定し、スカイモルタルの左官工， Ｉｾ を行う 。 また、

庇は三 次 1111総となるので、 j旦板 を作 って施工した 。

そして 仕上工，) ，; の 'IFJ 叫反証きである 。球面体を

いかにして; 月1) り込むか、水仕舞いも合わせて検討

した結果、 三角 形の組み合わせによる球菌分割、

実際は 平 行 [l qj fl)杉の対角 線をむだ折りした板金を

取りやl け ていった。

おわりに

常r: IJ に実体を創造する 、二 次元であ る図面を 三

次 J l: である 建築物に変えてし、 〈、これが施工者と

しての誇 りであると 巧え、取り組んでいきたい。

111_l 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

山 口 j羊 すいせんの二とぱ 戸国悠二 膏年技術者のことば イメ ー ジを現実化する 。産みの内しみと自1Iる

'1二年JI 日 昭 和34年 1 F1 13 日 当社のiき衡対象行277人の中から、 ｾＮ ｊ，Ｎ ぴを ｲｦ いながら
学 際昭和 ＵＲ 年Ｓ￞ Ｑ 大阪， ｉ￭ 立問Ｉｽｾ，ｾ仁主

建築地工分針よ り、山口 j羊氏を 般 予算 と 品質、納 ｊｾｉ と工打 、建物形状 と安全 、 どれをと っ ても、すべ
高等宇校ill 築外 ''{J:;

ai'、た します。 て大切なものばかりである 。これらを満足させるものとし、後々ま
業 時

昭和52年藤木工務応大阪本応入社 IlJ L1 1王は、入- 11以来旅先輩かり の でも我が f のように 見守っていく 。11寺に外部的要因で不良に走りか

H併日52年 i';iH; i: 病院地築 指導 を受け 、次々と スパラ y イ作 けることがある 。 こんなとき心が摘む。l時に建築雑誌に 1/'''' 世される

1I({f1l 54年 城 山パークハイム ( 2  )  品 を残しております。今や当社の ことがある 。こんなとき誇らしく 自慢した くなる 。

ｉｉ ｴ ｻ 布 ＱＵＷ 年石Ｑ＼ Ｑ 也家 ｹｾ 邸
誇る iI1j級住宅地工分T - f' の第一入者 手間のかか った f ほどかわし、〈、 印象に残 っている 。何年かた って

1I!lf[159年松波智正邸工 '1>loirl 主任

日目制61年 ダイリキ '1' 陥閣社宅工 '1>loi iJ J ミff; であ リ、これ を機に、技術者の範 再会する と快かしし、。厳しい王11. 尖の 中、心のi曲った建物を自1I り、{ 乍

H円相62年 付l吋イf尚邸工・1> i'. IE  とします。 っていくことが技術1 . ' として の使命だと与え、実行していきたいと

昭和63年 崎健 f 邸工・ド主任 思っている 。

平成 l 年 内 聞二三 男正11工・1> i' ff:  

ちなみに私は、また'Hl 身でかくし F もありません。念のため・1
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C '  :il j  ( 試験体 : 1' 2)  

大架構木製トラス工法
でつなぐ配世であり、このうち自然 ・科学棟、産

業 ・技術棟、者11市 ・環境棟の 3 棟で木造トラス大

スパ ン架椛が採用された。 図ー 1 に自然 ・科学棟

の骨組を示す。 またその トラス音11材接合部の シス

テムを 図 - 2 に示す。

- 1 ボ ルト

Q  ｾ Ｎ＠ 2. - M20 .  

木 村

2ー l∞X 150 /  

国際;{i' . と緑の博覧会の政 府予ii の建築工事におい

て、 5 棟のill 家のうち 3棟 を木造トラス椛造に よ

る大 スパン梨構で胞工した。「花と紋」というテー

マの|剥辿で、構造体に敢えて木材が使用された結

果、地工にあた って調整事項が種々あ ったが、持rr

りなく 完 工 し、約2，300万人もの入場者を 受 け 容

れることができたのは喜ばしい限りである 。

施工品質管理

当工事においては、

1) 椛造評定の条件となる木材の品質強度の確保

2) 椛造計t ) : の仮 定とした木部材接合部の強度およ

び部材 の挙動が、実験により 確 認さ れるこ と

日1 /  T2- 2  

白

内 +

16  4  

S (  ν Ｍ Ｎ ｵ 刊 ＧＢ 再 岨 ，Ｎ ｾ 一、 ｌＮ｟｟Ｎ，ｬ ー 」← ー t - t - ! i > - P  

8.98 

図- 3 P- a 関係

建築の概要

3) 立体トラスであるため、音11材の寸法精度は、 土

本建築は、自然 ・科学、文化 ・伝統、産業 ・技

術、都市 ・環境、生活 ・未来の 5棟を 5 つの回廊

0. 5mmを必要とすること

などを 施工段階で調態する 必要があ った。 これに

対し、以下の方法で一 つずつク リアーしてい った。

a) 使様の検討

世lげに ついて破壊試験を行ったが、理論他とほぼ

一致した。 木材につきものの節や欠点が強度にど

の程度影響があるかもこの実験 て・定性的にわか っ

た。笑験結果の一例を 図ー 3 に示す。

集 成 材 枠梁

樹君重は国内産杉と米松であ っ たが、 ] A S 1等 材

で許容応力度、乾燥Eキf.! 12%以下( ただし天然乾燥) 、

一般流 通材

(- 写「 平 均 年 輪帳、館i径比な どかな り厳しい規定があ っ

た。 これに対し、許容応力度、平均年輪幅、節径

比苦手は産地 を調べた結来、木材 の在庫や製材余力

から熊本県小国町と和歌山県飽神村の杉、米松は

北米産とした。 また乾燥方法についても実験およ

び内外の文献より、蒸気乾燥として、高周波水分

計にて乾燥率を測定する方法で承諾を得た。 また、

当初j 米松芯持材を使用とな っていたが、直径80cm

以上の輸入材か ら5 寸角の芯持材をとるのは不経

済であることや、 内外の文献よ り芯去材 の方が強

度が強い傾向があることから、芯去材を採用した。

b) トラス部材および接合部の実験

上記の仕様で製作された部材 ( トラスメ ンバー)

が、構造評定を受けた理論計算値の通りであるか

を笑大部材を用いて笑験し てみた。 引張 ・圧 縮 ・

杉 山口 X 150 2丁合わせ

J  

c) 部材の製作

製作工程の途 '=1=' で所要の寸法精度 を機 認できる

ように、以下の工程で製作することとした。

木材選定→製材→乾燥→一 次加工→一次選別検

査星→二 次加工→二次選別検査→核合昔11金物 固定→

エポキ シ注入→木材保護塗装→製品検査

ただし、

一次選別検査 乾燥率 ・平均年輪限 ・気 乾比重・

繊維傾斜・節径比 ・的げヤ ング率

二次選} j IJ検査 。金物取付穴回り の欠点の有無、 部

材寸法、欠け・丸み・節径比

加工寸法の精度は予想以上に良 〈、木工技術の伝

統のよ うなものを感じた。

現場建方

自然 ・科学棟 の建方の様子を 写真一 1 に示す。

1665 ピースを外部から内部に向けて支保工と高所

作業車を利用して順に組み上げてい った。

新 谷 晃 崇

生年月日 昭和30年 2 月8 日

最終学歴 昭和54年京都大学大学院工学研

ヲ ｅヰ ュ ｾ Ｍ ｬＺＺ謀総 Ｈ 建築専攻 Ｉ 修 了

職 際日目; f I 154年銭R可能l入社、建築部配属

工 事 歴

H召和54年 神崎製紙Nn9 M/ C  

昭和54年比叡山観光ホテノレ地築

すいせんのことぱ 池本欣司

花博政府苑は、 主体t帖 お よ び 外

装に木材を用いて、緑との調和が

意図されている。 とりわけ特殊木

工事による 大スパン トラス架械が

施工ヒの1! . ，. 点とな っており、新谷

君はこの難/ l ilに対 し、卓越した技

術とセンスでリ ーダ- : / ップを発

事r . し、建物完成に大いに貢献した。

青年技術者のニとぱ ものを造るのが好きで、自分の造 ったものが

世の中のどこかで人の役に立っているのを見るとき無上の忍びを感

じる一一 それが技術屋というものだ。そう信 じて、本物を造 ろう、

本物の技術屋にな ろうと いつも努力 していますが、思 うよう には い

きません。ただ、仕事に出会い 、ものを造る機会を与えてく れるか

らこそ腕をふるえるわけであ り、その意味では今回の仕事では自分

にと っても 一つの歴史を記すこととなりました。

昭和55年近鉄不動産谷町グラ ンドハイツ

昭和58年関西記念病院

昭和59年 東洋不動産神崎川グリーンハイ y

昭和61年東京海上千里セ ンター増築

昭和62年舞鶴工業同等専門学校校舎改修

昭和63年同際花 と緑の博覧会政府苑

平成 2 年住友生命的報通信セ ンター

考えてみれば、更地に基礎工事を施し、種々の建材を運んで来ては

取り付け組み立て、工期内に所要の品質の建物を多種多機の人を集

めて築き上げるのは、 一つの文化であり 、これ を正当に継承し 、さ

らに発展させるのが白分の務めて・あると思います。

未熟な青年技術者が中年になり、老人にな ってもこの心を持ち続け

て、自分をさらに高めていきたいと思います。



良 好 な 公 共 財 と し て の 集 合 住 宅 の 企 画

住宅は公共財としての側f I I ( を持つべきで あり 、

単なる手' LS(J な投:資の井f 象であ ってはならないとい

う立場から 、私は側々 のプロジェクトの特性に応

じて 、まちの資産としてどんなものをつくればよ

いのかということを、企画段階から巧えてきた 。

1 奈良青山団地 郊外の風致地区に建つ

定住可能な中層賃貸住宅の企画一

計画地は 、近鉄奈良駅の北京に位出する 典塑的

な郊外ニ ュー タウ ンであ り、 一戸律て を主とし た

まちなみが形成されつつある 。 その 中で、初め て

l H' t 住宅を企画するのはかなり勇気の要ることて

ある 。

に極度に絢l長い宅地を有効利用 して 、ラ ンド 7 ー

クとなるような集合住宅を企画 し、大規模同地の

第 1 WI(共給に相応しいものにすることを考えた 。

ｾ｜ｉ 口が ｉ 先行き の ＱＰ (，''f N 度ある変形敷地であるた

め 、通 'Wlの形状の公団住宅を 燃-)1"11に並べても、

一 ｵ 也利用効率 ｅ も芝 、 〈 、 ランド ＷＭｾ としてもイン

パクトに乏しい。 したが って 、必ずしも公団 の伝

統的な計画手法に法づかなくてもよいという条件

で、民間の設計 事務所から魅力ある集合住宅 をつ

くる上で のアイデアを 般徴的に提供させるとい う

お味合 いからコ ンペを笑施し、ほ用条を実施設計

に向けて検討するという方式を保 った。

結果的に は、細長い倣地をさら に絢1< 二分して

京都の風致行政については現在若干議論がなさ そこに奥行 きの ｩｴ ｾ ｾ、住隙を交互に並べるというア

れているが、奈良市においても、 「中高層住宅= 風 イデアによ り、見行配置と囲み型配置の 中間的 な

数の敵」という先方の先入観を訂正するところか '1' 1:絡 を持つユニー 7 な団地 宅IHI が生 まれ、また 公

ら作業は開始された 。粁余曲折はあ ったものの、 同住宅のf 7 ，; をあるわ! 度外したことにより 、{主棟内

結局は、団地周囲は 3 - 4 [ > 折として威圧感をなく におい ても 、従一米の公団住宅にな いl吹抜や ス リ y

し、勾自己屋般を設けることで iit 観を巧'J I f ! ' すること トを 重視 した居 住空川 をつくる こと ができ た。地

となった。風致の指導 Iド川には 「制服Lとする 」 と 主 として、その組織の科L を外してよいという判断

いうのもあ ったが、 中途半端なキ y チュ に陥るこ はリスクを伴うものではあるが、これはその判断

とだけは回避したく、結局勾自己屋似に洋上しという が成功した( 9IJ である 。

デザインで協議は成立した 。

一方、郊外 N T に1' ( 貸住宅を供給するという企

1，llj については、まず供給対象のイメージを I明隙に

するという 段階か らその実現化が開始 された 。最

近の公団住宅入居者のデータ分析から 、 l ' i t 守とい

うことに 11古いイ メージを持たず 、f t ' ! 極的に賃貸住

宅に定住することをみ一えている 層の存在を 惣定し

たのである 。大lW住宅を 並べただけでは単 なる高

家穴住宅になるため、 2 D  K か ら4 L  D  K までの

住戸タイプを 幅広く恕定し 、入肘する 家族のライ

フスタイル も設定した 上 て¥と' の (ニi二戸にも必ず特

化価値が見出せるよう努めて差別化を図 った。

企画段階の 、ここ で l ' i 1' t 住毛が 事業的に成立す

るかという懸念は柁' 足ーに終わり、条良市の景観n

を受賞する結果となったことは、このような事前

の ｾ ｍ 密な企画検討が結実したものと思 って いる 。

2 高槻阿武山 1番 街一変形敷地での、ラン

ドマークとなるべき中層分譲住宅の企画一

阿武山団地 は、高槻市郊外の古川がある閑仰な

山手の住宅地 であ り、 当プロジ ェ クトはその第 1

mlにあたる 。 この敷地は当初こ|二木の然琵処理!の持!!

ｉＺｉ ｾ 法 ｬ 市に過ぎなか っ たのであるが、 ｎ ｔ の 最南端

に位置す る顔の部分であ り、眺望 L 期待 できる こ

とから 、直擁壁とするこ とによ って生まれる東西

3 J R尼崎駅北第一地区市街地再開発事業

市街地での変化に富む中高層高密度分譲

集合住宅の企画一

このプロジェクトは 、市街地における再開発に

よって建設される f.t 宅 ( 計画 中) である 。通常、

l[ j 開発による市街地の集合住宅の供給手法は、大

ｅｩ 供給 ＱＱ 寺代 の 画 一 的な 設計思［ｴｌ ｾ が色濃く ［μ を務と

して いる 。 それは首ながらの板状 中廊下形式の住 |  

戸配置 であ り、地設許11分 ( 尚業施 設 ・娯楽地設等

々) に対する事業者の 入れ込み1] との落差が余り

にも 目立つのである 。

もちろん事業施行者の立場に立てば 、市街地の

高地価 の負 jlt を;1王減 し、権平IJ 者 との調整を円滑に

進めるためには、集合住宅は単純な形状の方が何

かと好都合である 。用地質収 ・補償 ・補助金申 消

. 権利 f凋務とい った膨大な作業を必要とする再開

発事業において、できるだけ労力を省く こ とを与

えるのは 自然な行動原理! ではあろう 。 しかし私見

で は、金銭 ｦ ド ｪ な ｾ￭ｬ￮ｦ ＱＧｬはともかく、社会的資本に つ

いては事業者側が労力を Hi しむことは許されては

なら ない。本プロジ ェク トでは 、その住宅部分に

ついて 、あくまでも設備機器や仕上材のグレード

を上げることによる私的財 の付 加価値向上では な

く、変化に' 日む外観、多織な住宅タイプを企画す

奈良青山団地

高槻・阿武山 1 番街

ることにより 、完成し た建築物がっく り出すまち

としての顔、すなわち集合住宅の持つ公共財(1サな

使命を重視した 。

住宅の似合体が生み出す築住の魅力を主 ｉｉｊｾ とし

て再開発 を進めることは 、初期lの事業費上 はlti( j曲

解ではないとしても、まちの資産をつくるという

仕事の上では 、避けて 通れない と思 って いる 。

むすび

， ｜ ｉｪｦｦｩｪ の分 野は、ｻ十事肉体も、またイ ー ｉＺ ｾ ｊ ｾ を評 ｪｩ ｬｬｩ す

るのも知しい 。「併| 人の姿が鮮明に見えてこない」

などという能天気なＡｾ ［ｴｉ ｴ もそこから ｬ れ るのだろう 。

合間 を雌実に主!と佃i し、フィードパ ックできる 指燃

を儲立してゆくことが今後の課題である 。
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石 倉 健 彦

' ti joJ J  R  ff({ 和31年 7 JJ 8 円

ｊ￺ 終 ＢｻＺｉｊ［ｾ ff({ 利57年京高1I 大'''t 大マ院工'γ 研

先件修 1:，elH・，¥( .l : J t 築学作 J j( )修了

Ji 1m ff({ 干1f 57i Ffi c'1:O .  ｲＮｊ ｬ ｲｬｩｴ ， ｾ ｦ 品 公開入

1iJI'、 i則凶 主判ft' i: ιl み業第二 一

加を符て. J:lI. ( 1、尼崎糊 i [ l Ji-J; 日

発・I>fhiifr

作品 11主 治 l時ニ ュ- 7 ウン町一jili のjJ，介

fi "(:  ( 京郎I ] il

|ωI ，HJfi ニュー タウン (広仏 jlil

I;'JJ¥: IUニュータウン ( 高槻市 )

J  RI E崎駅北再開発 ( 計画中、

尼崎市 ) 他

すいせんのことば 西口勝三 青年技術者のことば 今どき 、集合住宅の水洗便所で間違 って 洗1毘

1庄は数多 くのプロジェクトを- t I l 当

し、そのたびに新しいテー 7 をこ

なしている 。ヰ? にニーズに対して

の説f!} 刊ーのあるコンセプト 自IJ リに

をする者 I;l: ｾ、ないだろう 。し かし住宅が文化の重要な パラ メ ター

だとするなら、われわれの住文化の現状は、使器で洗濯する段階か

ら一向に変わ って いないとい って も過言ではあるまい。その係閣が、

例えば戦後の大i止住宅()I，給の中心であ った住宅公団にあるのか、あ

は、優れた能力 を5N草している 。 るいは住宅をひたすら消費財と見せようとして きた市場メカニ ズム

バランス感覚に 優れ てお リ、 セン にあるのか、それを糾明することは私の関心司王ではない。

スの良さで、41尖て1 内mーのある 作 賞理論、住宅には| 以らないが、 「優れた住宅とは何か」という |問題は; ut

品を produce している 。 計技術的には完結しえない ｌ のである 。 住み手が自分の ｊ［ ｆ，ｌｩＺする こ ｉ ｾ

地や住宅の固有性を認議し 、fl ' [ 極的に係わ っていこうとする安勢を

見せない限り、文化として住宅を捉えることはできないか らだ。そ

のためには 、しかしまず技術者が自分の回答を居住者に提示すべき

だという鶴と卵の関係があるが、私はその回答静IJ を示せなければ助

事は前に i韮まない と思っている 。



企画から施工までを支援するC Gシステムの開発と利用

新たなI l fJ 発を i下うものがある 。 このようなものに

ついては現業部門か らの依頼を受け 、作成を行 っ

ている 。実際に C Gの作成を行うことは 、現 業 の

ニーズを吸い 一l二げてシステ ムにそれを反映させた

り、新たな 表現技術i を開発する上でも効果がある

と考えている 。

C Gシステムの開発とその目的

建築の生産活動を円治に進めていくためには、

設計 ・地工の担当者が、自分i主の意図することを

建築主や近隣あるいはさらに広〈社会の一般の人

々に正しく耳11解してもらうためのプレセ' ンテーシ

ョンや、さまざまな検討をするためのシミュレー

ションをわかりやすく行うことが重要である 。 そ

のため 、昔より絞型、 パースなどのツールが使用

されてきた 。

コンビュータグラフィ ックス ( 以下 C G ) は、

ツールの中では新しいものの一つであり、建築分

野でも 1980年代後半より、徐々に使われている 。

C Gはデータの正確な作成により、正路で信頼位

のある画像を作成することができる 。 また税占や

色などの変更が答易であるため、さまざまな視点

からの画像を作成することや、比較笑を数多く作

成することが容易である 。 さらに視点を徐々に変

えてビテオなとに収録することにより、アニメー

ションを作成することができる 。時間的な変化や

視点の1I i7J きで計画者の意図を表現することができ

るという点て¥模型やパースとは呉なる 。

外観の表現

(クリスタルタワー)

外観の表現

( Y 計画)

しかし、建築分野における C Gの利用は始ま っ

て余り H寺閉が絞 っていないことから、需拡題も多く

あるのが現状である 。伊IJ えIf 、J)l.，(: EC G を作成す

るための y ステムはいくつかrl1 j阪されているが 、

それらは画伎を霊悦しているため川園速度が非常

に遅いことや崎ll"1の技術者を対象にしていること

から、設計者が機械の前に座 って指示したり、操

作したりするのには IIoJ いていない 。従来の建築分

野で用いられてきたツールと同じように C Gが用

いられるようになるためには、表現の質も大事で

あるが、データ作成から出力までの作成にかかる

時間が 短い ことや、 ｾｉｴ にでも操作ができるという

ことが必要であると考えられる 。つまり、建築分

'j l-[ 'lc;J けに特化したシステムが必要であるといえる 。

このようなことを念頭に置きながら、在、は情報

センターにおいて、 C G技術を現業ーの場で笑 l努に

円安える技術』 にしていくことを課題として、シ

ステムや表現手法の Ｑ ｾ ｦＮ ｊ 発業務を行 っ ている 。

C G作成業務

C G技術は進歩の途中であり、作成する内答に

よっては 、現業で行うことが難しい表現技術や、

外観の表現

(P&G FAR EAST，inc， J APAN HEA∞URTERS  AND TECHNICAL CENTER)  

内観の表現

(P&G FAR EAST， inc， J APAN H日 開 URTERS AND  TECHNICAL  CE肝 ER)

笑際に、作成した C Gが効果を発僻している分

別は非' .:j :，に丘、い。具体的には、企画・設計段階で

のil 'l' iilli の外観や建物内部の表現や数値シミュレー

ションの結来の悦覚的な表現、 Hl 縦な地工 )j' 法の

説明自 ｾｊ な表現なと表現の対象も非常に多岐にわた

っており、用いられ方も設計者自身の検討からコ

ンペ ・提案なと' 受注活動でのプレセツテーシ ョン 、

一般の 人々 への P R までさまざまである 。

今後の課題

C G機慌の高性能化や表現技術の進歩に伴い、

建築分野での C G利用はようやく実用段階に人 っ

たと忠われる 。 しかし、まだすべての建築技術者

が答易に使える技術であるとはいえない部分が多

くある 。今後も引き続き C Gが5佐にでも ri>Eえる

校術』 となるよう開発や環境の整備を進めていき

たい。 また、 C G技術自体も進歩を続けていくた

め、新しい技術を取り入れて表現の向上などをは

かり 、強力なツールとなるようにしていきたい。

数値データの視覚化

( 駐車場内交通シミュレーション)

施工方法の税日月

(デルタ工法 梅田第一生命)
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北 原 英 雄

生年月日 1963
1
1' 1  n  17日

最終学腹 1987i ド3 F 1 大阪大学大年' 院工学

研究科環筏工学専攻

修士ｾｾ，ｦ工修了

職 If}j Ｑ ＹＸＷ 年 Ｔ 月 Ｈ 附竹 中 工務 ｊｾ ｾｩ 入社

1988年 4 J.Iより Mt輯iセンターに

おいて現戦務tu当

就職務の ｩｬｬｾ 分野におけるコノ ビ ュ ー

主な担当 タグラ Ｗ イ ｾ 7 えの校術開発

および利用支緩

ill 築設計 C A Dンステムの開

発、巡)11

すいせんのことば 西川 l富士雄 青年技術者のニとぱ 建築r ，r 似J のさまざまな場而で、関係者にプレ

未成熟な技術である C Gに秘! ( j lj的 ゼンテーン ヨンを 行ったり、シミ ュレーションを行ったりすること

な発売日、で! 日j 発改良を行い、各般プ が、生産活動を円治に進める上で霊聖書とされることが多くあります。

ロジ ェクトの建築主 、設計者が、 C Gはこのような目的に非常に大きな効果のある道具だと思います。

よりよい品質の椛恕をまとめる上 最近、 C Gを用い てプレゼンテーションを行った り、シミ ュレーシ

でC Gの利用を不可欠とした 。 ョンの結来を悦1t 化することが多くな ってきたのは、これらの労1)'*

今後、より容易に C G を活用する が広〈認められるようにな ってきたからだと 思います。私は CG: . . -

技術の開発と C G作品の sl j j 主にお ステムの開発を行う - fJ で、実際の計画に利用する C G を作成して

いて、彼のがI 践がJUli 与されている 。 いますが、最近の C Gに関する技術の進歩は著しく、数年前では難

しか ったことも表現が可能にな ってきています。ただ実際の場て中l

用してし、くには、作成の省 1J 化や操作性の向上、効果的な利用方法

主どまだまだ問題 1，'1，が多い のが現状です。今後は C GがNlt にでも使

える技術となるように研究開発を行 っていきたいと思います。



タイル割付システムの開発

ttl 村 Ml では、 1984年よりコンクリー卜図を中心 で 1 日弱と、かなりの効率ていタイル訓付をするこ

に、コンビュータを利用して地工図を作成してき とができるようにな った。

た。 しかし近年、建築の多様化により絞雑な形状 (2)  タイル割付データベースの機築 による現実に

の建物が多〈出現し、現行ンステムの機能 U Pの

ニーズがｾＡＱ ｬ <  tUてきた 。

特にタイル11'1J付図に| 期してはその要望が大きく

今回、私がチーフとなり、 1 年間、 48人月の工数

をかけ、約 12万ステ y プの新タイル割l付図作成シ

ステムを開発した 。

システム設計での留意点

すでにコンクリート図作成システムを中心とし

たJA工図 C A OO/ ステム C  A  S  0 " を外l仮して

即した柔軟なシミュレーション

タイル吉IJ付 データベースとは 、建物全体の害IJ 付

情報を一括管理したものである 。具体的にいえば、

通り芯 ・階高等の建物共通情報、使用タイル寸法

. 目I也i ! 刊の種類、関口の位置 ・大きさ等の割付情

報を、相互の関係を持ちながら単秒、に管理してい

る。制イ寸シミュレーションは、プログラム内部で

は、このタイル割付データベースとのデータのや

り取りになる 。

建物全体をデータベース化することにより、周

いるが、その運用においては、社内でも、導入他 辺の割付状態を細かく把燥しながら割付候補を提

討においても、建築技術者と、建築についてはZ草 案することが可能になり、利用者はコンビ ュータ

門でないオペレータの両者が共同で作成している と対話しながら 、次々と割付を進めることができ

場合が多〈見られる 。技術者不足の折、タイ j レ出l る。 また変更の対応については、例えは隣l口の納

付図作成システムも当然そのような運用の要求が まりに変更があれば、一つの関口を変更すること

あると子怨されるので、それに 7 ンチしたシステ により、同じ納まりを持つすべての| 井l ロを変更す

ムを開発する必婆がある 。 ることができるなど、建物全体を 一括管理するこ

また、タイルの割付は、コンクリート図を作成 とのメリ y トは大きい 。

する以前の比較的早い l時期に短期間で行う必要が (3)  各種害u付図面の自動作成による作成効率の

あり、かつ設計変更も多〈発生する部分である 。 向上

それらに対しても俊敏に対応できるンステムを考 書IJ 付シミュレーションが完了すれば、画面より

えなければならなし、 。 指示するだけで、任意の場所を任意の縮尺で各種

これらの留意点を念頭におき、次の特長を持 つ 割付図 ( 平商事IJ 付図 ・断面割付図・立国割付図 )

た γ ステムを開発した 。

システムの特長

がタイル割付テータベースより、ノ{ . ''/ チ処理ーで次

々と自動作成される 。 あとはオペレータが図面枠

を配置し、寸法等の重なりを整理し図面の体裁を

(1)  単純作業と思考作業の分離による技術者の負 控えれば 1 - 2 時間で割付図を完成することがで

担軽減 きる 。

現イ玉、総工図 C A OO / ステムの多くは、図而を 訓十l 作業を行 った建築技術者と最終的に図面を

作成するだけ、つまり製図機能を有するだけ の も 完成させるオペレータとの聞には、書IJ 付図自動作

のである 。 ところが施工図作成業務の 中心が製図 成 プ ログラムがあるので、連係がスムーズにいき、

かといえばそうではない。特にタイル書IJ 付におい 建築について専門でないオペレ タを導入した場

ては、製図以外の部分、古IJ 付作業が主であり、そ 合にありがちな、指示をするのに手聞がかかると

の部分にコンビ ュータを利用しなければ 、 システ

ムとして意味がなし、 。 また、その害IJ 付作業さえ建

築技術者が行えば、平面害IJ 付図、立而書IJ イτl 図等の

各種省IJ 付図 f副作成は単純作業となり、建築技術者

でなくても可能になる 。

そこで当システムは、 ｾｭ 十 ｬ シミ ュ レーシ ョ ン音 Ｑ Ｑ

分と省IJ 付図面作成部分を完全に分離した 。 その結

果、担当建築技術者は、制11かな C A O操作を覚え

ることもなく、タイル訓イτl 図作成の中心である吉IJ

付の思考のみに専念することができ、 2 x  5 スパ

ン10階fhll 交の建物で、すべての苫IJ付を終了するま

い った問題も発生しない 。

また、吉川付結果をコンクリート図テータに反映

させるのも 、割イ寸図が完成されるのを待たずして 、

タイル割付データベースより自動で行われる 。

今後のシステムの発展

今回開発したシステムは 、今までに開発した C

A Oシステムと比べ 、人!日1の思考の一部をコンビ

ュータに負担させたという点で 、一 歩進んだもの

にな ったと思 っている 。 しかし開発当初 、比較的

単純だろうと考えていた割付のアルゴリズムも、

一

ン

一

理

"

一

泊

一

加

一

一

ト

一
↑

誌

|

二

一

!

と

↓

一

付

-

ン

田

( コンクリート固と共通)

自宅L&映

|  コンクリ ト図 |  

タイル割付データベース

割付シミュレーション・提案してくる割付候繍の選択

割付シミュレーション・平面倒口の位置、伸縮目地位置の決定

オベレーターによる立函割付図の編集

具体的に分析していくと 、複雑でかつ暖昧なもの

であり、目標としていたコンビュータによる完全

自動割イ寸は、まだまだいろいろとじ っ くり研究し

なければ実現は縦しいと感じた 。

今後は、当タイル割付ンステムを使 っていく中

でシステム利用者と意見を交えながら、入閣の思

考に沿うような動きをするよう、改良していき 、

よりスムーズな対話を目指したいと考えている 。

また、その中で 、 コンビュ タによる完全自動割

付の可能性も見えてくるのではないかと思う 。
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ki 終' 芋際 1I{!，f U57年京榔工主主繊維大. ，' { 工会

宇部主11築学科平業

来 日't 1昭和57年松村まtll 人社

大阪本的工務部

昭和601!" ;'，q主ぞ1・J'! lt 本書1¥"IBl 司法

作成/J.. f/.... コンクリ ー 卜図作成システム

コノクリ ー ト、引枠数百; : $' ) : /1-1

f/i門出世図作成 y ステム

Jミ列:l川付凶作! 主ンステム

附段詳細l図作成ンステム

タイノレ内l付匡l作成 ンステム

仮設計画図f午成ンステム

すいせんのことば 山田博司 青年技術者のことぱ コンピ ュータ のハードウェアの予定! を超えた

彼は現場経験と プログラム作成経

験を見 ｊ ｊ ｾｉ こ融和 ｬ させて、地工図 ｃ

A D化のうち、最もシミ ュレーシ

ョン の必要となるタイル;lfIJN:...- ス

テムを 完成させた 。施工図に限ら

ず、建築 C A D化に対する情熱に

は目を見様るものがあり、優秀主

背年技術者として 、ここに帰服す

る。

進歩により 、従来あきらめていたも の もy ステム化することが可能

にな ってきた。今回の開発て¥今までは技術者の道具に過 ぎなか っ

たC A Dンステムが、人間とともに考える良きノ ごートナ になり f斗

る可能性も感じることができた 。

経験の浅い技術者でも、経験12かなンステムを パートナーにもつ

ことで、{ 符校能力をフノレに発 jjjl できる、そのようなンステム・を目指

して、今後も開発に 1;t 4J; ; していきたし、。
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旧 伊 丹 郷 町 に 建 つ 『新 ・ 町

家 』 コンペ入賞 者決 ま る

今も 1凶! 歳や閥家が: i i l i なる旧伊丹郷町 に敷地を設

定して、兵庫県伊丹市はその敷地に建つ 『新・町

家』 のアイデアコンペと設計コンペを笑施した 。

生前線式の変化や、まちに 1主むうえでの現代的

課題を背景に、伝統的なまちなみの中の新しい町

家 『 新 ・町 家』 への提案は 全国から 数 多 く寄せら

れ、 9 月29 日の帯査委員会( 委員長 高 僑 統一 氏 )

で? 存在し た結果、入賞者4 が決定した 。

入賞者は、 10月19 日に伊丹市内のアイホ ールで

|井lかれた伊丹市制50周年記念事業 「都 市 ・住宅シ

ンポジウム」 で表杉された 。

Ml都〈アイデアコ ンペ〉

最優秀賞 (市長賞) / 末松利紀( 大阪市) 氏作品

;t"、、

第2部〈敏計コンベ〉観題1( 1日:大坂道に建つ二世帯住宅)

最優秀賞( 建設大臣賞) / 正井徹( 大阪市) 氏作品

デ ザ イ ン ・ コ ン ペ 大 阪' 90入

賞作 品 決定

デザイ ン ・コ ンペ大阪運営委員会 〈大阪府 ・市、

大阪商工会議所、 Ｈｬ ｬｾ ) 大阪デザインセンターで締

成〉が 「自然、としたしむ子供の遊具 ・用具」をテ

ー? に公募していた 「デザイン・コ ンペ大 阪 ' 90j

は 、応募作品 111 占、の 中か ら大賞 l 点、優秀' 11" 2 点、

佳作 3 点、奨励賞 5 点 、入選 4 点を 選 ん だ。

・大 1'¥ r ネイチャーズ スロー プ」

ｻｊｾ 本陣 百 ｊ ( 34;夜、東京、シ ャープ勤務 )

・優秀れ r C A S A j 桑原淳司 ( 37歳)

「バランス ポ ップ」 知l川正之 ( 53歳)

. 第 1 部 〈アイデアコン ペ〉

政優秀n 末 松 平1) 紀 よ阪，Ii 車 川l紀.l J t 約問所1

{' .皇 秀 n 架 林 川l代チ ( 'j 、以 di .T E A MK 2)  

優 秀 賞 ( 大 森 正 佼 加岡市 JL州ii 商工11大貯院i

l 幸 家 太 白[¥ff，i岡市i L郎、荊J l 1kk学院

佳 作 3 点( 氏名目許 )

. 第 2 部 〈設計コ ンペ〉

・課題 1 (北少路村に建つ唐舗併用住宅)

J，止優秀n 新 保 1命 :l;f. 恥崎市・高利f郎設計・1¥務所)

優秀' f t ジム ・ア レン ・オトウール ( 大阪市)

1長 秀 rt ( 怖 本 直 燦 k阪，Ii あと'1 え あーさ

{ 山 崎 雅 司 ( E . C .  R )  

l 版 ;J; J  育 代 ( あと りえーあーさ )

{[ ， 作 3 な ( 氏名目色 )

・課題 2 (旧大坂道に建つ二世帯住宅)

最優秀' [ t ，正 井 徹 k 飯，Ii ・正井徹雄事設仲間所)

優 秀 賞 l片 山 孝 志 (，似 市 (附 日挫設計)

声 百! ?1' 之 (西日市 {附日佳設計)

栄 宏 之 1 m市関西k学大学院)

笹 l司 浩 司 ( 信良県 'j 陀 ・(仰鴻 池m)

'j' ;' 原 まりも m而 T! i 附大林組 )

東 j羊 子 ( 大和 ml 山市・( 附大林制l )

優 秀 n 本 国 圭 一 ( 大阪r ! i .第二工房)

ｦｾ＠ f乍 2 点 ( 氏名目骨)

f 十二豆

下アL J

ｉｬ ｉ ￐ｴＡ ｴ ｉＤｬ ｉ 仁 建ヅ清帽 ｉ ｾ

M1部〈股計コンベ〉課題1(北少路村に建つ庖舗併用住宅)

最優秀賞( 建設大臣賞) / 新保倫輩( 千葉県) 氏作品

「ネイチャーズスロープ」選評

f 供の遊びの基本 (J(J なとこ ろを 押さえ

たアイテ'アカf よい。

ド1枇的中町総とh ¥'Hくとの，(I 按 郎J な触れ

合いが、主たる目的で、この道具を使

ヲ場を傑し 、丁 JD: よい聞の幹を探す行

動に 遊びの動機を設定している 。そし

てこの道具は木なリなど自然との遊び

をみ発する単なる脇 i生だとしている 。

アイデアむ単純明快だが、この脇役道

具 の形状デザイ ン も単純明快で毘 L い。

あま りわかりやすいので何か議とし火

があるのではないかと 思う くらいだが‘

使う機能や安全性に! 日1姐はない。ただ

成形合板 をi止うにしてもこのサイズで

の1111工は大変だ。けれどもや って でき

ないことはないので不聞に付した 。

第 2 回木造住宅デザ インコンク ール

「私のまちの木のすまい

一四季 を感ずる 家 一」

木造住宅デザインコンク ル実行委員会 〈例日

本住宅 ・木村校術センタ一、間日本木造住毛産業

協会、件臼日本ハウスビルダー協会、( 紛全国 中 小 建

築 エ サ工業団体迎合会 、朝日 新聞社 で構 成〉 は 、 多

係化し ｲ ｾｩｪｊ Ｎ変化する住まい手 のニーズに 応える フ レ

ッシュで意欲のある提案を必集する 。

設 計条件 木という素材 が持つ高 い価値 を再認識

し、これから の時代 のニーズに 応える

こ とのできる木の住ま同とそ こに生ま

れる快適な暮らしの提案を求める 。

- 延べ床面積 120111' -220111'  

而績は必ず表示す るこ と

・課題「私 のまちの木の住まい - ;.";1) 題

liq 季を感ずる家」に沿 った、自由で笑

現性があり、斬新でアイデア ・工 夫 に

日んだ提案。

j): . t Ie区分 第 I 昔日 ( 家庭の音1¥) 伽1入、グループ

第 H 音[¥( 工業高校生の書[ ¥) "  

第m部 ( 設計者の音1¥) "  

第 W音1¥(建 築 工 事業者 の苦[¥) 中小工 務 応

応募者は日本国在住者に限る 。

受 付 JU) fJJ) 平 成 3 年 2 月 1 日制 - 2 月15 日附

受付 場 所 側 日 本 住 宅 ・ 木 材 技 術 セ ンター( 干 100

東京都千代田区永住IIIIT2-4- 3 T  E  L03-

58卜 5582)へ郵送のこと 。

'舟 ft 委員 委員長/ 芦 原義信( 建 築 家 ) ほか 10名

応 募 図 書 く第 l 部〉

A  2判のケント紙または厚紙 l 枚 に 、間

取り図、スケ ッチ、文章立どを使 っ て提

案説明をする 。

〈第 II 部、第 III 音1¥、第 W音1¥)

A  1判 のケント紙または厚紙 l 枚 に 、平

而 ・立面 ・断面 ・パース 模 型 写 真 ・

趣旨説明などを作成する 。

表現、仕上 げは自 由。パ ネ ル化 は 不 可。

詳細は、 ( 財 ) 日本住宅 ・木材技術センターへ問い

合わせられたい。
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. 投稿

白と緑100 と200 日本建築協会ゴルフ同好会和歌山 支 部 辻 本 豊

昭和]45年 10月、もう 20年も前の訴で恐縮です。 ゴルフの布 ｪｉ 髄を、安雌 Ｑ 変 ｢￭ｾ さんにはコ ・ ルフと ｻ 士 ー ｉ ｾ

当時の和歌山県の建築士会の会長島村佐次郎先 と、いろいろ御教授! 切りましたことを思い出します。

生と日 ｉｊ 会長の縦 ＡｾＴ を夫先生が近畿の建築士会協議 日本建築協会のコンペには何 IITIもi長勝させてい

会に 出!市されていて、当日の夕刻、迎えに米いと ただいておりますが、このような区切りの固に 1涯

のお話がありました 。 中之島公凶で雑 t' i先生のドI IJ 存できましたことは !::汁I 、総 i'iill ，j liii 会長のお l'主と

家用車 ( 今は 7 ル? と言いますが) に来せていた 思 っております。

だいて、私の運転でJ 1s 尾コe ルフクラブに向かいま i昭和45年 10FIには liI) ，' 1己のお 二 人の |ー会正副会長

した 。 チャンパーに泊まり、翌日は日本建築協会 と、いろいろ教授賜りましたことを思い出します。

の第 1001IT1コンペに 出場して 、和歌山勢としては、 また今回は 200回記念に前注目志和歌山県建築士事

初めて広が優勝できました 。 当日 、仏村先生 、雑 務所協会会長と参加、内分がiii' ti 会長に 引 き続き

ｴｾ 先生お二人を お 送りする車 中、 何時 間 かにわた ｊ￬ 代士会会長として ｈｾ 上品でき優勝できたことは本

ってや辺 、優勝-t ll. i' i 会をやれ / ゃれ 1 " と、後! 市 当にうれしい阪 リであります。 300回優勝を 20年

で言われながら、仁i やかましい先輩会長 、刷会長 後にできますように、 一 府村 進して頑漏りたいと

のお 言楽に反して帰和 したことがlI i' 日のように 忠 存じます。

い出されます。 もう お二人の先生I J はすでに逝か 佐野正一会長のもと、日本位築協会のますます

れて亡く、さびしい限りであります。 それから地 の発展を祈念して、私の似しさのあまりの白と林

忠1政人さんには優勝祝い金を、川崎敬三 さんには 100 と200 といたします。

鉄 鋼 製 品 に S I 単 位 を 導 入
ワイヤーロープおよび鋼より線における51単位導入

I  平成 3 年 1 )1 以降ri一文のワイヤーロープ、制

工業技術院の指導に法づき 、千成 3 年 l 月 1 1:1 よ り線などには 、すべて S 1  Ij i 位を適用。特 に J

から鉄鋼、 非鉄令属 、決桜製品の J 1  S が 、一 行 1  S 製 I日t については、 S 1  ij i.f立のみを迎 IfJ しない

に S 1  lji 位に切り伴えられることとな った。 と J 1  S マークの表，)、ができなくなる 。

H 本鋼索工業会傘下の鋼索業界の裂11-hにも、以 2  ただし、平成 2 -"1三 12月31日までに製造所みの

卜のように S 1  ijl 位が係り入れられる 。 製品およびそのH寺点で裂造 q' の事11171は、平成 3 年

*  Ｑ 月 ｬ 日以降でも ｗｾ 断術 ｭ のｉｪ ｬ f立を従米単位( tf c&

S I lji. 位は、仏語 : L e  Sys t eme  Internat i onal  ，); ) のまま J 1  S 7ークを表，)、して tl H' ，:iする場合

d'Uni t es ( 英語 Int ernat i onal  Syst em of  Uni t s )  もある 。

の頭文 'j<からと ったもので、「間際単位系」のこと 3.  S  1 単位ではワイヤー ローフ。の破防f1: :i.i fr およ

である 。 び制より似の 引リ長1' ，:iill の Ij J.f立がtf から k Nに 、止; 線

S I lj i . 位導入の必要性は 、簡潔に言えば r 1] ，1際 化 の ') I  ｾＱｾＱｲｴｩ さの単位が ｫｧｦ Ｏ ｭｭ Ｒ
から ｎ Ｏ ｭｭ Ｒ ，こ変わる 。

に対応できる Ｉ ，ｾ本条件を整える」ことである 。 日 4  成紋表は S 1  iji. 位で記 .1在される 。従米単位の

本も批 ｩ ｦ 在している ￮ｾ 易の技術的障苦手にｼ刻する協定 ｦｪｦ ， Ｑｾ はしない 。

( ガ γ トスタンダードコード ) には、間際it 易の 5.  メーカーと山' w 家との協定規絡 ( 協定{士械 )

ｪｽｾｾ筈とならないように各国が焼絡を制定 ・ 適用し、 に l. l i づく製品の 中、 J I  S 製11-J』以外のものの S 1  

またその制定に際L て国際規格をJ J ; i棋とすること iji_ 位化については、その切り符えを‘ l' 成 4 年 3 月

が、規定されている 。 までに完了することを目燃としている 。

ワイヤーロ ープおよび鏑よ り線の J I 5 で使用する主な 5 1単位

i止の MHおの 5  fiL 1; i: 米1I l.位

名事1、 特性値r. .fii :  モii cし りつ句 読 み )j
局L 義 ス川;じり の ｾ ￨ 巧

11 ¥at  'l'i f辻 kg キログラム kg kg 

J J  {O:i  E  N  ニュートン

IN = lkg '  m/ s' i¥ kgf 

IkN = IO' N  k N tf 

I. e， ) J  

gr張強さ、

N / m'  1  N/ mm' =  IO' N / m'  N / 皿m kgf /mm'  

降伏点、耐力

51単位系の換算式 暗号 検事悼の 位仙の 礼的 )j は J IS Z  8'0'  (1'1. 111円 九 向 }j ) による.

特性I1立の名; 休

従米 '1111 → S  1  '1¥11  S  1  '1'. I; r →従米 '1' .1主

換 1J. 式 r.(f，(i のh め方 換 1J. 式

般 断 術 i1i :

A  (k i¥) = 日 (I f) X 9.80665 

イI却j 数 i: 3lir 

Ll (11) =  A  (kN)γ 9.80665 

づI ｾ ｬｬ＠ {! :i  i1i :  に九める

IJ  ｬｾ［ 民強さ
A  ( N / mm')  =  B  (kg f / mm')  X  9.80665 格数に』しめる 日( kgl /mm') =  A  ( N/ mm) ム 9.80665

降伏l: l:、耐) J

換覧{ 列 (1 )  6  X  24 .  20mm.  G憾の破断 (;1 ;fl の場介

18.7  (  1  1) X  9.80665 =  183.38→ 183( k!¥) 有朗叡字・桁目 ( 小量生' 匹 1位 ) 田 裕 盃 入

(2)  6X 19.  14mm.  G 種の破断仰市の場合

98..1  (k!¥) 79.80665= 10.03'1→1 O.0( 1  f) 有助 設字‘ 桁 目{小量篠 2位 ) 四 姶 五入
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東海支部主催「建築工事

実務講習会」報告

日 時 平 成 2年 9月27日体.) 9: 3日- 5 : 00 

場所 名古屋市中区栄 4 丁目 3 - 26 昭和ピル

鴎義科目と様師

(1) 施工計画

清水建段側名 古屋支庖生産 シス テム部長 岩回正弘氏

(2)  仮股見積

働大林組名古屋支庖工務部工務課長代理 佐疎遠雄氏

(3)  積算喋務

側竹中工務庖名古屋支庖見積部1" 部長 尾関友四郎氏

「処築工'. '1¥実務 J昨門会」 は、点 if .リ文 li ll としては

初めての企 11111であ り、 建設業の J缶詰t とその多忙な

ｊｊｌｩｬ ＱＮから、受識の応 ￡ｾ 者数の Ｑ ，ＧＱＮてがたいへん心配し

ておりましたが 、定以 ( 80名) を1. : ，担る 931' ，の tI ¥

If/;を 得 て、大変な' I o)¥:il l.て、した 。

当日は、 9 ) 1末とはいえ j止し 比一い一 円でしたが、

受泌される万々のｬｒまりはきわめてｉｩ ｬｩｩｩｊ ｴＮ ｪ て ｜ｅｉ 昨 ｾｾ ＿ ｬ

会は￭Ｎｩ三五 ｉｊ ｩｊＮＡｪリに、 ，，Ｇ Ａゐ立［古 ＱＱＱ 是の挨拶で ｾｦ￬ まりまし

た。

J比五i は取りっきにくい地工計 阿 とfli ぷ凡刷、 i収j見t  

ｴ吟幼 ｌ品［，夫 λｊ 務 ｅ の ｊ人法 ｈ 回礎Ａ足 ｅ てで酬 ある Ｔ制 ｦ氏 ｴｾ 灼 ＱＺＺ［ 朱立

l下lド.;"y.府{ 予!前i引拘ii 1後去の段|ド附;椛骨てで，、特に配慮すべき 'j'; [(i 等実務

l自lでのいろんな問題を制11かく 'IW'II を kげて進めて

いただきました 。

こうした議i句会では、五) ' <: 1去のぱlになると疲れも

あってi主" ，で-jJll，?; される方も見受けられますが、

今 1111は、 llif :五の tl 'tn: ; t 務まで一 人の j込11: .f"i むなく、

Ｇ［Ｑ＼Ｚ りつめた緊 Ｇｊｊｈ 必の ＢＱ で熱心にｾｾｾ， ｉｉｉ ｙ ｾ していただき

ました 。

これは、，講義の内谷が日 'i ;:; ;目指に l丘1(lj している

Ａ日 ｪ 組で ｬ 見 ｬ 心が ｲｾ ':jか ったこと 、講師の諸先生があ一

線て Ｇ ｾ ｩ ［ｲ ｩ ｾＯｾ されている起 ｩ ベテランであること、員 ＱＱ し

い・1'; 州をきわめて分かりやすく解説していただい

たこと、講義の組み立てが良〈桜壊されていたこ

とであ ったと思います。

この， ｦ ｬｬｩＭ ｾｐｬ て｜参加 ｬ された皆さんに少しでもお役

に立てればと思いますし、また、次の機会に役立

てるようにいろいろ分析を行い、 i放力ではありま

すが、 ｍ らかの ｉｦ ｾ で社会に氏献したいと思 っ てい

ます。

故後に、多大なご支 :Wをいただきました協会本

;ll) の符さんに厚くお札を咋l し上げます。

日本建築協会東海支部 寺 本 英 一



特 集

和 歌 山 県 の 展 望 と 景 観

作品

和歌山大学教育学部附属小・中学校校舎、体育館

高野口町産業文化会館・高野口町温水プール

ニッセイ和歌山ピル

フォレスト橋本

〈仮称〉国立新病院( 和歌山)

ヒューコーストすさみ

和歌山県ふるさと建築f美観賞受賞作品

座援会

和歌山県の近未来への展望

和取山県のビ ッグプロ ジェクト

コスモパーク加太計画

悶辺湾総合リゾート開発計画

和歌山マリーナシティ

和敬山の住 まいづくり

紀の掴ウッドタウン

紀州の家認定住宅

制歌山支部制集委n会( 順不同)

北山俊、 .'j. 地f I i . 県 llli l E四郎、附 険、尼 i二 枚、大手 ll J 隆之、雑貨幹央



和歌山大学教育学部附属小・中学校校舎、体育館

基 本 設 計 和 歌 山 大 学 事 務 局 施 設 課

実 施 設 計 教 育 施 設 研 究 所( 建築 ) 、斉藤設備設計事務所 ( 設備)

施 工間組( 小学校校舎)

青木建設( 中学校校舎・体育館)

小学校校合を凶I自1よりみる。1i. 制11 は体育館

小下校卒|則ホール
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和歌山大学教行学部附属小・中学校正門

和歌山大学教育学部附属小・中学校校舎、体育館の

建築計画では敷地が、和歌山城跡、の風致地区て者E市

公園区域に位置しているため 、建物を勾配屋根と

するなど環境との調和を計画の基本としている 。

附属中学校に隣接して、小学校を配置し、管理諸

室は両校の中央に設けた 。 多目的ホール ( 1 学 年

4 クラス収容 ) 及び図書コ ーナーを備えた 「メデ

ィアホ ール」を中心に、南に普通教室練 ( 3 層 ) 、

北に特別教室 棟 ( 3 層 ) を配遣し、 中庭はコミ ュ

ニケーションの場として活用する 。

体育館はグランドに面して配置、アリーナ前面に

ピロティを設け、 211皆を武道場とした 。

( 教育施設研究所)

(小学校校舎)

所 在 地 和歌 山市吹上 1 - 4 - 1

敷 地 面 積 約65 ，0∞m'

建築面積 3 ，057-m'  

延床面積 6 ，728 m'  

構造規模 R C、3F

工 期 平 成 元 年 3 月一平成 2 年 2 月

最 寄 駅 J R和 歌 山 釈

f畳 影 西 本 ，羊

( 中学校校舎・ 体育館)

所 在 地 和 敬 山 市 吹 上 1 - 4 ー l

敷地面積 約65，∞Om'

建 築 面 積 校 舎 : 2，433m' 体育館: 1， 750m' 

延床面積 校 舎 ・5，346m' 体育館 1，828m'

構 造 規 模 校 舎 : R C、3F 、I F

体育館 田R C、一部S 、2F 、I F

工 期 昭 和63年 3 月ー平成元年 l 月

最 寄 駅 J R手口敏山駅

撮 影 西 本 洋

中学校校合北西前

中学校メデ ィア ホール
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高野口町は、霊峰高野山の麓に位置する 町で、

高野山参詣の交通路として古くから開け、ま

た大正時代以降は、九度山町、かつらぎ町と

共に、全国90% のシェアを誇るパイル織物の

産地です。

こうした 地域特性の中で、産業文化会館建設

事業は、 地域活性化 の第一歩として進められ

ました。 地域活性化即 ち街づく りは、文化 の

継承、経済の発展と共に人材育成も必要とし

ます。そのため、この事業は、文化活動とし

ての施設づくりだけを目的とするものではな

く、経済活動の発展促進を図り、さらに住民

の活動を支えるための施設としての役割をも

っています。

同会館の主要施設としては、大ホール、会議

室 ( 2室、内 1 室はスライデイングウオ ール

設置) 、 和室会議室 (10帖 2 室) 及び大プー

ル、小プール ( 児童用) となっています。

各施設別にみると、大ホールは、平面移動席、

立体移動席を設置することにより、文化、経

済両面から起こってくる様々の要求に、柔軟

な対応をしていくことができます。また、鍛

帳は、デザインコンペを行い、町内の織物工

場で織られたものです。エントランスホール

は、イベントホール及び地場産業展示場とし

て、経済面と共に、住民のコミュニケーショ

ンセンタ ーの役: 割ももっています。 また、 3

階には、屋上庭園を配し、周辺住民への緑の

配慮と、会議の疲れをいやす場として利用さ

れていくことと思います。

温水プールは、スイミングスクールの設置を

はじめ住民活動の場として、また青少年育成

と、町民の健康増進のための施設として活躍

をしています。 さらに、蓄熱槽にプールを使

い夜間電力を利用したヒ ートポ ンプ方式を採

用しています。 これにより、温水プールで消

費される電力費の低減を図り、省エネルギー

に役立てています。

これらの新しい技術と、長〈引き継がれてき

た文化の融合によって建設された産業文化会

館が、高野口のパイル産業のみならず、 町全

体の経済文化の発展の中心として、同時に町

民の地域活動のセンターポイントを占める施

設となることが期待されます。

(奥山淑子/ 岡本設計事務所)

25m温水プ- ) レ砂



ニ ッ セ イ 和 歌 山 ビ ル

設計監理 日本生命保険本庖建築課・竹中工務庖

施 工 竹 中 工 務 庖 ・ 浅 川 組 共 同 企 業 体

正面外観

50 控聾 と社全/ 1990司 I I I P;



所 在 地 和歌 山市六番丁 6 - 3  

敷 地 面 積 1，445 .93m'

建 築 面 積 1，027. 75m'

延 床 面 積 9，78 1.20m'

構 造 規 模 S R C、S 、12F、P 2

工期 Ｑ Ｙ ＸＸ 年 Ｑ Ｐ 月 ｾ Ｑ ＹＸＹ 年 ＱＲ 月

最 寄 駅 南海電鉄本 緩和敬 山市駅

撮 影 大 島 勝 寛

本建物は、 和歌 山市のシンボル ・和歌山城に

近接しており、周辺は官公庁が並ぶ市のビジ

ネス拠点に位置している 。

四周を黒とシルバーのアルミカーテンウオー

ルで、シャ ープさとのびやかさを表わし、表

裏の ない外観とした。

建物周辺は、正面( 南面) を 4.3 M、北面を

5 M後退させて空地 を設け、 :t直栽を 施 した。

又、通 り抜けのできる吹抜けのピ ロティをつ

くり 、利便性を考慮するとともに、 周辺環境

の向上に寄与 した。

和歌山城や、 市内が一望できる貸室は、 三部

開放の無柱空間て¥大きなテ ナ ント、 小 さな

テナント に も十分対応可能な自由度の高い明

るいオフィスとした。

( 井上宣延、中 馬達一/ 竹中工務庖設計部)

カーテンウオ ールのディテール

!f;過

r -・， r - - - 1 r---， r---， r-、 J l ，...--， 

岨路

配置図 ・ l 階平面図 : 800 
n 釜

51 



フオレスト橋本

設計監理 三井建設大阪支庖一級建築士事務所

施 工 三 井 建 設

所 在 地 橋 本 市 三石 台2- 2- 1

敷地面積 2，083 .73
m

'  

建築面積 1，404 .9S
m

'  

延床面積 1，963. 9S
m

'  

構造規模 R C、2 F

工 期 平 成 元 年 8 月一平成 2 年 7 月

最 寄 駅 南 海 電 鉄 高 野 線 林 間 田園 都市駅

撮 影 西 本 洋

52 峰 集 と社全/ 1990年 1111 可
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紀の 川の中流域の山あいの町橋本市、この柄本市

の北部地械で開発が進められている計画人口約 5

万人の自然12かな住宅都市、これが「橋本林陪i回

図者!lrfi J である 。 当ショ ッピングセンター「フオ

レスト続本」は 、こ の都市の玄関口である南海高

野線林i前回園都市駅の駅前商業地区の中心に建設

された 。この駅前商業地区は将来にわたってこの

都市の核となる地区であり、大型 ｩｾｴｊ 仮庖、 ＺｦｊｽＮＮ 門応、

ホテル、結婚式場、カルチャーセンタ一、その他

の施設が全体基本構想、の 中でスケジュールに合せ

て順次建設が予定されている 。

当フォレス卜続本が 2 階建と極めて高さを抑えた

設計としたのは、駅前の空間的広がりの確保と、

周囲の予定建物や背後の住宅地 と山なみへの充分

な視界を作るためであった 。 また建物の形も出来

るだけ屋般や壁は取りはずし パーゴラ 風とした 。

この建物の位置は、駅から住宅地への人功一用のア

クセス路と重なっており 、建物の通路がこのアク

セス路の機能を合わせ持つことになり、 10 m近い

住宅地との高低差を出来るだけ抵抗少なくアプロ

ーチ出来るよう階段の数を地やしまた、 24時間;対

応の為の一安全対策を施すなど、アクセス路が建物

の形態に大きく Ｉｪｩｾ 響を与えることにな っ た。

さらには、この建物の立地が駅の真正面となるた

めに、この都市のイメージを表わすもの M 顔" と

なるものという計画条件があり、結果として、 2

つのインサイドプラザ 自然" を取入れ四季を感

じる空間1を作ること、旦つ、シンボリ ックである

ものを考え、屋恨の上に突き出した巨大なケヤキ

をプラザの中 心に据える ことにした 。 このフオレ

スト続本は営業を開始したばかりではあるが、一

日でも早〈地域の人々に親しんてー l頁だけるように

なる事を望んでいる 。

( 山本稿日月/ 三井建設大阪支庖設計部)

プ ラ ザ砂

JlHm外観

プ ラ ザ



〈仮称〉国立新病院〈和歌山〉

設 計 厚 生 省 保 健 医 療 局 整 備 課 ・相和技術研究所

監 理 厚 生 省 近 畿 地 方 医 務 局 営 繕 課

施 工 清 水 建 設 ・東海興業共同企業体

54 . 篤 と祉会/ 1蜘 年11月号

所 在 地 利政山県回辺市新庄町i竃内

敷地面 積 50，934. 15m'  

建 築面 積 6，852.73耐

延床 面 積 25，726.08附

術 進規模 R C、81 、 6 F、P 2

ヱ 期 昭 和63年 12月ー平 成 4 年 3 月

( 兜成予定平成 4 年 10月)

. 寄 駅 J R紀勢本線紀伊田辺駅



ヒューコーストすさみ

設計監理 日新建設一級建築士設計事務所

施 工 日新建設工業・天光組共同企業体

所 在 地 和歌山県西牟宴郡すさみ町周参見字下モ山

535卜 12番地

敷地面積 5，377 . 88附

建築面積 1，135. 76附

延床面積 7，260. 83'"' 

構造規模 S R C、10F

工 期 平 成 2 年 3 月~平成 3 年 6 月( 予定)

鰻 寄 駅 J R紀努線「すきみ J 駅徒歩約 5 介

建築 と 凶/ 1蜘 年11 月号 55 
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趣旨

本県では、自然環境や歴史にめぐ まれた和歌

山県にふさ わ しい「ふ るさと」づく りを進め

ています。

あなたの身近にあ る、景観に 十分配慮、 した建

築物また は一定の計画の もとに車警備 されたま

ちなみ、伝統的な景観が維持されて いるま ち

なみを 推薦 していただき 、すぐれたものを表

彰する ことによ り、建築やまちなみの景観に

対する関心 を高め る とともに 、建築景観の向

上を図ることを目 的 としています。

( 各作品の F段のコ メント IJ : 選定理由)

杉 若 雅 宣 邸 南 海 林間田 園 都 市 城 山 台

昭 和60年 度 住 宅 部 門

所 在 地 図辺 市 新 万 114- 567

設 計 湯 川一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 湯 川 工 務 庖

昭 和60年 度 ま ち な み 節 門

所 在 地 橋 本 市 城 山 台

般 針 南 海 電 気 鉄 道

施 工 南 海 橋 本 林 岡田園 都 市 紀 見 目:地 区 J V

南 海 建 設 ・三 井 建 般

紀 南 の 気 候 を ふ ま え 、軒 の 出 を 深 く し た 本 格 的 な 木 造

住 宅 で あ り、 庭 及 び 場 に い た る ま で 充 分 に 配 慮 した 入

念 な 設 計 施工 が評 価 さ れ た 。

大 規 模 に 開 発 さ れ た ま ち な み で 、 歩車分間量が明砲にさ

れており 、建 築 協 定 を 締 結 して 建 物 の 形 態 の 規 制 や緑

化 を 図 る な ど 、 ま ち な み の 形 成 に 積 極 的 な 姿 努 が 肝 価

さt1.t:ニ 。

和 歌 山 東 農 協 営 農 生 活 セ ン タ ー 沖 野 武 信 邸

昭 和60年 度一 般 建 築 部 門

所 在 地 和 政 山市 栗 栖642

設 計 小 河 建 築2生計事務所

施 工 戸 国建 設

昭 和61年 度 住 宅 部 門

所 在 地 利 敵 山 市 雑 賀 屋町 8

2量 計 富 松一 級 建 築 段 計 事 務 所

施 工 日邦 建 般

田園 地 帯 に 立 地 す る た め 、 高 さ を 抑 え て あ り 、 タ イ ル

と ス テ ン レ ス を 効果 的 に 使 った個性的な建物であり、

重 厚 な 中 に も 近 代 的 で 続 し み の あ る 点 が野 価 さ れ た 。

伝 統 的 な 住 宅 の フ ァサ ー ドをもち、殺風景 になりがち

な 駐車 スペ ー ス の 両 側 に 緑 を配し 、 電柱 に も 配 慮 す る

な ど 細 か な と こ ろ ま で 計 画 的 に 処 理 し て い る 点 が評 価

さ t1.t.ニ。

八 塚 純 彰 邸

昭 和60年 度 住 宅 部 門

所 在 地 那 賀 郡 粉 河町 粉 河 191 2

設 計 金 岡一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 木 下. 12:

粉 河 寺 の 門 前 に 位 置 す る こ と を ふ まえ、鉄筋コ ンク リ

ー ト造でありながら 昔 の 住 宅 の お ち つ い た 雰 囲気 をそ

紀 州 信 用 金 庫 湯 浅 支 庖 宇 治 田 啓 造 邸

昭 和60年 度一 般 建 築 部門

所 在 地 有 田郡 湯 浅町 湯 浅 宮 の 酉 1796

政 計 彦 谷 建 築設 計 事 務 所

施 工 鹿 島 建 段

昭 和61 年 度 住 宅 部 門

所 在 地 和 政 山 市 古屋 6 8 - 9

政 計 デ ム一 級 建 築 事 務 所

施 工 松 下工 務 庖

道 路 か ら の ア プ ロー チ が開加 さ れ て い て 、 白 い鍵 を背

の ま ま 現 在 に 生 か し て い る 点 が評 価 された 。{ なお、今 i 醤 油 の町 の か わ ら 屋 根 と 白 壁 の イ メ ー ジ を 現 代 的 に 表 l 景 に 大 き な 木 が シ ンボリ ック に 植 え ら れ 、 通 行 す る 人

後 周 辺 の 他 の建 築 も こ の よ う な モ チ ー フ を 生 か し て 門 l 現 す る と と も に 、前 面 に 空 地 を と り 、植 栽 も 効 果 的 に l  に う る お い を 与 え て い る 等 、 こ れ か ら の 住 宅 の 方 向 を

前町としての雰囲気を圏直成するよう期待する 。) I  行 な って い る 点 が評 価 さ れ た 。 I 示 し て い る 点 が僻 価 さ れ た 。



南 海歯 科

昭 和61年 度 一 般 建 祭 郵 門

所 在 地 和 敏 山市 太図 115- 4

股 断 書 量 賀 段 計

施 工 野 島 建 般

優 れ た デ ザ イ ン 、 施 工 で 、 正 面 に 木 を 植 え る こ と に よ

り 竪 〈 な り が ち な 医 療 施 般 を や わ ら か 〈 ま と め て い る

点 が 評 価 さ れ た .

清 水 町 農 林 水 産 物 振 興 セ ン タ ー

昭 和61年 度一 般 建 築 部 門

所 在 地 有田郡 清 水町 清 水 1224

股 針 通 上一 級 建 築 士 設 計 事 務 所

施 工 坂 本 組

山 村 領 奥 へ の 積 極 的 な 努 力 が 木 造 の 表 現 と な り 、 木 の

肌 あ い を 生 か し た デ ザ イ ン で 木 に 親 し み を 感 じ さ せ る

点 が 評 価 さ れ た 。

白 浜 町 立 総 合 体 育 館

昭 和6 1年 度一 般 建 築 部 門

所 在 地 西 牟 宴 郡 白 浜町 2 9 - 3

般 針 岡 本 敏 計 事 務 所

施 工 大 林 組 ・実 光 組J V

現 代 的 な 優 れ た デ ザ イ ン 、 施 工 で ニ れ か ら の 建 築 景 観

をリ ー ド し 、 ま ち な み の 活 性 化 に 貫 献 し て い る 点 が 評

価 さ れ た 。

九 鬼 邸

昭 和62年 度 住 宅 部 門

所 在 地 和 敬 山 市 松 ケ 丘 1ー 11

設 計 デ ム ー 級 建 築 事 務 所

施 工 坂 上 建 段

か ま ぼ 二 型 の 屋 根 を も っ モ ダ ン な 2 階 建 の 住 宅 を 酉 に

寄 せ 、 庭 に ゆ と り を 生 み 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー トの‘ 堅さ'

を 茶 色 の 板 場 と 植 樹 で 和 ら げ る と と も に 、 サ ル ス ベ リ

が ア ク セ ン ト と な り 、 車 庫 の 奥 に 松 を の ぞ か せ て い る

な ど 景 観 に 配 慮 し 、 デ ザ イ ン し て い る 点 が 評 価 さ れ た 。

山 東 邸

昭 和62年 度 住 宅 部 門

所 在 地 和 敬山市 吹 上 1- 11

設 計 小 島正 義 一 級 建 築 設 計 事 務 所

縮 工 坂上 建 段

ゆ る や か な 屋 根 と 塀 の 瓦 の 水 平 な 織 が 落 ち 着 き を 臨 成

し て い る 本 格 的 な 木 造 住 宅 で 、 植 込 に も 配 慮 す る な ど

僻 か な 周 辺 の 環 境 に 飼 和 し て い る 点 が 評 価 さ れ た 。

塩 路 邸

昭 和62年度 住 宅 部 門

所 在 地 御 坊市 勝 因町吉 岡620

綾 針 宮 本 建 築 般 計 事 務 所

施 工 中平 建 役

門 か ら 住 宅 の 問 に 緑 化 さ れ た ゆ と り の あ る 空 間 を と り 、

低 く お さ え た コ ン ク リ ー ト の 塀 に よ り 視 覚 的 な 開 放J惑

を 与 え て い る 点 が 野 価 さ れ た 。

日 本 生 命 和歌 山 八 番 丁 ビ ル

昭 和62年 度 一 般 建 築 部 門

所 在 地 和 殿 山 市 B 番 丁 3 - 2

2量 計 竹 中 工 務 庖

施 工 竹 中 工 務 庖 ・ 浅 川 組J V

歩 道 沿 い に オ ー プ ン ス ペ ー ス を 確 保 し 、 ケ ヤ キ を 植 え 、

建 築 も 上 品 な デ ザ イ ン で 施 工 に も 優 れ て お り 、 こ れ か

ら の 事 務 所 ビ ル の 一 典 型 を 示 し て い る 点 が 評 価 さ れ た 。

九 度 山 町 立 河 根 中 学 校

昭 和62年 度 一 般 建 築 部 門

所 在 地 伊 都 郡 九 度 山 町 大 字 河 根 字 西 / 浦 77

段 計 図 式1) 建 築 設 計 事 務 所

施 工 桝田組

屋 損 に 勾 配 を も た せ 、 茶 系 統 の 色 簡 も 周 辺 の 緑 と 鋼 和

し 、 続 し み の も て る 学 校 と し て 地 区 の ラ ン ド マ ー ク に

もなっており、狭い盆地の中にうまくおさま って い る

点 が 静 価 さ れ た 。

勝 邸

昭 和63年 度 住 宅 部 門

所 在 地 和 歌 山 市 雑 賀 屋町 25

股 置 十 富 松 一 級 建 築t U十事務所

施 工 日 邦 建 般

入 口 の 三 角 の モ ダ ン な 門 構 え と 、 門 か ら 続 〈 ア プ ロ ー

チ 部 介 の 植 樹 と 連 続 し て ガ レ ー ジ 部 の 屋 根 に 植 樹 を 行

う な ど 景 観 に 配 慮 し て い る 点 が 評 価 さ れ た 。



藤 本 邸

昭 和63年 度 住 宅 鶴 門

所 在 地 利 敵山市 岩 橋 字 宮 ノ段 1001

般 計 一 組 建 築 士 事 務 所 仲 谷 護 和 & 段 計 工 房

施 工 川 崎 工 蝶

恵 ま れ た ゆ と り の あ る 空 間 に 縁 を 配 し 、 鉄 骨 造 で あ る

が 量 級 に 瓦 を 使 用 し 郷 土 風 の 雰 囲 気 令 創 出 し て い る 点

が 肝 価 さ れ た 。

島 精 機一連 工事 及 び街 路整 備

昭 和63年 度 一 般 建 集 部 門

所 在 地 和 敬 山 市 坂 田85

E量 計 デ ム ー 級 建 築 事 務 所

施 工 浅 川 組

新 し い 工 場 が 近 代 的 で あ り 、 自 己 敷 地 を 歩 道 に 提 供 し

歩 道 に 沿 っ て オ ー プ ン ス ペ ー ス を 碕 保 す る と 共 に 緑 化

を行っ τ い る 点 が 肝f面された 。

太 地 町 立 太 地 中 学校

昭 和63年 度 一 般 建 纂 部 門

所 在 地 東 牟 婁 郡 太 地 町 太 地 114

段 針 岡 本 段 針 事 務 所

施 工 日 英 建 股

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 進 だ が 屋 綾 に 瓦 を 用 い 従 来 の 木 造 校

倉の雰囲気を残し、圏直面にレリ ー フ を 施 す な ど 生 徒 に

難 し い 思 い 出 と な る よ う な 環 境 を 創 出 し て い る 点 が 評

価 さ れ た .

和 歌山ターミナル ビル

昭 和63年 度 一 般 建 築 鶴 門

所 在 地 和 政 山 市 友 田 町5 - 1 8

敏 計 西 日 本 旅 客 鉄 道

施 工 鉄 建 建 役 ・ 銭 高 組 ・ 鴻 池 組J V

和理主山の玄関口として歩道を広げ、駅前の景観に寄与

す る と 共 に 、 駅 前 の 活 性 化 の 核 と な っ て い る 点 が 評 価

された 。

月山邸

平 成 元 年 度 住 宅 部 門

所 在 地 和 取 山 市 新 高 町7- 28

般 肘 ア イ 般 計 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 前 趨 工 務 庖

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で あ り な が ら 、 周 囲 の 環 境 に な じ

む よ う 木 造 住 宅 の 外 観 を 持 ち 、 町 並 に 連続 感 と ア ク セ

ン ト を つ け る 一 方 、 大 き な 住 宅 に あ り が ち な 道 路 沿 い

の 塀 を 段 置 せ ず 、 植 栽 に 注 意 を 払 い 解 放 感 を 演 出 し て

い る 点 が 評 価 さ れ た 。

しみず温 泉健康 館

平 成 元 年 度 一 般 書 籍 部 門

所 在 地 有 国 郡 清 水町 清 水 1225ー l

般 針 量 回一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 坂 本 組

谷 か ら 丸 太 材 の 柱 を 立 ち 上 げ 、 八 角 形 状 の 屋 根 を 組 み

合 わ せ 、 間 伐 材 の 畳 や 造 形 を 積 極 的 に 用 い た 建 築 で 、

眼 下 に 有 国川 を 望 む 地 形 を 生 か しつ つ 、 そ の 形 態 、 材

質 、 色 彩 等 が 周 囲 の 森 林 の 風 景 に ア ク セ ン ト を 与 え 、

郷 土 に ふ さ わ し い 優 れ た 建 築 景 観 を 創 出 し て い る 点 が

野 価 さ れ た 。

ガー デ ンホテルハナヨ

平 成 元 年 度 一 般 建 築 鶴 門

所 在 地 図 辺 市 神 子 浜 1293

股 針 竹 中 工 務 庖

施 工 竹 中 工 務 腐

埋 立 地 と い う 歴 史 の 浅 い 市 街 地 環 場 の な か に あ っ て 、

交 楚 点 鶴 分 も 含 め 敷 地 の 回 り に 植 樹 を 行 い 、 緑 と 建 築

物 の 白 書 や 窓 ま わ り な ど フ ァ サ ー ド と の 対 比 を 生 か し 、

新 し い 市 街 地 の 最 観 を 創 出 し 、 リ ー ド し て い る 点 が 鮮

価 さ れ た 。

日赤会 館

平 成 元 年 度 一 般 建 築 部 門

所 在 地 利 殿 山 市 吹 上2- 1 - 6

般 針 岡 本 政 計 事 務 所

施 工 住 友 建 段

水平線及び垂直織を強調した書閉会的なデザインに、柔

らかい色" を用いて事務所ピルの冷たさを軽減させ、

ま た 看 板 や 配 管 類 を 極 力 お さ え た ス マ ー ト で 素 直 な 建

築 で あ り 、 中 央 通 り の 商 銀 ・蝶 務 空 間 と し て 景 観 形 成

の ガ イ ド ラ イ ン と し て 貢 献 し て い る 点 が 評 価 さ れ た 。

橋 本 林岡 田 園都 市 三 石 台

平 成 元 年 度 ま ち な み 節 門

所 在 地 橋 本市 三 石 台

段 針 南 海 電 気 鉄 道

施 工 三 井 . 般 ・ 南 海 ホ ー ム

草 木 の . 富 な プ ロ ム ナ ー ド を は じ め 、 歩 車 道 境 界 、 敷

地 境 界 及 び 前 庭 に 植 殺 を 錯 し 、 う る お い の あ る 歩 行 者

空 間 を 形 成 し 、 各 玄 関 に 木 を 使 用 し た ア ー チ を 般 け 、

家 並 み に も 適 度 の 変 化 を 与 え る 等 、 良 好 な ま ち な み 景

観 を 創 出 し た 般 針 で あ り 、 傾 斜 地 形 や 身 近 な 自 然 を 取

り 入 れ た 計 画 性 の あ る ま ち づ く り が 野 備 さ れ た 。



座談会

和歌山県の近未来への展望

良

明

士

山V

出

時

鉱

山

出

仮

川

仮谷志良 ( かリや しろヲ )氏略歴

1922年 和歌山県白牟礎部串本町に生まれる .

1947年 京 町11帝悶大学法学部卒業

1949年 和 歌 山県に幕戦

民生者11 . ni .両部長を経て

1967年 出 納 長

1975年 IJ1J 知 市

1975年 11 月、和歌山県知 事に就任後四j j J }

早UI に手. る

神坂次郎

事11坂 次 郎( こうさか じろ j ) 氏略歴

1927年 和 歌 山 市 lこ生まれる 。

1982年 寄 ｾ 2 四日本文芸大賞受 賞

1984年 r  Ｗ じ も ｈ 卸ｾＺＺＮ 奉行の日記 ｊＨ 中 央公 ｊ 両 日 Ｉ

が 各界 て"cl1i魁i をUf ' . びロノグセラーに

なる . その他r 縛 句 れ た 巨 人 ・博p，lrn

怖の生imJ ( 新潮l杜 ) がベストセラーに.

?'o出 100余冊( 共著本は除 ( )

宮本義男

( 和歌山大学名誉教佼)

吉本義男 ( みやもと よし 必) 氏略歴

1920年 大阪市に生まれる 。 御 幼 市 で'f i つ。

本} ". 千日 r. lk山県

1945年 東京耐科大学( 現 ー 術大学 )干 業

1948年 長崎大学続前学 部 助 教技

1958年 和歌山大学経術学部教妓

1961年 経 済 学 時 士

1985年 和歌山大学名瞥教段、岐阜経済大学

教 授. JJLtl : l こ至 る.

佐野正一

( 日本建築協会会長)

1左!J! f i Eー( さの しよい、ち )氏商品歴

1921年大阪i I i に生まれる 。

1942年 東 京滞|主!大 学 工 学部 建築 学科卒 業

1955年 ( 附安井 建築 設 計 事務 所に入社、 現品、

問所代表取締役会長

1984年 ( 社 ) 日本建築協会会長に就任

1990年 ( 社 ) 日本建築士事務 所協会迎合会会

hl : に就任 . 現拍ーに至る 。

辻 本
量豊

玉玉E

( 司会 ・和歌 山県建築士会会長)

辻本 型( つじ L と ゆたか) 氏略歴

1932年 和 歌山市 に生まれ る。

1952年 和歌山以 立光 風工業高等ザ校キ業

1952年 大洋主n設工業側入社

1955年 ( 附雑釘主s築 設 計 事務 所 入 社

1961年 ( 附ツジモトユ夕方設計事務所設立

1984年 ( 社) 和歌山県控築士会会長に就任 。

JJL品。に至る 。

日想、観と高野山参り

司会 「和歌山県の近未来への展望」ということで焦点を絞 っ

て、古いお話か ら始めていただきまして、そして現在どんな状

況かということも話していただいて、そして将来どういうふう

にすべきか、どうあるべきかというふうなことをそれぞれ御意

見を賜りながら進めていきたいと思います。

昔のお話からいたしますと、和歌山県でいいますと高野山と

いうふうなことも出てまいりますが、その辺からお話を進めて

いただけたらと思います。

宮本 僕は歴史は専門ではない ので、神坂さんに教えていただ

きたいのですが、ケーブルの極楽橋の下に、本物の極楽橋があ

りますね。あれを昔は渡 ったのですか。

神坂 あの橋は昔は不動橋とよばれていまして、不動坂の峻坂

にむかう橋でした。不動坂が緩い勾配にな ったのは大正初年の

改修からです。

宮本 なるほどね。僕は極楽橋を渡りまして、おそらくあのケ

ーブルで今登 っているところを普の人は歩いて登 ってい ったの

でしょう。高野で僕が感心するのはやはり大門なんですよ。建

築上の良きはわかりませんが、大門のところへ立 って下を見ま

すと、 山並みが見えるわけですね。するとやはり高野へお参り

なさ った方がね、まずあそこへ来て、極楽浄土へ来たという気

持ちがおきるのじ ゃないかと、僕はその演出が、実にうまいと

思う の ですよ。

神 坂 浄土の日想、観といつ のもそ うです。大阪の天王寺の西門の

石 の鳥居、昔は、 あそこから前が もうす ぐ海だ ったのです。今は

もう町並みでいすがね。だか ら、あそこで彼岸の中日にな ったら石

の鳥居のど真ん中に日が沈むんです。太陽をじ っとまじろぎも

み つ

せずに凝視め念仏を唱えるのです。そうすれば太陽が没した後

も目の 中に白〈透明な炎が燃え、ありありと日輪が浮かんでく

る。それが 日想観です。そのころ平安時代ですが、阿弥陀の浄

土にあこがれ、魅かれ、沈む夕日に念仏して日想観を修するた

め後白河法皇も鳥羽上皇、後鳥羽院も天王寺にや ってきていま

す。日想、観は「観無量寿経」のいう十六想観の第ーの想、観です

カ人そんなことを思いうかべながら、高野 山の大門のあたりか

ら下界を 眺めているとすごいですよね。しかし、あの景観は自

動車で行ったらわかりませんね。歩いてふうふう 言いながらた

どり着きませんとね。もともと宗教家というのは演出がうまい

のですよ 。教会でもそうでしょう 。 中へ入 ってパ イプ オルカ

ンの響きとステン ドグラスがあ ったら荘厳な感じがして、あり

がたいなあと。高野 山へ登る町石道の石塔群もそうです。 日本

で、あれだけ重文がずう っと群れになって 山に登 っているという

のは、ほかにはないですよね。ですから 、あれなんか見ますと、

胸 突き八丁の急坂を汗みどろにな って登っていくにつれて、町

田を刻んだ数字がだんだん減 っていき 、霊域に入 っていくとい

う、法悦を感じさせるんじゃないですかね。

佐 野 高野山を目ざした信仰の動きは、大変、強いものがあ っ
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たようですね。 山坂をこえて遠い道のりを参詣するには、相当

の日数と大きな苦労があ ったろうと思いますね。京都からだと

八幡のあたりからはじまる高野道があ って、それをずう っ とた

どってはるかな南の 山 まで行ったのですね。

宮本 高野道というのはい っぱいあるのですよ。現在でも有田

川の方から登るのもありますしね、大阪の方から紀見峠越えで

釆るのもありますし、奈良の方からもありますし、幾つもあ っ

たようですね。

熊 野 の信 仰 と 文 化

佐野 高野山のお参りということと、熊野信仰というのは関係

を考えれば、どういうふうになりますか。

神坂 やはり関係がありますね。「高野聖」といいますけど、例

滋 l

えば、苅萱のあるじである覚心が熊野へ行 って、阿弥陀寺の住

職にな ったり高野山へ行 ったり、それから長野の善光寺へ行 っ

たり、話がずう っ と続いているわけですね。ですから、割合ど

こかでつなが ってたのじゃないんですかね。今のように宗派が

どう っていうような厳しいこ とはなか ったと思います。

宮本 熊野街道というのは山側にもあるのですよ。普通は海岸

通りの方をきしてますね。じつは裏にもあるのですよ。それが

熊野に通じる。だから関係は深か ったでしょうね。ただね、熊

野と高野のとは僕は違うところがあると思うのですよ。高野の

場合は、これはもう当たり前のことなんですけど、当時のお坊

さんというのは、つまり最高の知識階級ですね。薬のこともわ

かるし、当時の産業のこともわかるし、建築のこともわかるし 、

最高の知識層だ っ たと思うので、すね。当時の文化の 中心地は中

国ですから、そこへ行 って吸収して帰 ってこられる。ところが

僕が調べた結果は、熊野 っていうのはまた違うものを持ってい

るのですよ。これはちょ っと言いにくいけど中国との密貿易で

すね、それで刻々と最新の技術を持 って帰 っているので‘ すね。

当時の源平が熊野と交互に姻戚関係 を結ぶわけですよね。非常

に政治と密着するというのは、熊野に入 ったそういう最新の技

術、軍事情報も含めて、教わりに行 ったのだと思います。平清

盛は、義朝の反乱が起きたときには熊野にいたのですね。日寺の

熊野の別当が清盛に武器、金などを援助して帰すわけです。そ

れで反乱を平定するわけですね。

司会 知事さん、高野のいろんな昔からのものは、やはり信仰

の産物であったと思うのですけれども、高野山道、林道ですか、

自動車の通れるいい道をつけていただいていますが、リゾート

という面から考えたら将来どうでしょうかん。

仮谷 県でもリゾートの計画を進めていますけどね、簡単には

いきにくい訳です。高野はリゾー 卜として、現在でも役割を果

たしてますからね。やはり寺としての宿坊ですが、高野の特色

を十分に生かしていますね。しかし、 一方では近代的なホテル

を、という声もありますから …。

佐野 熊野まいりについては海南あたりに 、昔の熊野道といい
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ますか、そういう道に沿 ったところに旧態の復元をや ったりし

て観光開発をしようとか、そういう試みはあるようですね。

仮谷 例えば、今お っしゃ った藤白からの上がり口なんかいい

ですしね。そして海南の下津へ行く道路から上がる道もありま

す。私も一度行きましたが、海南を臨んで、ものすごく見晴ら

しのいい場所がある。案外それが知られていないのが残念です。

街道沿いで、昔、旅人がここで休憩したというような。だから

先ほども両先生から話があ ったように、和歌山は宗教とかそう

した関係で文化が進んでいたし … … 。しかし、案外まだ知られ

ざるものがありますね。

「いろは」の誕生

神坂 それと、私もこの前、空海の「いろは」というのは、あ

れは建築材の木取りにつける符号ではないかということを書い

たのですが、その以前は ム をつけたり、× をしたりしていたの

です。 それでは木組みが多くな ってくるとわからないようにな

ってくるのです。それで「いろは」に似たものをつく ったので

はないかと。空海という人は、土木でも建築でも、ものすごく

知識のあ った人ですから、そういう文字にフシをつけて唄わせ

た。 一つの私案なんですが、いろは四十何文字というのは高野

山で初めてできた仏教建築のための労働歌ではないか、 作業歌

ではないかと本に書いたことがあります。そういう考え方でみ

ると、高野というのはすごい文化 があるわけですよね。

司会 今でも日常「いろは」を使っているのは大工だけでしょ

うなあ。木取りに、全部「いろは」を使う。「いろは」と壱、

弐、参、因。

神坂 いろんなものを使うわけですね、 多くなるから。ただ、

現代でも A B C とかは絶対使わないです。今の若い大工さんで

もね。やっぱり「いろは」とか壱弐参、しかも難しいああいう

字を書いたりしますから。だから、そういう考え方からすると、

和歌山は日本の文字の発祥の大きな宗教都市をつくったところ

ですから、あのころにああいう仏国土を建設したというのは 、

少ないですね。だからそういう 作業人たち、 文字を 知 らない 人

たちを教育するために節をつけて教えたとみていいのじゃない

ですか。

司会 高野山のお寺の本通りには職人の家がないですからね。

左官にしても、石屋にしても、大工にしても、すべて奥へ入っ

てます。それで狭い道路を入 ってい ったお寺の敷地の奥にあり

ます。それは、お寺が職人をそれぞれ抱えていたのでしょう。

宮本 由良の興国寺には何か大工町という町があるらしいです

ね。興国寺の周辺に今でも残 っているらしいです。や っぱり抱

えてたのですね。

訓話 2  

神坂 この間、興国寺を調べますとね、須弥壇でね。うちの先

祖は、紀州藩から苗字 'HT刀 を許さ れた堂宮大工の陳梁なんです。

ですから興国寺 を調べてますとね その先祖の中西重兵衛とい

うのが 、150両で須弥也 を諮け負 ったとし寸古文書が 出てきまし

注釈 ※ l のちの由良興国寺の開山法燈図師党心。

※ 2  寺院の仏殿に設けられた本尊などを安置する台座。
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てね。

仮谷 以前、高野山へ行 った時、日光の小型にしたもので日光

より前に高野でつく ったものを見せてもら ったことがあります。

神坂 それは考えられることだと思いますね。和歌浦の東照宮

の方が日光より 60年はやいのです。ですから、高野山にそうい

うことがあっても不思議はないと思います。お寺の中にある須

弥壇ですが、ものすご く立派なものがあ るお寺がありますね。

宮本 すは‘ らしいそうですね。僕もお寺の名前を思い 出せない

が、高野山大学の近くなんですけどね。政子が実朝の供養のた

めに寄贈した多宝塔や仏像があるのです。特別に見せてもらい

ましたが、すばらしいですよ 。

神坂 高野山では聖という人々が面白いで、すね。平家一門なん

ほっしん

かでも発心して高野山にきて聖、源氏が来ても聖、本職の僧じ

ゃないのですがね。だから変わ った人がおりましてね、負けた

方へ行くのはいやだとい って馬に逆に乗 った人がおりますけど

ね。平家の御曹司で、もう負けたから一生しゃがまぬとい って

ね、終生、座らなかった人もいるのですよ。だから、相当、政

子の系統の者が集まってきていると思いますね。

宮本 多宝搭なんか、 一寸角くらいの大きさの仏像が天井い っ

ぱいに描いてあるのですよ。見ているとそれに吸い込まれるよ

うですよ。僕はあんまり仏教はわかりませんが、ありがたいな

というような気が起きます。

ニ が わ ね ご ろ

司会 高野山より時代的に粉河寺や根来寺は大分早いのですか 。

神坂 そんなに変わらないのじゃないですかね。根来は後です

よね、高野山にお った詮議という方が薪桑足量を 聞かれて 。粉

河は古いのですが、粉河寺絵巻にあるあのころが一番最初では

ないのですかね。ただし、規模はすごく大きか ったでしょう 。

服来なんか粉河にひ っつ いたぐらいに堂塔がずう っとつづいて

いた 。僧兵も 2 万人とか 3 万人もいましたからね。

はんぐう
い ます

宮本 僕は紀南に行くとね、本宮さんが好きなのですよ。座神

社は大したものだなあと思いますね。僕は建築上のことはよく

わかりませんが、お寺と例の神殿とがミ ックスしてるんです。

だから、並んで、るところが何とも言えない … …。

神坂 あれは熊野権現造りという熊野独特のものでしょう。だ

からあの並んでる風姿というか、格好がものすごくいい。あれ

はいいですよ。あそこだけではなしに 、ほかを見ましても、那

智なんかでもずうっと結界の中へ入って見ますと、やはりいい

ですね。 一番最初に朝日がさしてきたところにカラス石があり

ます。そこへ行くのにお放いをして身を潔めないといけないの

ですが。それから熊野の神殿は空間というのがすごく大事なの

です。日本の美学というのは 、その空閉じゃないんでしょうか

ね。別に榔はしてないのに、その結界がある種の清浄さをも っ

て心の中にひろがってくる。朝なんかとくにいいですね。

和 歌 山 市 の 武 家 屋 敷

司会 戦前の和歌山市というのもあんまり記憶にないのですが、

戦災で焼けるまでの和歌山市にもたくさん武家屋敷があ ったと

思うのですが、その辺のところはどうお考えでしょうか。

神坂 武家屋敷といいますとね、私が書いた御畳奉行の家はこ

うであろうというので三百石級の侍の屋敷のモデルをつくりま

議 3

してね。それと、戦争中ある東京の老人に鈴木主水の屋敷の間

取りを教えてもらって、鈴木主水の屋敷の跡をメモしてきまし

たが、入 ったところが 6 帖ぐらいある板の間の作業の間です。

その横にネズミの 出入りする穴があいてるんです、そこへ莱の

イカ。を詰めてるんです。あれは江戸の智恵なんでしょうね。そ

※ 3  享和年間( 1801- 1803) 江戸新宿の遊女白糸と心中したと伝えられる武士。
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れを写しまして、書庫の中に置いておりますがね。小説て‘ は使

うことにはならなかったですが、やはりああいう老人の智恵と

か語り伝えというのはメモしておくべきですね。 それと丸亀に

下級武士の長屋があるのですよ 。 ここは 柔術師範 の家とか、漢

学者の家とか何とかい って、ず うっと並んでるのですね。あま

り大きくないですが、昔の侍ですから敷地は割合とた っぷりは

しておりますけどね。同心クラスの下級武士ですから、そんな

に広くはないのです。

宮本 終戦当時に出た岩波の写真文庫というのがありましてね、

これが西徒町の足軽屋敷を載せたのです。今は、もう全部つぶ

れたのですが、海鼠塀というのですか、瓦と土と、それから門

が非常に低くてね、屋根も低いんだけど両側に何軒か残ってま

して、その趣が何とも言えない。若月医院のある通りですけど、

みんなモダンになってしま ってね、今は面影もないのですが。

神坂 あそこは焼け残りましたよ。磯山町にあるあの門だけし

かないで舟すね。

仮谷 御三家の城下町の和歌山市に武家屋敷が無くな っていく

のは、惜しいですね。

司会 終戦のときは、本当に何にもなか ったのです。ですから

嘉家作りの家とか、それから先生のお っしゃる徒町の家とか、

伊勢屋町のあの辺はちょ っと焼け残ったのですけど、このお城

から 北側はもう全部焼けましたからね。

神坂 嘉家作りで、もとのまま残っているのは、 l 軒だけです

ね。あれが弱ってるんですよね、家の若い子が、クーラ一入れ

よと言って。そして嘉家作りですから、裏から吹き上げると瓦

がずれるのです。前は重量車が通りますから、そのたびに瓦が

ずれてくるのです。ですから l 軒だけにな ってしま ったのです。

あそ こな んかでも屋根のひさしが長いですからね。あれはいい

のですがね。 雨の日に通 ったのでしょう、ひさしの長いところ

は。殿様を送るときに土下座するのにひさしの下でや ったとか

いうのですがね。

宮本 磯 山町か豊原町に昔の長屋門が残 ってたのですが、まだ

残ってますか。

神坂 ブロ ックにな ってます。あれは二つしかなか ったのです。

それと金龍寺町に 一つあるのと、大河内は門だけがありますが、

あそ こは中を直して門だけ残してくれてますけどね。あの前を

高野山金剛峯寺大門
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自転車で通るたんびに、ああこれはもうぼろぼろになってきた

なあと思ったら、ある日行ったら、突然、ブロックになっ てる

のです。どこへ行ったのかなあと思って残念なんですよね。

司会 和歌山には昔の古い家が残つてないのが残念ですね。

仮谷 しかし戦災で焼けて、再建された和歌山城、これは立派

な建築と思います。ただし、和歌山の人が和歌山城の値打ちを

案外知らんのと違いますか、この良さというのを。人によった

ら、ここの石積みなんか素晴らしいといいますね。

神坂 あの奥の方の鶴の谷のあたりがいいですよね。境目へい

くとすっとわかるんです、ああこれはあの時代やとかね。新し

い時代になると勾配が立ってくるんです。昔はすすっと歩いて

渡れるくらい、法が長いんです。それが差でしょうね、積み方

が違いますから。

黒 江の 町 並 み 保 存

仮谷 町並みで私は海南の黒江漆総を扱う家々 、それほど歴史は

古くないのですが、これも面白いと思 ってます。昔の問屋という

のですか 、漆器屋は、団地へ別に移 っているのですが。それで

建築様式も、なぜか仕事場カ、 2 階です。その通りを観光の地にし

ようという形で、海南市も力を入れてましてね、 - 1守してそうし

た漆器屋の家も残して、上で作業をするところと、そして下は

陳列品を置きまして、地元の若い人たちが管理をする。そして

商家の l町並み、これは保存する 。造り酒屋もありますからね、

昔の泊屋の仕込みですな 、昔の消造 り道具なども保存している

のですよ 。だから、 - 11ーして海南の古い町並みを保存するとい

う形式です。倉敷には及びませんが。

神坂 そういう町並み保存というのは、どしどしや ってもらい

たいですよね。あの町並みも、 くしの歯がかけていくように残

り少なくなってきていますから。

雑 賀崎のコミュニティ

司会 雑賀崎とか田野浦とかは非常な斜面の狭い場所へ家がた

くさん建っているのですが、あの辺も火事なしに何百年も続い

ているのです。やはり生活の場が、文化的なものが違うのでし

和歌山市内に残る海鼠壁の屋 敷



ょうかね。雑賀崎の家なんかですと、昔の江戸の町人長屋みた

いな形で狭いところへ大勢隣合わせで、壁たたいたらわかると

か、障子あけたら隣の家が丸見えになるとかという形で、それ

で火災がないのでしょうかね。

仮谷 雑賀崎の町並を海から写真と ってみたら、南欧の風景の

感じがします。家と家とが寄りそ って建っていて、お互いの相

互扶助でなりた っています。だから住みやすくて出てい こ うと

しないのです。やはりその人情と、そしてその火事についても

のすごく敏感です。だから こ うした生活の智恵を建築の人も考

えてみてほしいですね。

佐野 小さいなりにひとつのコミュニティができ上がっていま

す。便所も共同なら 、炊事洗濯やるのも皆同じ井戸で使ってる

のですけどね。だから、生活は簡素化されて、充実してますの

で、誰も不満はなか ったのじゃないでしょうか。

仮谷 現在でも人の流出はありません。県や市が、その周囲を

道路整備したいと思 っても、個々の家の前まで道はできないで

すよ。だから、漁港を整備するときに住宅地 を余分につくるの

ですよ。今、有田市の辰ケ浜で計画していますが、堤防ととも

に住宅地 をつくって、傾斜地 に住んでいる人の住宅をそこに移

し、生活を便利 にしたいと思 っているのです。

司会 でも、和歌山県で開発や整備をするのはお金がかかりま

すね。平地が少ないので、道をつけるにしても トンネルを掘ら

ないと駄目ですしね。

仮谷 道をつくるのは、高くつくのでかないません。石原慎太

郎氏が運輸大臣の 時、陳情に行ったのです。そうすると石原氏

が高野山は俗化 しましたねとお っ しゃるから、私は 、 もっと道

路整備して行きやすくし、より多〈人に和歌山の顔であり 、 日

本の歴史の象徴ともいうべき高野山をみてほしいし、古い建造

物をより生かせ るために、電柱の埋設化 などを進めて 、景観を

美しくしたいと申し上げたのですよ。

美 浜 の ア メ リ カ 村

司会 日高のあたりでは、美浜のアメリカ村に 洋風の建築が今

でもまだ残 っていますね。

神坂 あそこにいい建物がありますね。移民建築としては一種

嘉家作円丁( 一文字の軒)

独特なもので、一軒すごくいいのがありますよね。

宮本 外国の様式そのままにつくられた感じで、内部は畳敷で

すけど、みんなベ ッ ドで寝ている のですよ 。 もちろん、靴は脱

いで生活しています。

佐 野 和歌山県の人がずいぶん明治時代に海外へ行 ったと聞き

ますが、そうした進取性のある県民性がそこで形成され、新し

く広がってきたような感じがしますね。

宮本 和歌山の漁民はね、船を操船するのがすごくうまいので

すよ。江戸時代に簡単に船を操 ってカリフ ォルニア沖まで行 っ

たらしいですよ。 回並へ講演に行 った時、アメリカの話をした

ら、聴いていた方が、いや、わしは漁船でカリフォルニア沖ま

で1'I って、そのままアメ リカに入 って長〈住んでいたという人

が何人かいましたよ。

神 坂 そうでしょう。慶応のころもうすでにアメリカに行 って

ますからね。雑賀崎から五島列島と金華 山沖まで一人で行 った

記録があります。

仮 谷 それだけでなくて明治時代には、外国向けの貨物船にの

って密出国した例も多いのです。

神坂 アメリカ村の工野儀兵衛さんのように、 15銭も って、貨

物船にの って密出国し、 向 こうの港へ着く直前、海に飛び込ん

で入国したような人もいますね。

我 が 国 の 都 市 計 画

司会 やは り、 昔の家や町並み、その都市計画なりにしても、

やはり数限られた材料でつく っています。だからどことも 一 緒

ですね。飛騨の高 山にしても昔の和歌山市内の焼けなか った昔

の武家屋敷にしても、大体同じようなものだと思うのですが、

それと 比べると現在は、材料というともう種々雑多で、金属や

焼物から始ま ってコンクリー 卜、 鉄など、もういろんなものが

入り交じっているのです。そんな中で私たちの建築はやはり社

会資本という考え方の中から、現在、将来へかけてどういう方

向に導いていくべきかをお聞かせ願いたいですね。

宮本 日本の建築は現在でも個々の建築はすばらしいものがあ

りますね。しかし、町づくりとなると、明治以降は、家々と通

りがすばらしく調和したものは、非常に少ないんじゃないかな

漆器 を生業と す る黒; 工の町並み
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あという気がするんですよ。 グラスゴーにしばらくいたのです

が、インド産の赤い砂岩でつくられた町並みがずっとあるので

すよ。家々やビルデイングが全部、その赤石でつくられている

のですよ 。高さも全部同じようにしています。だから、坂道を

歩きなカ、 ら降りてくると、景観がものすごく素晴らしいのです

よ。

佐野 グラスゴーというところは、あのころのイギ リスの 中で

も非常にレベルの高い工学教育をや っていて、建築についてい

えば大学が中心になりまして、いわゆるアールヌーボーの時代、

1900年代の初期のデザインをリードして立派な建築設計、立派

な町並みをつく ったのですね。 それだけのリーダーがいないと

なかなか町づ くりというのはうま くいかないですね。

宮本 江戸時代に、江戸の町並み、京都の町並みを日本へ来る

外人と いうのはものすごくほめてるのですね。スペインの宣教

師が来て、こんな素晴らしい町並みはスペインにもないとほめ

ているのです。 当時、スペイ ンは世界第一級の国でしょう。明

治以降にな って、どうも日本の町づ くりというのは感心しませ

んね。

佐野 やはり 江戸幕府の ころには、生活に関わるいろんな制式

がありましたでしょう。武士から町人に至るまですべての家屋

敷の基準をこさえているのです。道幅や門構えの幅もすべて決

めているのです。それを実行していけば自然にそういう 町づく

りができてしまうわけですね。明治以後はそのルールが全部崩

れたものですから、非常におかし くなるのですね。

神坂 明治でいいというのは、川越の一連の亀屋とかの界わい

の建物くらいでしょうね。 宣教師なんかが釆て驚いているのは

街道ですね。日よけの並木がある 、そ して沿道に住む人々が街

道を掃除して、美しく維持している。それが素晴らしいと。で

すからや っぱりそういう取り決めがあ ったころの建物というの

はいいんじ ゃないですか。一つの町の美観というのは、今はも

うフランス風の家があると思 った ら、アメリカ風の家、かと思

うと和風があ ったり、そして、素人の家がホテルと見間違うも

のであ ったりしているのですね。

佐野 規制する何かのルールというのはヨーロ ッパの場合はコ

ミュニティの暮らしの中でお互い同士で批判もしあい、洗濯物

を街路に向けて干してはいけないとかいうのが出てくるのです。

斜面に建つ雑賀崎の家 々
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そういうのが日本ではいまはま ったくあり ませんね。なんでも

法律で規制しようというのです。その結果、 日本の法律は随分細

かくな ってるようですが、まちづくりについては、まだ今のと

ころは手が届いてないのです。そういう官製のまちづくりとい

うのは問題がありますね。とい ってコミュ ニティだけに頼るの

も日本の現状では少し難しいものがあります。

神坂 ヨーロ ッパを旅行して 印象に残 っているのですが、イタ

リアに行くと、イタ リアの色というのがずうっと同じ色であり

ますね。スイスから越えて行くと、ぱっと色が変わりますから

ね。それぞれの国が、その独自のカラーを大事にしているので

すね。日本で町並みの景観保存を市民運動としてやっているの

は京都じゃないですかね。ごみ箱を家の中へ入れたり、それで

むやみに広告を出きないようにという何かかがありまして、古

い町筋へ行くとみんなごみ箱も全部汚いものは隠しています。

ただ最近は、かなり守られなくな ってきていますが。

子供の教育とまちづくり

司会 和歌山県も公共建築には非常にカを入れていただいて、

いいものがたくさんできつつあります。しかし 、ハード面のこ

うい った形のものだけをつくるというだけではなくて、その中

へ入 っている人聞の意識を将来に向けていい方向に持 っていく

ための施設づくりをしていただきたいと思います。皆様の子供

の頃と現代の子供とを少し重ねあわせていただいて、教育施設

の話をお聞かせ願えたらと思いますが。

仮谷 県立高校とか、県での公共施設、そういうものをする時、

私にも設計を見せてほしいとつねづねいっています。例えば、

橋梁でも、文化施設でも、単に入れものをつくるのでなく、景

観や地域性にあわせたものをつく ってほしいと要望しています。

和歌山の文化を発展させるために、県外の人の智恵や意見を取

り入れて、刺激させて 、互いに切瑳琢磨していくのが大事だと

思 っていますね。

司会 現在では知事さんが頑張っておられる行事のひとつにふ

るさと建築景観賞というのがあるのです。大阪大学の足立孝先

生に審査委員長をしていただいているのですが、ことしで 6 回

滋 4

目になります。それと、小学生を対象にした建築の展覧会もや

美浜のアメリカ村

※ 4  和歌山県建築士会で開催している建築まつり の児童絵画展。



っています。これは、もう 12回も行っています。

宮本 大賛成ですね。僕は経済学の人間ですが、初めて東京へ

行ったとき、僕の先輩に町を歩きながらね、建築のいろんな講

釈をしてもらったのですよ。今でも印象に残ってるのは新マル

ビルができたときに、新マルビルのあの窓の切り方は間違って

ると聞かされて、僕はどうもわからなかったが、そういうこと

を教えてもらうと建物に対して関心をもつようになるのですね。

子供の頃から建物にそういう関心を持たされるというのはいい

ことだと思いますね。

仮谷 最近、皆きんが住宅とか町並みに非常に関心を持たれて

きました。昔はそれだけの余裕もなかったと思います。本当の

豊かさというのは何かと、自分の家でくつろぐ、外へ出たら町並

みがきれいだと 、それで心が落ちつくという、そういう風潮に

なりつつあるのも事実です。木造の建築技術は昔は進んでいた

と思いますが、近代建築が日本に入 ってきたのは明治以降です。

私が20数年前にベルリンへ行って、インターアバウトを見たこ

とがあります。それまでは、日本が現代のような建築様式にな

ったのは近年だから、それほどのレベルではないと思 っていた

のです。すると日本の建築家の作品が二つもあるんです。帰っ

てきてその話をしますと、建築の人から「日本の近代建築のレ

ベルは世界の水準からみてかなり進んで、いる。特に我が国が地

震国のせいもあって構造面などは高いレベルで、す」といわれて

感心したことがあります。ただ、近代建築を見るとその合理性

から、昔の建築作品にみられる無駄な空間、いってみればホ聞か

の取り方、「遊び」というのが忘れられていって、人間らしい「ゆ

とり」が少なくなったのではないでしょうか。

佐野 明治以降、我が国は近代建築を導入するのに大変忙しか

ったといえます。聞を取るまでの余裕がなかったと思います。

近代建築の歴史経験が非常に浅いからです。今日では建築の量

だけでいえば、世界一、二の量を毎年どんどんつく っているで

しょうが。

木 造 建 築 と 建 築 基 準 法

仮谷 そんな日本の建築基準法が、現状とそぐわなくなってき

ているのではないかという気がしています。先ほど町並みの話

木造建築の小学校

が出ましたが、外国の住宅街へ行 ったら木造の 3 階建がありま

す。日本ではつい最近まで木造の 3 階建は建てられませんでし

た。家が建て込んでいるので、防災面から問題はあ ったと思う

のですが、あまりに木造に対して厳しすぎないかと思うのです。

佐 野 日本の法律は完全に防災基準ですからね。だから厳しく

火災に対して考えています。少し考えすさのところがあります。

木材の産出県では、建築基準法の考え方が遅れているという批

判が多いようです。

仮谷 県立図書館の 1 階部分を地下にして、上部の 2 階、 3 階

を木造でつく ってもらうことさえ 一時は考えました。この前も

ある所で話をしていましたら、新しい白浜空港の建物を木造で

つく ってほしいといわれたので、現在、考えているところです。

司会 現行の建築基準法であ ったら、不特定多数の人が大勢出

入りする木造の建物は、平屋で 5 つにも 6 つにも棟を分けてつ

くらねばならないでしょう 。

佐 野 現行の法律では木造については厳し く規制されているの

です。今度、日米構造協議で 3 階建はできるように改正される

ことになりました。控えめな 3 階建ですが。今お っしゃるよう

に公共の大きな空間を木造でする法制は、まだ時聞がかかりそ

うですね。

仮谷 和歌山県でもこの前、竜神の分校の体育館を木造でやり

ました。全面木造じゃなくて、木造を生かした形ですが。私は

20世紀の時代はコンクリートとアスフアルトの時代だと思うの

です。今まで木の家に住んでいた日本人が、コ ンクリートとア

スフアルトの中に固まれて生きて ゆ くと別の種類の人間にな っ

てくるんではないかと怖れているわけです。自然から疎外され

た生き方をしていると生き方、考え方まで変わ ってきます。 21

世紀の建築様式はも っとヒ ューマニティを考えたものにしてほ

しいと思っています。

宮本 いい材料を使えば手入れをしないともたないでしょう。

いい材料でいい家を建てると手入れをせざるを得ないという、

そういう習慣が昔あ ったわけでしょう。新建材などを使 って、

現在はそれが少なくな ったわけで、すね。昔の木造の家は、ベン

ガラを塗って、上から種油ですか何かで塗り込めていた、黒光

りのするものなのですね。それが何ともいえない美しさを残す

わけです。代々そういうふうに 言い伝えられて、みんなそうし

コスモパー ク加太
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た手入れをしてきたという習慣がありますね。それで百年以上

もっと考えられてきました。

仮谷 木造の方が鉄筋に 比べると健康にいいと聞きます。それ

とコ ンクリー トは壊すと きが困るんです。産業廃棄物にもなり、

捨てる場所にも苦労します。

宮本 間違 ってるかもしれませんが、コンクリー トよ り、本格

的な木造の方が弾力性があるから地震には強いという話を聞い

たことがあります。

司会 コンクリートの建物の基準というのは全部地震によ って

ほとんど決まるとい っていいくらいなのです。だから、自重が

重い方が、余計に強くしないと駄目なのです。木造の場合でも、

やはりそれがうまく均整のとれているものは強いですね。高野

山のあの大門にしても 、あれは耐震になっているのですよ。と

いうことは、基礎の上に乗 っか つてるだけで、 地面にゆわえつ

けていませんね。地震 で柱の下の石が動いて、上へあまり力が

伝わらない建て方ですね。ですから、今は免震構造とい って、

ビルでも土地が動いても上は動かないという形の物はつくるよ

うにな ってきています。

仮谷 防災訓練の視察のため和歌山からヘリコプターで高野口

まで行 った時、上から見たら、この紀ノ 川沿いで九度 山が一番

人家が密集しているんですよ。それでなぜかなと聞きましたら、

どうもあそこの地盤のせいだというのです。岩だから今まて、水

害もなく、 地震の影響も少ないというわけです。土地のないと

ころですが、そうした 地の利というか、その岩があるというこ

とが今 まで地震の被害がないと 。 あのへんの岩盤は、緑泥片岩

とい うん ですか、青石のね。現在は、和歌山では産出しない の

です 。不老慌で青石を使お うと思 ったのですが 、県内では出な

いので中国から輸入しました 。先ほど出たキ佐賀崎でもひょ っ と

したら地盤もいいのじゃないかと思います。

神坂 紀国屋文佐衛門の別邸という、清澄公園の巨大な岩紙は

緑泥片岩でつくられています 。あれは 1:t 重なものですね。

プロジェクト構想、

司会 それと、関西空港が和歌山では、一番大きなプロジェク

トなのですが、それと関連してこれからの住宅とか都市づくり

とかリゾートとか、いろんなことがあると思います。特に加太

とか、マリーナ シティとか、建築の設計に入 ってる近代美術館

とか、図書館とか、そ の辺のところも含めまして近い将来とい

うことです。 21世紀はどう変わ っていくだろうか、どう変えて

いった方がいいだろうかというような面も含めて御意見を聞か

せてください。

仮谷 加太は、だいたい240ヘクタールぐらいの土地ができます

から研究所、 研修所、それにリ ゾー ト施設、そして住宅、そう

したものを兼ね備えたものをやりたいと思 っています。ただし、

それをやるには都市計画をきちんとやらないと駄目です。飛行

機が飛んで、きてあの空港へ下りる前に加太とか和歌浦とかが目
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和歌山県のプ ロジェク ト構想、

に入ります。やはり 世界に誇るものをやっていきたいと思 って

います。指名コンペ方式で企業をセレクトし、事業計画案を検

討したいと考えています。そして、マリーナシティもあそこへ

人工島ができる。単に埋め立てた人工島というのでなく、対岸

からみて、緑の多い島にしたいし、現在問題になっている CO
2 を

出さない島、環境保護を充分に考えた島づ くりをしたい。例え

ば、松下電器などと協力して、ソーラーシステムなども考えて、

瀬戸内海で初めてつくる太陽熱エネルギーのモデルにしたい。

そうして、またあの島からこの和歌浦とか布引 を見た場合に、

やはり自然の緑を見たいというので布引橋ま での海岸線を私は

緑濃い立派な地帯にしたいと思 っています。

そしてまた、和歌公園に木を植えまして、そしてあそこに会

館も建ちますけども、緑と家との調和の問題、特にどの木を植

えるかということでいま頭を悩ましているのです。だから、塩

気に強い樹種で、できたら万葉の木の ような形のものをやりた

いと思っています。美術館はお城と対抗する形になりますので、

あまり高い建物は建てられません。和歌山城との配置を考えて、

美術館と、博物館も 同時につ くろうかとも思っています。公園

がありますから美術館と博物館、それに散策する公園地帯 と考

えています。図書館は佐野きんにお願いして 、いま 設計をや っ

てもら っているのですが、特にアカデミ ックな感じのものより

市民が入りやすい形にしてほしいと望んでいます。隣にできる

サンピアという厚生年金施設と調和を保ちつつですね。医大も

これから進める必要がありますから、それも土地に合 ったよう

な建築を進めていきたいと思います。新空港が近くにできて、

和歌山が国際都市といわれるような街づくりを、小さいながら

も頑張 ってっくりたいと思 っております。



まちづくりのリーダーシップ

司会 昔からやはりまちづくりなり、そうい う都市 をつくると

きには 、だれかがリーダーにな って お られますね。江戸の町だ

ったら家康がとか、パリだ ったらナポレオンとかいますね。現

在ではやはり知事さんも非常にお力が強いですけれ ど、知事さ

んの お力 一人では、全体を一つの意見で統一することは、現在

の社会では不可能ですね。 そ うする と、だれが将来のそういう

方向づけをするのかというふうなことを、建築以外のお二人の

先生方に、お伺いできたらと思 うのですが。

宮本 加太の コスモパークは 、場所的にすばらしい景観のとこ

ろで しょ う。僕は外人が来ると皆好んで 向こ うへ連れていくん

ですよ。コスモ パークを県が全部お金出すと いうわけにはいき

ませんか ら、民間資本の力を借りてやられるわけです。行政指

導、誘導できるような姿勢を県の方で取っていただいた方がい

いんではないかと思います。っくり方によ っても素晴ら しい場

所になると思 うのですね。調査しましたら 外国のパイ ロッ トは

皆ここがいいと 言う んですね。大阪湾の沿岸の中でこれだけの

景観のあるとこ ろは ない ですよ。こ れか ら街づくりもあ りま す

し、研究所も来ますし、リゾート的な面もあるのですが、ユニ

ーク なものをつ くっていた だ きたいな と考え ています。景観か

ら言って、素晴らしい国際都市ができると思いますね。

だから、まずソフトとハードの面があ って、ハードの面はも

ちろんこのユニークな街づくりをやらなくち ゃいかん と思いま

す。ソフ トの面で、あそこへ行けは、こういうことができるとい

うも のを盛 らないと 国際都市にな らない と思いますね。ただ、

国際会議場をつ くるだけでは駄目で、 最近はどこへ行 っても国

際会議場はできていますし 、 リゾートとしてはどこもここもリ

ゾートづいていますからね。だから、 ハー ドも必要だし、 同時

に非常にユニー クなソフ トをね、ここへ持 ってくればそれは僕

は素晴らしい街になると思いますね。だから、そういう 点で、

いろいろ難しい面があるけれ ども、やっぱ り県で直接間接に、

やはり指導権を握 っていただきたいなというのが僕の考えです。

個々の点ではそれはもう民聞の独自性を尊重しなくちゃいけな

いと思いますけれども。

神坂 これは最後の和歌山の目玉だと思いますね。私から申し

上げ‘ たいことは、海側へあまり建物を建てないでおいてほし い、

ヨー ロッパのように陸の方へ号 |いてほしいと思いますね。でき

るだけ海は現在の ままで置いていただきたい。海岸美を売 り物

にしてね。緑の中へ都市をつく ってほしいですよね。それが一

番難しいのですね。建物は海へ出たがってくるのでしょうね。

だから、今まで全部和歌浦にしても何にしても、乗り 出 してい

って、それを汚物が流れたり何かして歩かれないですよ。和歌

浦がいい例です。せ っかくの美しい海岸を建物が壊してしま っ

ているのです。これは取り返しがつかない事にな りますからね。

司会 和歌山を外から見てはどうでしょうかね。

佐野 非常に将来性のあるとこ ろで、すね。豊かな自然景観と明

るい県民性をもっ人間環境がある。なぜ今日まであまり大 きな

そうい った産業的な開発ができなか った かと 言 えば、 一つに は

土地の制約と交通手段が欠けていたからでしょうか。しかし 、

これからは懸案の関西新空港ができますしね。さらに第二の国

土軸 ルートが浜松から伊勢、和歌 山を通り四国へ続いていくは

ずです。 日本のため に絶対必要な 国土軸かでき 上がるでしょう。

そういう交通手段に恵まれた、しかも景観が十分ある この地域

が今後大きく発展していく必然性を感じますね。しかし 、これ

は大変な事業ですけど、やはり宮本先生がお っしゃ ったよう

に、今日のこういうプロジェクトを進めるには、県が中心にな

って進めていただくという誘導が必要です。上手にそういう方

向へ引 っ張って いくという役をやらなきゃいけない。それはな

ぜかというと、結局、事業のための大きな公共投資をやらなけ

ればならない。それから、行政的に必要ないろんな措置を先行

してやっておかねばならない。そういう解決のためには、やは

り守子政組織を踏まえた県が中心にな って誘導していただくのが

一番理想に近づくと思うからです。これだけやればいいという

ものはたくさんあ りますが、同時に、 やってもらっては困ると

いういろんな要素が同時にありますので、そういうものを整備

してい くというのは相当大きな強い行政の指導力がないとでき

ません。そうした意味で私は将来に非常に期待をしております。

地球環境を守る建築家の 使 命

司会 やは り行政主導の形でないと まとま ったものができない

と思います。関西新空港を含めて、こうした 地域や状況は、現

在、世界中からの注目 の的です し、世界中か ら人がやってくる

と、 ただ観光だけじゃなくて、仕事にもや ってくると思います。

この加太の中でもアメリカの人、フランスの人、和歌 山の人だ

けじゃなくて大阪の人、東京の人、いろんな国際的な人たちカ、

入ってきて、仕事をやると思いますね。

仮谷 お っ しゃられたように行政主導でやらなきゃならんと思

うのですが、こうし た多角化の時代ですので、やっぱり智恵が

必要な のですね。 だか ら、皆さんの智恵、感性とい うかな 、そ

れを教えていただかないと、役人の頭だけではいける時代であ

りません。国際化 も進んできてい ますし、様々な情報やノウハ

ウ、技術をいかに吸収しそれを一体化していくかというカは民

聞の方がありますからね。そうした組織づく り、第三セクター

というか、そういう形の頭脳集団というか、そうしたものでや

っていきたいと考えています。

それとこれから は、 景観と色の調和という問題は 、感性の重

要な問題だと思うのです。設計者は、 地球をつくっていく職業

です。だから地球を美しくするかどうかは、そうした人の使命

ですか ら、そ の地域の特性、環境を生かした設計を今後もや っ

ていただくよう期待しています。

司会 きょうは お忙しいとこ ろ長時間にわたりまして、 貴重な

ご意見 をうかがい本当にありが とうございました。
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和歌山県のヒヘ; ; グプロジェクト

コスモパーク加太計画

和歌山県企画部関西国際空港対策室

し は じ め に

コスモ パーク 加 太計画は、昭和61年 12月に和歌 山県が策定した

「関西国際空港関連地波監備計画」において、発表された 7 プロジ

ェクトの一つであ り、現在コスモパークの前工事として実施する関

西国際空港埋め立て用土砂録取事業が進められています。

II . コ ス モ パ ー ク 加 太 計 画 概 要

(1)加太地場の現況

加太地域は、和歌山市西北端、大阪府との府県境にあ って大阪湾

と紀伊水道の接点に位置し、また紀淡海峡に臨む景勝の地 ( 瀬戸内海

国立公園) であり、大阪都市圏の近郊レクリエーションエリアとし

て、年間約 120万人の観光客が訪れている 。また関西国際空港は、加

太地先の北東20kmに建設することとなり、我が国を訪れる国際、圏

内旅行者は窓外にまずコスモノ マーク加太を目にすることとなり、文

字ど おり我が国のゲートウェイ ( 玄関口 ) に位置することとなります。

(2)土砂採取事業の概要

土砂採取事業の特徴は、短期間に大量の土砂を 、定時に搬出する

事が必要とされる大土木工事であり、事業概要は次の通りです。

1  )事業主体 和歌山県土地開発公社 ( 毛造事業の一環として地行)

2 )採取土量 6 ，500万 m' ( 空港全体土量の約36% )

3)堀 削 方 法 ベ ン チ カ ッ ト工法

4 )搬 出 方 法 ベ ル ト コ ン ベ ヤ 一 方 式 3 .4km 

5)事 業 期 間 平 成 元 年 5 月 ~平成 3 年 12月

この結果、生み出される、土取跡地面積は約 140ha となります。

(3) コスモパーク加太計画の概要

1) 開発コンセ プ ト

和歌山の持つイメージと要請される都市機能に基づき 、次 の コン

セプトでコスモ パーク 加太を特徴づけ ます。(表 1 )  

2)土地利用計画

コスモ パーク 加太計画の土地利用計画表を (表 2 ) に示しますが、

各土地利用区分は、今後需要動向等により多少面積の増減がありえ

ます。

(4)関連公共事業の概要

コスモノ f ーク加太計画を支媛し、地域のモビリテ ィー及びアメニ

ティを高めるため県の関西国際空港関連地域箆備計画に基づき、生

活基盤整備事業として、道路、街路事業等 ＸｾＧ［ 業、約 ＳＰＰ { : 古内総度

見込まれています。 また新設道路として加太岬 スカイラインを計画

し、現在、両府県が協力し調査など推進しています。

(5)事業化計画について

コスモ パーク 加太計画の事業化については、 平成元年度までに基

礎調査を終え本年度は、和歌山県、和歌山市、和歌山県土地開発公

社の三者で進めてきた現計画を民聞の優れた開発 ノウハ ウを導入し

て計画をより充実させ、その事業の推進するため民間企業 14社を含

めたコスモ パーク加太開発推進機構を設立し、今後の事業計画、企

業誘致、事業 P R等を進めて行くこととしております。
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さらには 、こ の推進機構を核として、県、市、公社、 一般地権者

を含む土地区画監理事業とし事業化する予定です。

I l I . むすび

いま和歌山県は、関西国際空港の建設を契機に変貌しつつありま

す。和歌山マリーナシティ、南麓サイエ ンス ノf ーク 、海南インテリ

ジエントパーク ( リサーチラボ ) 、そしてこ の コスモノ f ーク加太・.

等かつて、我々が体験した こと のない大プロジ ェク トが目白押しで

す。 テク ノ&リ ゾートを テー? に揚げた県長期総合計画の核となる、

これら のプ ロジ ェクトの成否が、これからの和歌山県の浮沈め鍵を

握 っています。 とりわけコスモ バーク力[ 1 太計画については、テクノ

( リサーチ機能) とリゾート ( レクリエーシ ョン機能) の両機能を

合わせ持 った、複合的な街づくりを目指し r 21世紀の和歌山を見つ

め、考え、誇れる街を グ」合言楽に取り組んでいます。

表 l 開発コンセプト

① ビジネス ・リゾート

r. 11，" づく リ

一一一 リゾート 機 能的 倣

介 化

② " 蝕W" 郎 市づく り

一一一健 j訴を テ ー ? に 研

究 開 発 か ら サ ー ビ ス ま

で

③ サ ー ビ ス 都市づくり

一一一 Ｒ Ｔ 日 Ｎ ｾｕｬｬ グＩ，、ィ Ｗ __ 

リティサービス

表 2 土地利用計画表

ｾｦｬ＠

ノdι、、
ill 

ｾｴ＠ 公

用 ｾｫ＠
I也

ｾｉｊ＠

完成予想図

- 海 ・森 林 を 活 用 l . リゾ ト機 能 を融 合 し た新タイ プ の

国 際 的 ビ ジ ネ ス ゾ ー ン

・海 岸 と 丘 陵 部 が一 体とな っ た “ ヘ ル ン ー リゾート コ

ー スト の 形成

・ リゾ トと l品l 発 抑 ili 機 能的 融 作 に よ る 新 し い 魅 力 的 自'I :J:

・人 傾 向 ホ 述内 テ ー 7 健 康 を軸 に 研 究開 発 か ら 生 厳 ・

サ ー ビスま で展 開する 郎市づく り

・和 歌 山 都 市 聞の新 た な リ ー デ ィ ン グi!l i .$の育 成

・高 齢化 社会 に 対 応 し た 先 進 的 なヘ ル ス ・ケ ア 機 能 をむ っ

た 郷 市づく り

.  r. s市 的 サー ビ ス 町 充実 した . 心 地 良 い " 都 市づく り

・l州西 国際 空 港 に 対 応 し た 24時 1111の サ ピス 休 制

・外 国 人 が 利 用 可 能 な 間 際 対 応の サ ー ビ ス

I面 積 (ha) 構成比( %)

F者 27. 73 10. 26 

図 8. 50 3 . 14 

I也 4  9 . 3 1  1  8. 24 

ｾｩ ・ 85. 54 3  1. 6 4  

公益的施設用 地 3 0 .1 1  1  1. 1 4  

そF ι エ

中 級 ｾｉＨ｝ 抱設用 地 24. 46 9. 05 

研 究 開 発 用 地 3 1. 8 4  1  1. 7 8  

I也

企 業 誘 致 用 地

用

44. 67 1 6 .5 2  

リゾート用 I也 24 . 5 2  9. 07 

I也

住 宅 用 地 2 9 . 2 0  1 0. 80 

百十 184. 8 0  68 . 36  

ぷ口入 270. 34  100 . 00  



和歌山県のヒ'ッ グプロジェク ト

田辺湾総合リソこート開発計画

田辺市企画部リゾート対策室

I . 田辺市の状況

- 人 口 71，899人( 平成 2 年 8 月31日)

- 世 帯 23，950世 帯 ( 平成 2 年 B 月31日)

・而 械 136 .39km'

- 交 通 網

* 道路 和歌山市まで87km ( 約 211寺|削)

大阪市まで152km ( 約 31時間50分)

- 関西国際空港予定地まで与120km

* 高速道路 ・近畿自動車道紀勢線

松原ー堺北( 1l . 2km) 平成 2 年度末供用予定

堺北ー岸和田( l l km)  平成 5 年 度中供用予定

岸和田一阪南 ( 23km) 平成 2 年 3 月供用 開始

阪南 湯浅 ( 37 .6km)  昭和59年 3 月供用開始

湯浅 御坊( 19 .4km)  平 成 6 年度末供用予定

御坊ー 田辺 ( 29km) 基本計画路線

* 鉄道 ・J R 紀 勢 線 田 辺 一 新 大 阪 直 通 ( 約 2 時間 )

* 2E路 - 南紀白浜空港ジェ y ト化盤制i J 平成 6 年度完成予定

( 白浜一 東京 100分→60分 )

田辺市は和歌山県の中央部に位置しており，紀伊山地を背に、西

に田辺湾を抱き、 山の緑、海の蒼さが鮮やかな自然、農かな街です。

ここは、かつては熊野三山への参詣道の要所として栄え、歴史 ・文

化 を育んで参りました 。現在では，紀南の政治、経済、交通、教育、

文化の中心地として 発展を続けています 。

しかし、田辺市の人口はここ数年伸び悩んでおり、周辺地域を含

め若者の流出が多くな っています。 そこで、魅力ある雇用の場を創

出し、若者の定着を図ることが急務とな ってい ます。

一方 、この地域は、平成元年の特急くろしお号新大阪乗り入れを

はじめ、南紀白浜空港のジェ ッ ト化、 高速道路の延伸が予定される

等、最近は交通網の整備が著しく進みつつあ ります。 また、平成 5

年度に関西国際空港の開港を迎え、この地域は国際的にも開かれた

地域となります。 これらの交通諸条件が撃い、国土軸に直結する好

機を得て、田辺市は 21世紀に向か つて大きく 飛躍しようとしていま

す。

計画概要

I  計画目標年次

平 成 4 年 春 工 事 着 工

平 成 7 年 第 一 次 オ ー プ ン

平 成 13年 完成

II 開発対象地域

| 塗域. 図辺市新庄町内之浦、鳥ノ巣地区 1l 0ha

海 域 内 之 浦 湾 l Oha

1II 総 事 業 費 約2000{意円

W 年r . rl 見込み利用者数 ( 平成 13年) 約 200万人

v  ｬ ｬ ｾ 業推進体制 ｬ 平 成 2 年 3 月「田辺リゾート都市開発株式会社 ( T RUD)J を

設 立 ( 第 3 セ ク タ ー )

- 丸 紅 附 ・飛鳥建設( 附 ・附テ' ユメス ・ジャポン

- アーバンライ 7 側 ・附 ア ー パ ネ ック ス ・住 友 信 託 銀 行 側

. 田辺市

施設概要

施 設 名 内 容

7 リーナ 600!!l (  ; ; ラプハウス 修理焔訟 ・艇1i1! )

ホテル 3 練 750室

マンション 8 1車 1480室

コンドミニアム 6 陳 1300室

別荘 7 箇所 555p 

スポ_ " / ・

- テニスコ ト ・人工ピーチ ・来馬 7 ラプ スイミングプール ・釣 り公闇

レジャー施設

. 7 ィ y トネスクラブ ・ウ庁ーターセンタ_ ' 7 リンスポ_ " / クラブ

スノ マー ・7 アンタジ ランド

プレジャ一地殻

ショ y ピン グモール コマーンャ ルセン ター ・レストラ ンモール

-湾内遊覧船 ・洋土レストラン

教育文化地設 海洋1噂物館 ・フェスティパルセム〆ター( 国際会議 展覧会)

交通施設

( 区域内 ) ミ ニパス ロープウ ェイ ー水上タク y

Ｈ 区域外 Ｉ ・ ヘリポート ・高速艇発ＺＮｴｲ ｴｾＱ

その他的地殻 - メイ ン プ ラ ザ 遊歩道 ー親水公国・地下駐車場 アメニティセンター

II.  リゾート計画

「回辺湾総合 リゾート開発計画」は 、これら の状況を受け、当地域

の活性化の第一歩として計画したものです。 田辺市は 、人口 の増加、

履用機会の増加、若者の定着を図るだけでなく、 地域産業への波及

効果も高い事業のひとつとしてリゾート開発を計画いたしました 。

和歌山県がれ海H をテ ー? に策定した 『燦 ・黒潮リゾート構想』

において、当地域は「紀南アク テ ィ7' . リゾートゾーン 」 として位

置付けられており、 「田辺湾総合リゾート開発計画」はその一翼を担

うものです。

当市新庄町内之浦 ・鳥ノ巣地区における 本計画は、 この地域の持

つ温暖な気候と、風光明娼な リア ス式海岸を有す る地形 を活かし た

ものです。海と陸を一体的に開発し、総合的なリゾー ト空間を 創 造

するとともに、全国で展開されている機々なリソート計画に優る特

徴を持 ったプランを策定しています。

計画地域内では、 車はできる だけ地下駐車場に収容し、歩行者が

安全、且つ快適に風最を楽しみ ながら 地域 内 を往き来できるよう設

計されています。 また、緑地を十分確保し、建物も自然の地形に沿

ったものとなっています。 このリソート地には自然は不可欠である

と考えてお り、 陵地 とj毎の環境保全には細心 の注意を払っています。

また、 リゾー卜地域内では、地元の企業の事業参画や現在の農業 、

漁業が新たにリゾートに適した分野を開拓する こと も可能です。 リ

ソートは総合産業といわれて おり、 波及効果は係々な業種に及びま

す。 また 、田辺市だけ でなく周辺町村にも波及効果が考えられ 、 リ

ソート 地の形成は 地域全体の活性化に つながると考えています。

田辺市では、現在まで蓄積された様々な財産に、こ の地域の豊か

な自然に育まれた新鮮な魚介類や農産物、盟富な地場産品等を活用

しながら 、リ ゾート開発を推進してゆく考えです。

リゾート開発は田辺市の地域開発の軸であり、活性化の第一歩 で

す。 田辺市民の方々が誇りを持てるような 、また、日辺市 を訪れた

人々が魅力を感 じるようなまちを 作るため、私たちはリゾー ト事 業

の推進に取り組んでいます。

イメ ー ジ パー ス
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和歌山県の ヒF ツグプロジェクト

和歌山マリーナシティ

一 景勝の地、和歌浦湾に拓く国際リゾー卜都市 -

和歌山県企業局マリーナ建設室

1  . 事業の目的

和歌山県は、 21世紀に向けて人口動向、産業構造、価値観や生活

様式などの大きな変化に対応した県勢の活性化 を図るため、昭和61

年に第 4 次長期総合計画を策定し、現在推進中であるが、特に平成

5 年度末に開港が予定されている関西国際空港のインパクトや最近

の国際国内情勢の急変に対応した施策の実現が急務とな っています。

近畿圏においても、生活水準の向上や休日の増加を背景として、

余暇ニーズは多様化 、高度化 を伴い急激に高 まりつつ あり 、こ うし

た余暇活動の充実を図るための施設整備の促進が国家的課題とされ

ています。

そして以上の諸条件を活用した観光レクリエ ションの充実、経

済活動の活性化、更には積極的な国際化への対応が、本県全般にと

っての重要な課題とな ってきています。

その観点に立って、県内の地勢的特性を考慮すると、県勢発展の

基盤整備の場として環境に留意した沿岸域における積極的な開発が

最も望ましい将来像のーっといえます。特に和歌山県紀北地方に位

置する和歌浦湾は、古くは万葉の時代から風光明婦な景勝地 として

知られており、自然に恵まれた比較的静穏な海域は海洋性レクリエ

ーションの女子適I也であります。

このような背景の中で和歌浦湾は、和歌山県長期総合計画 を初め

とする開発構想、によ って「海洋性レクリエーション基地」 として の

開発の方向が示されています。また関西国際空港や近畿自動車紀勢

線の整備が進められており、これらのプロジェクトの本地域へのイ

ンパク トを活用し 、地域の環境整備を進め、 地域のもつ自然環境資

源の価値を一層高め、今後の国際化と余暇の時代に対応するリゾー

ト地域の形成を推進していく必要があります。こうしたことから、

和歌浦湾に国際的都市近郊型レ ク リエーションコンプレ ック スの創

造を行うことにより地域の活性化と 地場産業の振興に資するととも

に、新たな産業構造の形成等、活力ある和歌山県を構築するために、

和歌山マリーナシテ ィを建設するものです。

II. 計 画 概 要

毛見地区海岸は、砂浜から岩場へと変化す る美しい海岸線を有し

ており、この貴重な自然を残すため、埋立地 と既存の陸地の聞を水

路として残し、人工島方式による和歌山マリーナシティの計画とし

た。

位 置 和 歌 山 市 毛 見 地 先 公 有 水 面

事 業 主 体 国 、 県 、 民 間 ( 第 3 セクタ ー)

事 業 費 800i 志向

埋 立 商 積 48. 3ha  

水 域 面 積 16. 0ha  
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各施設は、個々に魅力ある施設であるが、多様な機能を複合化す

ることによ って、年齢、性別を問わず、多くの人々の利用が可能と

なる。さらに、レ クリエーション施設用地、ふ頭用地、国際交流文

化施設用地 という 3種類の用途を持った用地が同ーの場所に立地し 、

複合化 されることによ って、立地す る各施設が、 E いの機能を補完

し、あらゆる人々の多種多様な利用が期待できる相乗効果が発揮で

きる。

III. 土 地 利 用 計 画

区 分 主 要 施 設 . t ! I l 立面積 利 用 面 積

7 リーナ施設 船 協 場 ポ ー ト ヤ ー ド 艇 庫

8 .5  8. 8 

用 I也 クラブハウス ・修理工場等

レ
高層 7 ンンヨン タウンハウ

ク

住 居 施 設 用 地 ス・艇 li l1付 住 宅 ・コミュニテ 14. 4 14. 4 

コ二
ィセン タ ー 駐 車 場 等

宿 泊 施 設 用 地 中層ホテ ノレ・コッ 7 ージ等 2 . 2  2  2  

:ノ

ス ポ ー ツ 施 設 テニスコート ・スポーツセン

ヨ
4 .0  

昨j I也 ター ・レジャープーノレ等
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施
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設

ノ、ーパーレストフン・マリン

用

I也
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5. 6 5.6 
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ッピン グモール等

計 品' ;38 .8ha *，;39. 3ha 

旅客船ターミ 旅客船ターミナノレ等

0.8 0. 8  

ふ ナノレ施設用地
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主 ｩｾ 3. Iha  ＪＧｾ＠ 3 ， 2ha 

際交固 施化設

国 際 交 流 国 際 会 機 場 ・高層ホアノレ・続
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施 設 用 地 地 帯

t疏坪I
国 E祭 文 イ lニ 和歌山コ ー ナ ー ・緑 地 等
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文 I也 施 設 問 I也

百十 長 ｩｾ 2. 3ha  車ワ 2. 3ha 
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道 路 m I也 キヲ 2. 9 来う 2. 9 

前 干百 合 ｾ ｩ＠ キワ48 .3ha キヲ48. 9ha

土 地 利 用 計 画表



(1)  レクリエーション施設用地

和歌浦湾の有する観光ポテ ンシャルを 十分活用し 、広〈京阪神を

も含めた背後圏を対象とした多様な海洋レクリエーション需要を吸

収し、地域の活性化を促すため必要となる本埋立地の基幹施設用地

とな っている。レクリエーション施設用地は、マリーナを核とした

海洋性レクリエーション基地の形成を図るため、マリーナに附帯し

て各種の利便性が必要となる。このため、これらの施設はマリーナ

を核として機能的に配置する。
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レク リエー シ ョン施設の構成

(2)  ふ頭用地

関西国際空港の開港による波及効果を享受し、十二分に活用する

ため、空港との海上アクセスルートの開設と、和歌浦湾周辺観光遊

覧船のためのパースを設備し、その背後に一体となって機能する旅

客船ターミナルを整備する。

また新たな水産業の発展と振興を促す観光漁業の推進を図るため

必要となる漁船等を対象とした小型船だまりを箆備し、その背後に

は地域の漁業活動のなかに「見る 、買う、遊ぶ( 味わう) J といった

観光的要素を導入し、付加価値を付けて魚介類を供給し、併せて人々

を呼び込むための施設として観光魚市場を整備する。

さらに施設利用者に観光パス及びタクシ一等の交通ターミナルを

竪備する。

(3) 国際交流文化施設用地

関西国際空港からの海上アク セスの開設によって、国内外の人々

が容易に集まる ことができる 地理的条件と、背後のレクリエーショ

ン施設が和歌浦湾の景観と相侠ってすぐれたアメ ニティを提供する

という環境条件を活用して、和歌山県の国際化の進展と国際交流の

活性化に寄与する施設を整備することとし、本格的な国際会議場と

高層ホテルを配置するための国際交流施設用地 と、国内外に「和歌

山」を紹介する施設として和歌山コーナーを配置するための国際文

化施設からなる国際交流文化施設用地の準備をする。

(4) 緑地

本埋立地においては、来訪者のために、活動的なレクリエーショ

ンの場だけでなく静的なうるおいのある場も必要である。

また、雑賀崎、名草浜海岸から見た埋立地の景観づくりに配慮す

る必要がある。このため、埋立地の北側の水際線に周囲からの景観

を改善し、環境保全に資するとともに人々のくつろぎの場となる修

景緑地 を整備する。各施設においても、景観に区切を与え修景を図

りうるおいとやすらぎのある快適な居住杢問、ゆとりと潤いのある

快適な環境とするため、各施設利用面積の 15 %- 4 5 %の緑地の盤備

を図る。

N. 親水性防波堤・ 護 岸

従来の防波堤は、文字通り波浪を防ぎ、航路、泊地や港内の静穏

度を確保する目的で建設されるものであるが、当防波堤は、 リゾー

ト、レクリエーション基地 を構成する重要な施設のーって、あるため、

これまでの防波堤機能を有することはもちろん施設全体の景観と調

和したものとする必要があり、かつ、 一般の人々が自由に出入りし

て安全に集い、憩い、散策できるも のとする観点から我が国初の親

水性防波堤( ダフツレテー ッキ型) を建設する。

各施設の護岸は、ウォーターフロントを親水性の高い魅力ある笠

間とするため、水際まで容易に近づくことができる護岸、海のプロ

ムナードとして機能を備えた構造による護岸を建設する。

主 な 経 線

昭和61年 12月 和歌山県第 4 次長期総合計画策定

昭和62年 9 月 和歌山下津港港湾計画の一部変更

昭和63年 8 月 公有水面埋立免許願轡出願

昭和64年 l 月 公有水面埋立免許取得

平成 元 年 5 月 和歌山 7
1
) ーナシティ建設工事着工

平成 2 年 1 月 護岸第 1 函 ケ ー ソ ン 据 付

今後の スケ ジ ュール

平成 3 年 1 月 埋立土砂投入開始

平 成 4 年 3 月 第 l 工区法立工事竣工

平成 5 年 4 月 一部供用開始

平 成 5 年 7 月 世界リゾート博開催

平成 6 年 3 月 第 2 工区埋立工事竣工

完成予想図
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和歌山の住まいづくり

紀の国ウッドタウン

和歌山県土木部 建築課

1 . 事業の背景と位置づけ

現在我が国における住宅スト ックの約 8 割、またフ ローの約 5 割

が木造住宅であり 、その大半が小規模な大工 ・工務庖による在来工

法で供給されている。

これらの木造住宅の歴史は古〈 、その技術は大工棟梁によって継

承され、各地域の資源や材料を使うなど地域と密接な関係を保ちな

がら安定的に供給されてきた。

しかし、 地縁 ・血縁的な信額関係に基づく受注体命1) など経営基盤

がもともと弱〈、それに加えて材料 ・工法の多様化、流通機構の変

化による他の地域からの資材の移入や外材の流入、需要者ニーズの

多様化等の社会情勢の変化は、フローにおける木造率の低下をもた

らすとともに 、工法の混乱と大工 ・工務庖の経営の不安定化 をもた

らしている。

和歌山県においても、 こ うした木造在来工法をとりまく現状や大

工 ・工務庖等小規模建築業者の抱える問題は多く、 一方、木の国と

いわれる 和歌山県の有効な資源である木材をとりまく 現状からは、

木材需要量の減少化傾向が続〈 中で、戦後の造林木の伐採期が近づ

いていることから 、県産材を中心とした木材の需要拡大等が課題と

なっている。

以上のような背景から 、和歌山県においても地域に適した良質な

木造住宅生産供給の促進と木材を中心とする地域住宅産業の振興を

はかることを目的に昭和61年度より 「地域木造住宅生産供給促進事

業」の実施を進め、昭和 Ｖ Ｓ 年度では ￭ Ｊ｣ｾ ｈ の家認定制度」の実施と

地域住宅産業へのP R、啓蒙活動を行 っている。また、 これとは別に

県産材の利用促進 を目的として昭和59年度より「和歌山県木造住宅

建設資金貸付事業」の実施を進め、さらに昭和61年度より「地域優

良住宅制度」を発足 させている。

これらの制度及び認定制度が、 一戸の木造住宅を対象としたもの

であるのに対して「ウ ッ ドタウンプロジェクト」は、これに加え木

造戸建住宅の集団建設 ( 団地) を対象とした制度であり、前述の制

度 ・認定制度とあわせて推進することにより、より 一層の地域に適

した良質な木造住宅生産供給の促進と木材を中心とする 地域住宅産

業の活性化 を図ろうとするものである。

II. 和 歌 山 県 ウ ッ ド タ ウ ン プ ロ ジ ェ ク ト の 目 的

和歌山県の住宅地は、大阪府に隣接した大阪大都市圏のベ ッ ドタ

ウンの性格を持つ住宅地から和歌山地方都市圏に属する住宅地及び

農 ・漁村集落の住宅地 まで 、さまざまな住宅地からなっている。ま

た、こうしたさまざま な住宅地はそれぞれ固有の問題点をもってお

り、それに対するきめ細かな県等の指導及び支援が望まれている。

このような状1兄に対して、「ウ ッ ドタウンプロジェクト」は個々の

木造住宅団地に対 して柔軟に指導 ・助成をはかることにより、 地域

ごとの多様な住要求に対応した良質な木造住宅の建設と良好な住環

境形成の促進をう ながすとともに、これにより 地域住宅産業の活性

化、木に育くまれた豊かな生活の実現をはかることを目的とした事

業である。
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III. 和歌山県ウッドタウンプロジェクトの基本的考え方

(1)地域特性に対応した 地域のモデルとなる良好な木造住宅団地の建

設促進

前述のように和歌山県にはさまざまな住宅地があり 、それぞれ固

有の問題点をも っているが、その 中で代表的と考えられる木造住宅

団地の類型化 を行う。そして この木造住宅団地の類型化によ って導

き出された木造住宅団地 タイプ別にその問題点と優良化方策を検討

整理し、その 内容をウ ッ ドタウンプ ロジェクトの要件として盛り込

み、今後建設される木造住宅団地に対して反映させる。

つまり、ウ ッ ドタウンプ ロジェクトの要件を木造住宅団地 タイプ

別に設定し、多元的な内容とすることできめ細かで柔軟性をも った

ものとすることにより、個々の木造住宅団地に対しての適合性を高

めるとともにウ ッ ドタウンフ ロジェクトの利用促進を図る。さらに、

国の定めるウ ッ ドタウンプロジェクトの規模 ・要件とは別に 、県の

定める規模 ・要件を設定することにより、要件に適合する対象団地

の巾を広げる。前者を建設大臣認定型、後者を県指導 ・支援型とし 、

2 タイプのウ y ドタ ウンプロジェク トによる 構成とする。

0 建設大臣認定型 国の承認を得た県の採択により公庫融資の割増

貸付を行う。

0 県指導 ・支援型 基本的に県独自の採択により県の助成を行う。

この 2 タイプの要件の棺違は、団地の規模によるものであり、そ

の他の要件は共通のものである。

(2) 良好な木造住宅及び団地の建設促進と 地域住宅産業の活性化

事業の背景で述べたように 、すでに和歌山県では 「地域優良木造

住宅制度」、「木造住宅建設資金貸付制度」、「紀州の家認定制度」が

ある。これらは一戸の木造住宅建設に対しての県等の指導 ・支援制

度である。これらに加え、木造住宅団地に対しての県等の指導 ・支

援制度である「ウ ッ ドタウンプロジェク ト」が設けられることにより、

木造住宅全般に対応する県等の指導 ・支援制度が整備されることに

なる。

「ウ ッ ドタウンプロジェク ト」がこれら 3 つの制度及び認定制度と

ともに積極的に利用されることが和歌山県における良質な木造住宅

の建設促進と 地域住宅産業の活性化につながる。そのために「ウ y

ドタウンプロジェク ト」は木造住宅団地の団地形成上の指導 ・支援

制度とし 、木造住宅単体の制度である前述の 3 つの指導 ・支援制度

と内容の範囲を明確に区分し 、それぞれの指導 ・支援制度の組みあ

わせの自由度をより高める。つまり 、組合せの自由度を高めること

は、利用者の枠が広くなり、利用促進を図ることにつながる。

なお、こうした制度、認定制度の利用促進を図るためには「ウ ッ

ドタウンプロジェク ト」の発足に際して、利用者に対しての瞥発普

及活動を積極的に行うことも 、事業を実施する上で重要な課題であ

る。

以上の基本的考え方をもっ和歌山県のウ ッ ドタウンプロジェクト

は、県内の地域特性及び木造住宅団地の特性にあわせて立案したも

のであることから、他県のウ ッ ドタウンプロジェクトと 比べ住宅政

策的な要素が強くな っており、その独自性を基に 「紀州|型ウ y ドタ



ウン」と称する。

今後も生活の中で、新しい豊かさを求める気逐が高ま っているな

か、豊かな住環境を積極的にっくり出していく先導的役割が期待さ

れる。

N. ゆ と り と う る お い の あ る 街 並 み と 住 ま い

(1) 木のまち ・木の住まい

・ウッ ドタウンの街並みを構成する大きな要素は、建物である住宅。

その住宅には、日本の気候・風土に適した木造住宅を採用する。

・また、木製デ ッキや木製門柱、木レンガや木製遊具、木製サイン

など、敷地内外の屋外空間でも木材をふんだんに使 って、、、木の温

もりのあるまちづくり。をする。

(2)生け垣でつくる緑の街並み

・塀のかわりの生け垣が、豊富な街路植栽とともに緑豊かな街並み

をつくる。

・また、住宅の外壁の位置を、道路境界や隣地境界から後退し、そ

の後退部分もできるかぎり緑化する。

(3) 付属建物も街並みと調和して

・車庫や物置についても、その位置やデザインを考慮、して街並みと

調和を図る。

・特に車庫は、道路に面していることから、開放性の高い透視可能

なものとし、街並みとの調和を図る。

(4) コミュニティー空間のふれあい

・コミュニティー広場や、道路にアルコープを設けたりしてつくら

れたコミュニティー空間が、居住者同士のコミュニティー活動の

場や子どもの遊び場、大人にとっての憩いの場となる。

(5)安全で‘ 快適なまちづくり

・人聞を疎外する要素を極力締め出して、子どもや老人が安心して

遊 び ・憩える場や、うるおいが配慮されたまちづくり。

(6) 調和のとれた美しい街並み

・街並みは豊かな緑にあふれ、屋根の形、高さ、壁面、色、付属建

物、共同施設 ・設備、樹木植栽などが調和して、美しい街並みを

つくる 。

v. 事例 み つ い し 台 ウ ッド タ ウ ン プ ロ ジ ェ ク ト

- 既に建設が進んでいた住宅分譲地三石台の一角に計画。

・戸建木造住宅41戸と児童公園 1 ヶ所を、ウ ッ ドタウンプロジェク

トとし て計画 ・建設。

まちづくりの特徴

(1) 木と緑のまちづくり

・住区幹線道路の並木や細街路の植栽 ・シンボルツリー等で緑豊か

な街並みをつくりだす。

- 地 元の木材業者の協力によるオリジナルの木製門柱や、擁壁天端

の木のボーダーなど、木材や木製品を多〈使 ったまちづく りをめ

ざす。

(2)ゆとりある住生活

・住戸プランは、アウ トド アリビング等のれ楽しき H や、来客の泊

まれる部屋あるいは趣味の部屋を硲保することに留意。

(3)伝統が生きる住まいづくり

. j: 也元の伝統的な間取り、和室二間続きを多用し、 地元住民にも受

け入れられやすい住まいづくりをめざす。

(4)建築協定で環境保全

・各住戸の敷地内 だけでなく、「みち公園」等の道路上の植栽などに

対しても、 一 人ひとりがわが街意識をもっ。

(5)木を活かした住まいづくり

・建 具 ・造作材に木製品を多用し、各戸の庭には、地元木材業者の

協力によって、アウトドアリビングが楽しめる木製デ ッキを設置。

丹波石貼り門柱( 和風住宅)

和風住宅通りでは、門

柱を丹波石貼りとし、

しっとりとした美しさ

と和風住宅が持つ伝統

美を宮崎和させ落ち着い

たイメージの街区に仕

上げる。

和風通りシンボルツリー

和風住宅街区への入口

部分には、ランド? -

7 となるシンポ/ レツリ

ーとして杉、もみじ等

の高木を植える。

写真三石台のまちなみ

木製デ ッキ

防腐処理木材によるデ

y キ、ヌレエンを設置

する。

並木道

車道と歩道とを分離す

るため並木風に高木を

配する 。

デザインストーン

各住宅のサインマーク

として、モダンな中に

も落ち着いたイメージ

のある御影石に意匠を

凝らした加工を施し、

玄関前の道路上に埋め

込む。

木製門柱( 洋風住宅)

洋風住宅通りでは、よ

りウ y ディーな雰囲気

が出るよう地場木材業

者の協力を得て木製門

柱を設けて街区に統一

感を持たせる。

洋風通りシンボルツリ ー

洋風住宅街区への入口

部分には、ラ ンドマー

クとなる シン ボl レツリ

ーとしてハナミズキ、

けやき等の高木を植え

る。

イメー ジハン プ

1. 5 m帽の御影石ノ、ン

プを設ける。

築山風植栽

温F 古ぶト， 1也t易産の玉石貼りの鍵

τ 品ｾ Ｚ丸 型擁壁の前面セ ットパ

.-. !.¥ Ｎｾク昔 ＱＱ 分に 、築山風の

ー 団総豊かな線を絡し、当地

ｾ ｾ 区の シン ボ ｊ レ とする 。
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和歌山の住まいづくり

紀州の家認定住宅

和歌山県木造住宅振興協議会

1. 紀 州 の 家 認 定 制 度 と は

県内で木造住宅を供給する者 ( 工務庖・設計事務所など ) が提案

する在来工法木造住宅のうち一定の基準を満たし、かっその設計計

画にすぐれた住宅を 「紀州の家」 として認定することにより、今後、

住宅を建設あるいは購入される方々にめやすを提供するとともに良

質な木造住宅の建設を促進しようとするものです。

(1)  地域優良・県木造融資での優先採択

紀州の家認定制度は、和歌山県木造住宅振興協議会が、県の助成

を受けて実施するものです 。

「紀州の家」に認定された住宅を建設する場合、現在和歌 山県で笑施

している和歌山県地域優良木造住宅利子補給制度や和歌 山県木造住

宅建設資金貸付制度での優先採択を受けることができます。

(2)  住宅を選ぶ基準に

消費者の方々にとっては、 「紀州! の家」認定住宅は、以下のすぐれ

た基準を満たしているものですが、この基準は他の住宅と比較検討

する |緊の目安となります。

このことは、供給者にと っても需要者側にと っても利点となりま

す。

(3)  主な基準 ( 代表的な認定基準例 )

耐久性能の向上

- 基礎は鉄筋コンクリート造 ・土台、通し柱、すみ柱は槍120mm角

.  Ｉ Ｚ木高 ＶＰ｣ｭ 以上 ・ 床下のｼ坊温工事 ・ ｾｊｪ 蛾処理

省エネルギー ・安全性

- 公庫仕様による断熱工事の施工

. カス漏れ主主報機の設置

- 階段の手すり設置

住環境への配慮

- 原QIJ として図障 ( 塀 ) は、生け垣

l  際

認 定 番 号 : m63- 3号

認 定 年 月 日 平成元年 4 月 1 日

認定の有効期限 平成 4 年 3 月31 日

認定を受けた者

住 所 和 歌 山 市 西 汀 丁26番I也

氏名 和歌山県住宅供給公社

建 物 概 裟 :

建 築 面 械 83. 07111'  

延 べ 面 的 122. 83111'

l 階床而f l ' 1 82 .22111'  

2 階床閉鎖 40. 61m'  

2 附

昭 和63年度認定住宅例

74  時 とH:::! / I蜘 年 I1I1 甘

11 . 参考

(1) 和歌山県地域優良木造住宅利子補給制度の概要

( 制 度) この制度は、和歌山県の気候風土などの特性を踏ま

えた、より高い耐久性と良好な居住性を備えた優良

な木造住宅に、住宅金融公庫が割増し融資を 、県が

公庫融資に対して 利子補給をする 制度です。

( 対象住宅) 住宅金融公庫の融資を受けて県内に建設、購入する

住宅で建設基準 ( 省略) に適合する住宅です。

( 助成内容 ) 通常・の公庫融資に加え、次の助成が受けられます。

・住宅金融公庫が割増し貸付 ( 200万円 ) を 行います 0

・県が公庫融資 ( 土地に対する 融資は除きます。) に

対して当初 5 年間、年利0. 5% 相当の利子補給を行

います。

(2)  和歌山県木造住宅建設資金資付制度の概要

( 制 度 ) この制度は、自ら居住するために木造住宅を建設、

または購入しようとする場合、自己資金の不足する

方に対して県が融資する flj l] 度 です。

( 対象住宅) 住宅金融公庫の漏出資を受けて県内に建設又は lt移入す

る、床面積が 155m'以下の木造住宅 ( 老人、多家族等

については 220m' 以下 ) です 。

( 融資条件 ・平成 2 年 3 月現在 )

金 利 当 初10年間 6. 24% 11年目以降 7. 68%

融資金額 50万円 - 2 0 0 ) J 円

償還期間 20年以内

※ (1)と (2)は併用できません 。

l  際

認 定 番 号 第 元一2号

認 定 年 月 日 . 平成 2 年 4 月 l 日

認 定 の 有 効 期 限 平 成 5 年 3 月31日

認定を受けた者

住 所 和 歌 山 市 西 汀 了26番I也

氏名 和歌山県住宅供給公社

建 物 概 要

平成元年度認宅住宅例

建 築 面 積 102. 88m'

延 べ 面 制 162. 45m'

l 階床商品1'[ 101.0801'  

2 階床岡村! 61. 37m'  

2 階
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最適制御・ファジイ

制御による制振構造

橘 英三郎

制振構造

ill 物の交通振動によるゆれ、} ! l l¥によるゆれ、歩

行による床のゆれなどを機械のカを 併リ て抑えょ

っと するi ! i 11振構造は、また、免μt #iili のω点 ( や

や長周 ｭ ｬ に スペクトルの 山がある特殊 な 地 ￭ｽ ｾ に羽

し、) をカバーす る補助的な y ステムとしても 注目

されている 。制仮装f{j ' 目の椛成はおおよ そ次のよう

になるが、 ｩｉｾｉ 街 Ｑ カを決める部分を重点的に述 べ る 。

A ) 変形などを観iJli Iするセンサ一株

B ) センサ一入力から制御力を決める 袋ti'! :

C )  ｩｬｾｈ 制 ｬ ヵを ， 建物に与えるアクチ ュ エーター

最適制御理論による制御力の決定

;!，11 i 制! 力を、次に示す目的関数 F をiiii 小 にするもの

として; J どめる 。小 さな 制御力 で変形 ( 府J : ¥I 変位や

j皇位な どでもよ い) をffll える のカ Ｇｾｬｩ いと なる 。

目的関数 F = !1"2a( 変形) '+ "2β (制御力 )' Idt

三は ｩｬ 刊ｼ御対象となる変形や、 ｩＡｾＩ 御力を発生させ

る装; ;' ，: が似数個である こと を意味し、 α 、β は設

計者が適宜決める重み係数( 一般的には対角行タ1])

である 。ft'l分区If ¥J は作動する時 11¥1であり、 J直当な

il刊H卸値に/ 高ち着くまでの時間がとられる 。変形は、

't't五i 、同lリ性、 i域以なとを含む運動方れ式を用いて

制御力に置 き換えられ るため、結局F は制御力を変

数とする関数となり、非線形の最適化問題となる 。

ただし、この方法は、外力が O もしくはホワイ

トノイズなどでなければF を最小化する制御力が得

られない欠点がある 。軌道をはずれたロケ y トを

いかに軌道に 戻すかとい った場合などは特に問題

とならない が、I也Ui や台風などが作用している最

中に il，ll 御する場合はそぐわない 。

そこで全作動H寺惜lにおける段通化をあきらめ 、

l時間を小さなステ y プに分割し、ステ ップ ごとに

|見l数 F をさだめ、 各ステ ップ内だけで最i也化 をはか

る方法が、 Y ang [  1  J らにより能楽されている 。

地μ ゃ}!i¥¥による外力も微小区間1内では直線変化な

どと仮定できるので、解が得られる 。

この F には時間積分が含まれるが、さらに、運

動方程式として差分表現されたも のを 最初から用

いると、 F を最小化する制御カは行亨1)の減tl: t:.ごけ

から求まり、計算4 時間の節約となる [ 2  J 。

ところで建物のl別性 、質量、減u : や、地盤のi!i JJ

特性なとＧの正確な ｦｾ 直 を 知る のはきわめて 凶雑であ

る。 そこで、巨大地μ の前にいくつかの小 さな地

山を経験すると仮定 し、小さな ｊ 也 ￭Ｉｾ Ｑｉ 与に得られた

o  5・

振幅( r Ml )

( a) 振 幅 ( b) 角度

図 1 メンバーシップ関数

・規則1 ) からグレード0. 25を得、その高さでカ ッ卜した部分を A とする

一一一一 Ｍ ｾ ｊ Ｍａ
15

0  

35

0  

・規則 2 ) からグレード0. 75を得、その高さでカ y 卜した部分を B とする

一一寸 九

図 2 代数積一加算一重心法による角度の算出

L

l

¥

f

h

 

25

0  

純

一

ぁ

18.18

0  

観illll データーから剛性や減点やI也鍛特性を: tffii Jli Iす 尖は、その問題が、ファジィ制御のもう一つの; t:

る方法が、次の手として考えられる 。伊1) えばM: 'J 長 イント となる 。

カル7 ンフィルターを用いた方法である 。

もちろん 、小さい I也以のときと 、大きい地出の

ときでは様子は呉なるとい った問題は残る 。

ファジィ制御による制御力の決定

「建物や地盤の特性は分からないもの」と いっ

た前提て¥経験則 を頼りとする制御に、ファジィ

［Ａ， Ｑ Ｑｬ卸 がある 。 これは、 系の絞キ ｦ ｾ さがある限度を越

えると 、支配方ね式をベースに した定量的方法で

の結果はほとんど意味をなさない ( 不適合性の原

則 : Pri ncipl e  incom patibi l i t y ) との立場から出

発している [ 3 J。建物はブラ y クボ y クスとして、

センサーからの情報 をもとに 、経験的な規則 によ

り制御力を決めるとい った方法である 。経験が舷l

りゆえ、め ったにおこ らな い大地μ に対して の効

用は期待できないが、人の歩行による床の振動、

l!li¥に よる 振動、高速道路の近くの 7 ンションのゆ

れなどが対象となり得る 。

言fi を簡単にするため、 手動211の床制振装置の試

作品があるものとする 。 どん な機械やアク チュエ

ー ターかは、ここでは問題としなし、。 とにか く

その装置をあ っちこ っちで何度か使 った結果、 ぷ;

の二つの定性的な規 HI)が得 られたものとする 。

f見I! I) 1  [ 気持ちの惑いゆれ] の場合は、制振装

ti'.:のつまみを右に [ 大きく回す ]

j批111) 2  [ かすかな ゆれ] の場合、 flll) 振装慌のつ

まみを右に [ 少し回す 】

たfごし、

[ 気持ちの悪いゆれ J :  j M$N¥が0. 6"，m程度以上

[ かすかな ゆれJ 祐三怖が0.2mmから 1 mm絞1ft

[ 少し回す J :  50から 25

0

位度

[ 大きく 回す J :  15・から 35・位皮

ところで、もし床桜並iJ の振隔が0. 8mmの場合、 ど

うすれば よいのか? 0. 8mmは上記の定義で1ま[気持

ちの悪いゆれ] と [ かすかなゆれ] の両方にはい

る。 また、一体、つまみを何度回すか分からない。

手)1頂 1 : まずメンバーン ンプ|刻数と 11乎ぶ|刻数 を

適当に定める 。j 91)えば 図 1のよ うな折線 である 。

縦座燃はグ レ ードを表 し、最大が ｬ である 。 ｪ ｾ ｬ� 自

のグ レードが 1 の場合は、全員が気持ち怒< ! 感じ

る仮 ITiJ iを意味する 。

手順 2 回す角度を定める ( 非フ ァジィ 化 ) た

め、 純々 の rt1fi 論法」の 中から一つを選択する必

要がある 。図 2 に、 「代数Ut ー加算 ーi弔心法」を選

択した場合の角度 18 .18

0

を得るまでのt ) : 出法を示

す。

最適制御とファジィ制御

i政! Nfl，l)j同! とファジィ fl，l)j朗lのごく入口だけを似介

した 。 おわりに、最適制御とファジ ィ制御lの特徴

をあげる 。

最適制御 。わずかな制御力でかなり効果がある 。

ただし、フォン ・ノイ 7 ン流に 、計算通りであれ

工の ことで、モデルの設定に制11心の注意を 嬰する 。

ファジィ制御 幸干験を参考にするため、制振昔'lJ

* は最適制御に劣る 。反面、可知なものと不可知

なものを結びつけ るのが技術者の役割lであるとい

った、ノパート ・ウ イナ一流の謙虚さと、さらに、

多少の誤 りはこたえないとい ったロノ〈スト性を合

んで いる 。

文献

[  I  1J . N. Yang，A. Akbarpour，P. Ghaemmaghemi， ' N 

ew  Opti mal  Control  Al gori t hms  for St ruct ur al  C o  

nt rol " ，AS C E，V oI.l 13.No. EM・9，( 1987)  

[ 2 1  T .Hat ada，T. Sakaki y ama，E. Tachi bana，Y .lno-

ue， " Generalized  Opt i mal  Control  A lgori th ms  for  

C ivil E ngineering  Structures" ，Proc. of 12th  C anad-

ian  Congress of A ppI. Mech.(  1989)  

[ 3 1L .A. Zadeh，"Outline  of  a  Ne w A pproach  to th・

e  A nalysis  of  Complex Systems  and Decision  

ProcessesぺIE E E T r ans. Svstems.  Man  and  Cy ber-

neti cs，V o1. S MC- 3，No. l ，J an.(  1973)  

( た ち 的 え い れ : 引 1  
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1 7 7  

ソーマス・スーパード

リル工法 ( S S D工法)

加 藤 克 己

1.  5 5 0工 法 開 発 の 経 緯

近年、都市再開発工事に十l' う旧建家の地下構造

物の撤去、ウォ ー タフロン ト関連工事における |日

護岸や折石の破砕、丘陵 ・山岳部の開発工事での

転石や風化岩層の削孔な どがふえてきた。現状で

はその対策として、ロ ックオーガや回転式ケーシ

ングドライパ方式の地中障害物J撤去方法が主流と

なっている 。

今般、九五基礎工業側て" は強力な破砕力をもち、

施工性の高い岩破砕掘向IJ装置を搭載した全油圧式

大口径場所打ち杭の施工機として、ソ - 7ス ・ス

ーパードリルSD-620機を開発し、大きな成果をあ

書

書

。守∞。
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図ー 1
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If ている 。

本機の研究開発は l昭和61年に始まった。住友主主

機側と担ii 携してイタリアのソイルメ ック 社製の高

性能アースド リル機をベースに、全回転式ケーシ

ングドライパや特殊なスクリューヘ ッ ドをも っォ

ーガド リル等多くの新機軸を開発した。昭和63年

12月に 1 ・2号機の試験掘削が行われ、平成 l 年

3 月に最初Jの笑工事と して大阪駅前の大阪第一生

命ビル新築工事で、旧ペデスタル杭の撤去にそ の

威力を発揮した。 その後引き続き全国各地で約10

イ牛の施工笑績を重ねている。

2  . 本 工 法 の 特 徴

本機は従来機と比較して次の特徴がある 。

(1)  ロータ リーテーブルの回転 トルクは、 18.6

tf ・mで国 内最大の高性能をもっ。

(2)  本機だけで地中障害物撤去から場所打 ち杭

( アース ドリル工法 ・へノ ト工法) の築造まで

の一貫施工ができる 。

(3) 伸縮式ケリーパは、剛性の高い丸型を使い

5 段式の摩擦型と 4 段式で全般にスト y ノマのか

かるロ ッキング型の 2 種類を装備し ている 。

(4) スラス タシリンダは 、ストロー クが長< ( 6  

m) ロッキングケリーハ使用時には、 15tf の推力

をケ リーパ先端パケ ッ トに与えられる 。

(5)  ロータ リテーブルで直接ケーシングの回

転・圧入・向I j 孔および引抜きが可能である 。

(6)  ケーシングドライパは、回転トルクが166

tf 'mと高〈 孔径2，OOOmmまでの掘削が可能で、

また岩盤や鉄筋コンク リートの切削が容易 であ

る。

(7) 搭載エンジンは400馬力あ って 、ロ ータリテ

ーブルやケ リ一巻上げ用ウインチおよびケーシ

ングドライパを余裕をもって駆動できる 。

対O. 2( Qpt1 . 65m)

Dept h=6.J . 8m 

N- V A L UE  

o  10  20 30 40 50 60 

ｲ 守ｾ司町 ｆ 守王

10  

ｩｾＧ 附桝

ー 拍

図- 2

写真一 1 ソーマス・スーパードリル50- 620機

3  . 施 行 例

(1) 大阪第一生命ピル新築工事 1)

本工事は、大阪市北区梅田の大阪駅前の既存大

阪第一生命ビルを解体して新しい高層ビルに建替

えられるもので、附竹 中工務庖の設計施工である 。

既存建物は Ut11'1I 28年に竣工。地下村J 造{ 本は竹 中式

i笛函工法のSRC造 ・地下 3 階で耐圧鍛下がCしー12

m、外壁潜函体刃先がGL- 13. 8mと深い。

また 、地下構造体が敷地一杯てに地下構造体下

に既存ペデスタル杭 (ql 500、822本) およひ' RCtt

(φ400、140本) が ある 。 ここに地下構造S' RC'

SRC造 ・地下 5 階で基礎底GL-22mの構造体が築

i監された。

基礎杭の一部にアースドリル杭と O MR/ B f)Cが

i スタノド，、イプ組込み 占 師' ，IH依 ム 納 部 掘 削

図- 3 既存ペデスタ J レ杭の郷去要領(1)

ｩ 日ｾ旦 ｌ

I  ______sz G L - 27 酬

し」円 ｇｌ Ｍ Ｒｾ 附

図- 4 既存ペデスタル抗の徹去要領(2)



採用され、障筈撤去を兼ねてソ ーマス ・スーパー

ドリルS D- 6 2 0機 が 使用 された。

① t也悠の概要. 図- 2 の 土j荷想定図参!! I日

② 既 存ペデスタル杭 の 撤去婆鎖 。( 図- 3、4参照)

- 施工地盤は既存建物の 1 1増床面と された。

. 図 - 3 の 要 領 で 輸部 掘 削 ・障害物 撤去用 S D

Ｍ ＶＲＰ 機を Ｑｾｩ 付け、特殊刃先のついたベノト

ケ- ; / ングを全焼 回圧 入 し な が ら 既 存 ペ デ

スタ l レ杭を切削。

・ケーシング内部に残った隊筈物は S D- 6 2 0機

の ケ リー パ に 取付 けたロ y クオーガ仕様の

オーガヘ ッ ドで破砕し、ガラ ・残土をドリ

リンク' パケッ トで排土。

・基 本 的 に は 、 ベ ノ ト ケー シ ン グ を 先 行 さ せ

ながら所定深度まで、障害撤去、制l音11掘向IJ

を行 った。

③ 杭施工 ｬ 侍 ｊｾｊ : 平 成 1 年 3 月 - 5 月。

(2)  美 浜 発電 所 事 務 所 増 築 工 事

本工事は、 t!，¥井 県三方 i m美浜町に(附 大 林 組 で 挫

設 中の関西' ; J l 力( 側美浜発電所事務所l i ' 1築 工芸ドで、

ｊＮｾ礎杭は場所打ち鉄筋コ ンク リ ート 杭 Ｈ オールケ

ーシンク 工 法 ) が係用された 。地 税性 状 は 中間! 百

に転石が存イE し、支持層は G L - J 6 m付 近 の 風 化 花

筒 岩 で 杭 先 端 は 1 ｭ 以上 ｪｾ 入させる設計とな って

いた 。 従 って 、転石と ｉ Ａｒｾ化花筒岩 の ｉｾ Ｑｪ孔 のために

ソ- 7 ス ・スーパード リル S D - 6 2 0機 を 使用し た。

① 地 盤の 概 要 図 - 5 の 地 盤 翻 査 概 要 図 参 照

② 転石処理! と支持層掘削

' M! i 工主要領は、ケーシ ングチ ュー プ を 全 旋 回

転 装 置 でf申込みながら、 ドリ リンク4 パケッ

トでその内側の土砂を掘削す る方式で行った。

・転 石 に 当 った場合は、 ロ ッ クオーガ仕 様の

スク リュ ウ オ ー ガ に 吊 り 答 え 破 砕。

- 支 持層 の風 化岩 層 の 削 孔 は 、 再び ロ ッ クオ

ー ガ仕 様のスク リュウヘッドて・行った。

③ 杭 施 工H寺101: 平 成 1 年11月 - 12月

④岩石の圧縮ｾＡￍ ｬ さ試験結果 表 ｾ Ｑ 参照 。

( かとう かつみ/ 丸五基礎工業側技術研究所所長)
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図- 5 地盤調査概要図

表ー 1 岩石の圧縮強さ試験結果

試験年 FI 日 平成 2 年 1 )'126 日

工 事 名 関西屯力(同美浜発定所事務所刷築工事

主山ヨ 極 … .• . 御影石

形状、寸法および数fii.... ' Ol OX 30cm、阿佐体 l 体

試験の概要

採 取 場 所 柄拘 二 ｶ［ ｾ 三 方 ｭｬ 美浜 町丹 生 関西 i l L 力側美浜発電所構内

採 取 者 - ・・- ー 九五基縫工業( 附

係 取 日・.........・・0 ・... ・平成元年 12月 2 8  

当所継入日 ー・・ ・・ーー・平成 2 年 l 月10 日

試 験 体

ゆ10 X 2Ocmの円位体となるように試料の両端部を切断し、その端 l前を平 1師研} 島し、試験

に供した。試験体は試験の i白 jii まで16 日!日1試験室の空中にi裕也した 。

写真一 3 転石撤去

試 験 方 法

J 1 S M0 302ー 1975 r岩石の圧縮強さ試験方法」によ った。なお、試験機は I ，OOOt [ 構造

物圧縮 Illl げ試験機 ( 使用レンジ ・200t f ) を使用した。

笑 illiJ 寸 法叫 ( c m)

11 五f ・2 最大術霊 圧制'(1強さ ・3

出 f圭 i喝 さ W P m晶 E σ  破壊状HI.

d  h  (g)  (  tf) ( kgf / cm)  

9 . 89 19 . 62 3901  183 2382 

試 験 結 果

住) *  1  直径は高さの中央で互いに直交する こ方向の直径を調IJ りその平均値を示した。

また、高きは試験体の中心軸の長さをi l ! IJ った。寸法測定にはノギス( 最小目

盛 1! 20cm) をF聞いた。

*  2  質 ii1ill
l
l %: には、 HL子天秤 (読み取り限度 O. l g) を用いた。

*  3  圧 縮強さ σ は次式によった。

σ  =  4  πPGーケ-ザ x  1，000 ( k g f / cm' )  以上

写真- 4 転石の コア採取

77 
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最近の火災報知設備 - 1 ー

アナログセンサー

古 川 敏 雄

近年 、 内勤火災報知 ｬ 設 ＱＱｩｩｩ の ｾ ｉ Ｇ 火災報が社会的 問

題とな っており 、 これを低減する万法が純々検討

されている 。従来のセンサーは、 O Nー oF  ｆｉ｜ｾ＠

で、火災発報する機能のみであ ったが、 インテリ

ジェントシステムの対応として、火災発鰍するま

での途中経過の:1川比を外部に知l らせる機能 を4干し

たセンサーの開発が望まれていた 。

このような市場 ニ ズに対応するため開発され

た然式アナロクセンサーおよび光屯式矧アナロク

センサーを 、以下にご紛介する 。

熱式アナログセンサ一

概 要

ここに紹介する熱式アナログセンサーは 、 4 ビ

y トC P U を内蔵したアドレスイ寸きのアナログ式

熱 感知 器であ り、イ ンテ リジェント R 引受信機に

接続される 。 アドレスは、内 J哉の D I P - S Wに

よ り 1 - 63番に 設定できる 。受 信機 からのポー リ

ンク方法による 呼 び出 しf ， ｾ ￬＠ J，. 土により、ノドセンサー

内部のアンプ回路 等に 電源が供給される 。

このとき受信機からの ｬ 呼び ＮＧｈ しに対する正 ｾｬ ［ｾＧ 応

終信号 、熱 セ ン シ ン グ 1 C の感知弘! 主に応じた信

号' ; tI 流 ( 以下アナログ電流) を受析 機 へ 送 tHする 。

また、受信機からのコマンド信号により火災テス

ト ( セルフチェ ッ ク) を実行したり、感知器ベー

スの発報表示灯を，'，'1J l させたりする 。

図 1 は受信機をも含めたシステム椛成、 図 2 は

熱式 アナ ログセンサーの外観、 図 3 は :j1力 特性を

示す。

78 建築と社会/ 1990年 11月号

1  ¥. 1  / 1  S  

トー￥ ｾ ｓｃ

インテリジェント

R 型受信機

! ! 日

図 1 システム構成

図 2 熱式アナログセンサー

10 1s 20 25 30 

出力 ( mA ) 一一一-
図 3 熱式アナログセンサー出力特性

主 な 特徴

(I) 高村 l立なアナロク以l主的報の (Z;j 羊

熱センンング I C の浪俊一に応じたアナログ量を、

ｾｴｉ ｩ ｊￎＨ モードて引寺分Ｇ， ｉ Ｏｉｊ 伝送ーする 。 したが っ て本セン

サー自身の分解能は無限大であり、ンステムとし

ての温度分解能は受信機内の A/ D コンハータで

決定される 。

?  広範聞な j品l主測定レ ンジ

一 ｬω ｏ ｏｃ カか‘ら Ｋ ＸＰ
Ｐ

ｃ まてで ω のＡ広ム ｩ範 Ａ陀砲四な ｪ泊［品 ［ｕｾ 股 ｌ･ を高半 品打杭 Ａｊ市 ＧＱｬ 皮

てで帥i測II山則{I目Iリ定てで酬きる 。( + 25

0

C の場合、 誤差は: t 1  OC)  

令 火災信号の十UJ I1

1品度に応じたアナログ'，tI ifit 以外に沿j主ーが定めら

れた値以_]_J こなると火災伝号を受伝機に送出する 。

④ 例別 アドレス 化

従来の感知器と j主い、- 1 ' セ ンサーはアドレスを

イ干して い る。 アドレスは1 1 ' 111:主D I P- S Wにより

1  - 63番の任意のアドレスに設定が可能である 。

⑤ 陀別信号の付IJII

受信僚からのコ 7 ンド {パ号により、本センサー

が熱アナログセンサーである宵の伝号を受信機に

送出する 。

⑤ セルフチ ェ y ク機 能

受信機からのコ 7 ンド{日号により、内部回路の

セルフチェ γ クと 併せて 、 火災テストを実行し、

その結梨ーを受信機に主差出する 。

光電式煙アナログセンサ一

概要

本総は i放iiL光式傑! 感知器て¥イ ンテリジェント

ｒｊｾ 受イ 子 ，機に接続され、侍 ｉ 濃度に応じたアナログ

信号を送出するものである 。 感知器内には 4 ビ y

ト ｃｐｕ が内蔵されており、受信機からの日干び ｈｾ

しに 応 じて 、検州市1¥の L E Dが周期的に発光する 。

姥が検悦: 官1¥に入ると、この L E Dの光を散乱し、

受光業 r ( フォトダイオード ) に微小光が入射す

る。 この' 受光主主 fーからの出力を電流モードに変換

してアナログ信号として受信機へ送出する 。

各 Ａ感知 日 誌は ｉ ｾｩ ｬ イ 干のアドレスを有し、 D I P - S  

Wによ り63アドレスまでセ ントが可能である 。 ま

た、感知総の的別 を自 動 的に判別 するためのも，号

L  忌 ｈｾ する 。

検規1古1¥にはテスト用 L E Dが組み込まれてお 1) 、

感知器の機能を受1c ? 機から自動的にチェ y クする

ことができる 。受信機において火災の判断がされ

ると、 ll JiI 御信号によりベースの発報表示灯が点灯

する 。

図 4 に光f正式姥アナ ロ グセンサーの 外 観 を示す。

」

図 4 光電式煙アナログセンサー

主な特徴

D  プリアラーム機能 により、早期に適切な防災

川副J をフォローする 。

本! 惑生11総によ り送られてくるアナロク信号 沿が 、

設定された他 ( 矧 濃 度 5 %) を越えた l時点て¥火

災聖子報 li i T の予備終報 ( プリアラーム ) を発するこ

とができる。 また、 同時に煙濃度変化を 0 1% き

ざみにプ リンターへ記録することもでき、これに

よリ、防災センターで早期iにi直切な対処がとれる

ようになる 。図 5 にその状態を示す。

|
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10% ト一一一ー一一言一一一一一_ _ ....:t一一 一一一
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o  1%きさ. みでプリントアウト

自

動

プ
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‘ /  
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ー ・ 崎間

図 5 0.1 %単位で濃度変化をとらえる

煙アナログセンサーの信号内容

。%

2  1必知告誌の感度を自動的に補償する 。

感知 ｉ ｾ の汚れなどによる感 度 変化を目的自 ｉｪ に 補

償し 、 ii li f1ll限 界 を越えた場合は、附苦: 表示を行う 。

図 6 に! 感度宇iIi仰の状態 を示す。

一 ・崎 間

図 B 感度補償を するアナログセンサー
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11 月 18 日

全国書后一斉発売

税込定価 1，240円言語建築技術Ｇｾ 12 

切司全国書后で好評発売中/

建築授術者のだめの

建築構造問題快答集圃

↑ 最近の既製コンクリート

杭の性能

- 特集

最新

既製コンクリート杭の

特徴と利用法

建築構造設計に携わる技術者が実務の上で遭

遇した疑問に対して、その道の先達が明快に

回答する 他に類書を見ない Q & A集。

石黒徳衛 監修 A 5判 328頁 税 込 定 価3，9∞円

2. 各種施工の特徴と利用法

3. 施工された既製コンクリ

ート杭の非破壊横査

4. 最近の実施例に学13¥

- 六甲戸イランド

・南港

. J ¥ークヒルズ三郷

・ホテルオークラ神戸

今 回 の 特集 は， 利 用 範 囲

の 広 ガ つ 芝 邑 橿 既 製 コ ン ク

1.) ー ト 杭 の 獣々 を 紹介し，

現 状 を 整 理 す る と と も に 今

後 の 展 開 に つ い て 考 察 す る

ものです。

まだ， 最 近 の 実 施 例 を あ

げ る こ と に よ っ て ， 現 在 の

既 製 コ ン フ リ ー ト 杭 の 可 能

性 を 具 現 化 し て い ま す 。

実例地質と場所打ち杭の設計

東京および周辺385箇所の土質ら施工データマ、ソブiすき

場所打ち杭の設計を 地質とい う観点から捉え、

設計例を用いてわかりやすく解説。構造設計

者 ・施工者必携の貴重な資料集。

佐竹次男北中将博共著 A5判 3関頁税込定価6，8∞円

別冊「建築技術J Vol . 2 璽涼しく冬暖かい住まい

快適な住まいづくりのすべて

- これなら早い/

新・固定モーメント法

異形フレーム

. CI B 

建盤技術開発の世界的動向

- 高齢化社会の住宅

高齢化に対応した住宅

の計画

⑧き

温熱環境に関する ノウハウを、 設計者や居住

者、メーカー の方々 に向け て詳細に解説する

情実用保存版 シリーズ第 2 号¥

建設省建築研究所監修 A 4判 260頁定価3.3∞円

株 式 会 社 建 築 技 術

干151 東京都渋谷区幡ケ谷1-1-2 福西ピル

T E L.03-537ト3811 F A X.03-537卜8282

場所打ち杭の設計と施工

杭基礎の重要性を再認識させる書

阪口理著

負↓

の ↓

議+

中 J

- ー ー 一 一

吉 正 f

言f

僚 f

(2)  沈下が生じた場合

P  

85判 .168頁・定価3296円( 本体3200円〉

P  

次>

杭の種類と特徴 / 2 章 地 盤 調 査

場 所 打 ち 杭 の 施 工 / 4 章 場 所 打 ち 杭 の 設 計

建築技術選書< 特装版>

目

章

章

<

1

3

 、t也

緩ーーー

、変

位 ーーー

， 

建設二l 事に伴う験 j"j ' . 振動の比較的小さい場所打ち杭の

採):11が増加してきた . しかし 地盤を 緩める場所打 ち杭

は支持プJ の而で不可じがあ り，施工 ・工法の選定には ij 二立

が必要である . 本舎では， 地按調査に重点をおき，杭基

礎の必要性と場所打 ち杭を生かした 使片 ｾｩ 去を詳しく解説 Ｎ

79 

C (株) 学芸出版社

〒600 京都 rl i トJJt 区本市li 情辿州 1，，1院 Jl( 人

C 075-343- 0811 振特 / ，;( r. r. 0-26789 企画 / 日本建築協会



日本建築協会

月間の動き

平成 2 年 9 月分

E里

第 1 回常任理事会

事

.0. .  

A  

26 日 12時 半 - 1  時 於 本 会 会 議室

出席 者 佐 野 会 長 ほ か 14名

議事 ( 1 ) 定時評議員会開催にかえて 古而表決の件

(2) r K OB E インターホ ーム '91J 協伎の件

(3) 入退会者ゑ認の件

(4 )報告事項その他

編 集 委 員 会

和歌山支部創立40周年記念特集座談会

4 日 311寺半- 7 P 寺 於和歌山東急イン

出 席 者 仮 谷 志 良 ( 和歌山県知事 ) 、神坂 次 郎

( 作家 ) 、宮本義男 ( 手[1欽山大学名 管教

授 ) 、佐野正一( 本会会長) 、辻本 山

( 和歌山県建築士会会長 ) 、北 山 俊

( 本会和歌 山支部長 ) ほか 7 名

第 3 回計画系一一 インテリア・住宅一一分科会

5 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 6 名

議事 平成 3 年 2 月号「インテリア ・住宅」分科

会特集笑検討

第 6 回作品作風小委員会

B 日 6 時半 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 直下副委員長ほか 4 名

議事 (1)最近の作品掲載状況 - 予定報告

(2)  r新建築調査表」の作品選定

(3) rCall erYJ 内容報告及び今後の予定

(4) r インテリア」の作 I日J品d世について

第 4 回設備分科会

10 日 6 時 - 81時 於 本 会 会 殺室

出 席 者 遠 藤 幹4¥. ほか 3 名

議事( 1) 3  J' j 号設備特集の企画

(2)  r設備の頁 」の件

第 4 回施工材料分科会

11 日 4 時 - 6 11寺 於 本 会 会 議室

出席者 有光1; 取れほか 4 名

議事 (l )l 2月号施工材料特集執常者決定

(2) 施工材料の頁企画

第 6 回会員企画小委員会

11 日 61時 半 - 8 1時半 Ji':' 本会会議室

出席者 高岡副委員長ほか 6 名

議 Ｇ ｪ ｾ シリーズものの報告と掲載予定

80 挫築と社会/ 1990年 11月号

計画系一一 インテリア・住宅系一一 見学会

11 日 l  時 - 6 時 M 8 S 4: 社、 クリス タルタ

ワー

出席者 北浦かはる委貝ほか 7 名

「都市のナイス・プレイス」 編集打ち合わせ

12 日 6 時 - 911寺 於 本 会 会 議 室

出席者 問中斡卒、鈴木 ・吉村 ・横関委員

議事 「者IIT打のナイス ・プレイス 」特集のレ イア

ウト検討

第 B 回編集委員会

13 日 411寺- 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 H軍事)1委 l- i 長ほか 4 r， 

議事 (1)  Ｙ 月号 「 やわらかな住毛 ＱｊＺｾｌ ・ ユーザー

の役者I] J 特集経過報告

(2)10月号 「兵庫県営絡の歩み」・「都市のナ

イス ・プ レイス 」特集経過報告

(3)11月号 「白(137回11f 年技術者 」・「和歌山県

の!民望と対観」特集続j的報告

(4) 12月号 「βJ 級感一位 物の1m: 感性の時代

を迎えての外装材」特集経過報告

(5)  1 月号 「計画系」特集経過報告

(6)  2 月号 「オフィス ・プレジャー」 ・「日建

設計 」特集経過報告

(7)特集企画. : / リー ズ ・作品 その他の検

討

(8) 収支状況報告

第 4 回計画系分科会一計画系ー

19 日 6 時 - 811寺 於 本 会 会 議 室

出席者 河端 ・吉村 ・梅村 ・中井委員

議 事 平 成 3 年 1 月号 「再開発」特集の企画

第37回青年技術者選衡委員会

21 日 10時 - 1211寺 於 本 会 会 議室

出席者 ｪ 薄 利 ｉ ｾ 衡委員長ほか Ｙ 名

(施工部門は 9 月27 日に選衡決定 )

議 事 第37回青年技術者選衡

第 6 回広告企画小委員会

25 日 4 時 - 5 時 半 於 本会会議室

出席者 構布11委員長ほか 3 名

殺事 (1)  9 月号 「やわらかな住宅住・型 ・ユーザー

の役 ;lfl] J ( 仮材、 ) 特集広告途 中経過報告

(2)10月号 「都市のナイ ス ・プ レイス」特集

広告途 中経過報告

「兵庫県営絡の歩み」特集広告途中経過

報告

(3)1 1月号「 第37回青年技術者A 選衡」特集報

土t

Eコ

「和歌山県 の展望と示、観」特集広告途中

経過報告

(4) 12月号 「脇工材料」特集広告途 中経過報

よ』

仁コ

(5) 1  月号 「計閥系」特集広告i金中経過報告

(6)  2 月号 「オフ ィス ・インテリア J (仮称)

特集広告途 中経過報告

(7)独自特集企画検討及び報令、そ の他

(8) 収支状況報告

第 4 回計画系一一 インテリア・住宅 分科会

28 日 6 時 半 - 911寺半 於本会会議室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 7 名

議事 平成 3 年 2 月号 「オフィス ・プレジャー」

分科会特集案検討

事 業 委 員 会

第 4 回若い会員の集い小委員会

4 日 611寺半 - 9 時半 於本会会議室

出 席 者 向 型I' /J I] 委主i長ほか 8 名

議 事 ( 1)前回事業委只会の報告

(2) r 神戸女学院とヴォーリズの住宅を訪ね

て」尖地報告

(3) r新侮 lま|シティ」経過報告

(4)  r海外建築視察旅行」経過報告

(5) r関西の祭事の研究」経過報告

(6)  r坂村健氏に聞く 」

(7) 卒業委只会懇親会について

第 4 目見学会小委員会

6 日 611寺- 9 時 半 於 本 会 会 議 室 及 び ニ ュー

ミュンへン

出席者 南刷委只長ほか 7 名

議事 (1)前回4. j¥.; R委以会の報告

(2)  7 ・8 月の見学会の報告

(3) 7 月以降の見学会の予定

(4) 今後の見学会の侯制i

第 4 回広報小委員会

12 日 6 時 半 - 911寺 於本会会議室

出席者 Jf;( 見高Ij 委員 長ほか 14名

議 事 ＨＱＩ前 回 Ｇ ｪ ｾ 業委員会の報告

(2) 新委員 の紹介と後拶

(3) 第 l 分科会からの報告と今後の企画

(4) 第 2 分科会からの報管と今後の企画

第 4 回事業委員会

20 日 1  11寺40分 - 31時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 西 村 委 員 長 ほ か 6 名

議事 (1)各小委以会からの報告と検討

(2) 事業委μ 会悠親会に ついて

「新梅田シティ」企画分科会

26 日 711寺- 9 11寺 於本会会議室

出 席 者 絵限主任ほか 4 名

訴事 「新t11t t1J シティ」 作品展 ・講演会に ついて

建 材 委 員 会

第 5 回建材委員会

12 日 3 時 半 - 5 1時半 於本会会議室

出席者 金J I二委以長ほか 14名

材料説明 : マルチプライ 7 ー ・[ 仏央主主料{ 也

jU_ 当/ 松村委只

今後の般討往材 : エパーフレ y シュ II

担当/ 戸田委員

ペ リア パネル ( 型枠兼用断熱

ノマネル) 担当/ 竹田委員

出 版 委 員 会

第 5 回出版委員会

27 日 511寺- 61時 於 本 会 会 議室

出席者 九 Ｑｴｾ 委只 長ほか Ｖ 名

議 事 ( 1)  ( プ ロのノ ウハウ 〉 と特装本の経過報台

(2) 今後のテー ? と執筆者選定について

(3) プロのノ ウハウ講座ンリーズについて



ｾ＠

講 演 ・ 見 学 会

l アメリカからの報告 8

天保山ハーパービレ ッジ講演と見学会

25 日 121時半 - 6 時 半 参 加 者240名

見学 海遊館、 7 ーケ ッ トプレース等

・建築慨袈

M. グレイヴスによる大改造: ニューアーク美術館

所在地 大阪，11港区海岸泊 1 - 3  

設 計 ケンブリ ッジ ・セブン ・アソンエーツ

J;p克Jj 日発研究所

施 工 竹中、大林、 鴻池 J V  

講演 : (1) r天保山ハーパービレ y ジをプロデュ

ース」

(2) r天保山ハーパービレ y ジを設計」

諮問i ｾ集団轡介 Ｏ 大阪ウォーター フ ロ ント ｉｊ ｦＮ ｊ 発

杉本正以/ f; 1 境開発研究所

建築工事実務講習会・名古屋開催

27 日 91時 半 - 5 11寺 Ｉｾ昭和ビ ル ・ Ｙ 階ホ ール

受講者数 93名

科目 ・講fli li

60年代後半の大暴動以来、荒廃と炭退のイメー

ジを今もなお 1) Iきずるニューアークのダウンタウ

ンに、 M グレイヴス ( *  1  ) の手により魅力的な

小美術館が必生した 。広場と射AI 場に I節する四つ

の建物の内宮11を榊造体を維持しながら全I図的に改

i主したものであり、本館1立び、展示、教育をそれ

ぞれの主目的とする北ウイ ング、l菊ウイングの三

つの棟から柿成されている 。( * 2  )  

グレイヴスの設計活動の中でも散も設計JUJ 聞の

長いプロジェクトと 言われ、依頼主との出会いは

67年、彼が未 t! プリンストンで駆け出しの頃に遡

る。72年に従示された 最初の笑は、 1庄の初期! の作

J!ii lである キュー ピスト的な 構成 であ ったらしい 。

以来、有力培1' 1 ¥- の死や財政難、治安ーの惑化等好余

l胤折 を経て、市当局による隣接建物 ( 南ウイング)

界におい ては孤立しがちであると 3 う彼の目下の

話題作は、ニ ュー ヨークのホイ y トニ一美術館地

築 ( * 8 ) であろう 。M. プロイヤーの手による IR

館の南側及びJ l UHl J に相当規模のt' v/ ) ; j Cをするも の で

あり、先に報告したグ γ ゲンハイム美術館同級

( *  9  ) 、その完成までには幾多の IAI 鮒が予処! され

る。 しかし、 j誌も文化からお: 泣いと 言われる場所

に、 二十年以上もの歳月を経て極めて文化的な 小

宇宙を達成したその意志力と手腕が、こ こにおい

ても再び卜全に発縛されることをml 待したい。

(  ii 't 回 学/ 竹 1:1

'
工務j古設計昔11)

本 1 MICHA EL  GR AV E S， 1934- ， PRINC ET O N， N EW 

J E RS E Y  

*  2  T H E  NE WA R K  MU SE U M， NE WA R K， N E W 

J E RS E Y  
施工計画 : 岩田正弘氏 ( 消水，建設附名古屋支 J苫

生産システム音11部長)

仮設見村1 Ｚ 佐必達雄氏 Ｈ 附大林 組名 古屋支府ｾ

築工務苦11工務課長代理)

ニューアーク 美術館発行のパンフ レy トによる .
の寄贈によ って計画の骨子がまとま ったのが82年、 *  3  

以後設計及びよ Ｇ ｬ ［Ｚｊｾ Ｂ 昔 Ｑ を経て ＸＹ 年になり漸く ｉｬｦｊｦｩｈ キ 4 T HE  P ORT L A ND  B UIL DIN G， P OR TLAND.  

fi'ttl :業務 : 尾|掲友四 郎氏 (附竹中工務応名占屋

支出見般部副部長 )

建 築 ク ラ ブ

第 221 回朝食会

11 日 8 時 - 911寺半 於大阪グランドホテル

演 題 「スーパー堤防」

議 siIi 紀l控'，;;;伝氏( 近畿地方位設局河川部長)

出席者 64名

9 月 の 入 会 者 (敬材、略)

〔団体会只 1 社〕

附大一興産

〔個人会員 7 名〕

内田 孝夫 )111総忠、成 片山 12 

( 竹中工務応 ) ( 篠旺l 川口主s築事務所 ) (成品建設)

河 村 友 文 瓦回 イIjJ 幸 高 浦 由 紀

( 械 水ハウス ) ( 束畑挫築事務所) (西日本旅客鉄道)

松井 弘

( 大林組)

‘ 司会員の言ト報

宮地 米三 (84，n 8 月24 日死亡

木村 喬夫 (64，n 10月 6 日死亡

・I NF ORMAT I ON

シン示ジウム

に至ったものである 。( * 3 )  

初回の提案から設計の再開に至る十年の t:l J に彼

のス タイ ルが一変したのは周知1の通り である 。 こ

の作品 においても 、装飾的モチ ーフを多用 した所

制グレイヴス謝の内装デザインが ｬｾ Ｇ かれている。

但し、寄付金による限られた財源、複数の旧館の

改造、展示日 (I(J と言う経済的 、技術的、そして機

能的制約のためか、その手法は幾分1fll 制 されてお

り、それが返 って思知 的で爽やかな 印象 を与える

結果: とな っている 。

内部においては、ビニールタイルの床、石積ボ

ードにペンキ織の墜と天井と言う簡素な素材のみ

を採用しながら、場所に応じ自己色やパターン、デ

ィテールを微妙に変化させることによ り肌旦Hの制11

かな対応がなされており、設備機器のコ ・オーデ

ィネーシ ョン も米国の水準においては極めて密度

の高いものである 。三機の平面構成上の 中心には

それぞれ特徴的なアトリウムが配され、観賞中の

4多量11の節となる 場所には庭園の見える ロ y ジア的

空間を設けるなど計画上の細やかな配慮も特鋒し

たい。

外部では、新設の二 ヶ所の出入り口周 りがデザ

インされているだけだが、双方とも簡潔な形態、

色彩を採用しな がらも 、既存の建物、周辺環境と

もよ く調和 し、美術館と都市と の按点として 相応

しい ものとな っている 。

80年代の前半脅11、ポートランドピル ( *  4  )  

テー，， _:. Iハ ウジングの将来展望 - 2001年 の 住 | フ ュ 7 ナ本社 ( * 5  ) を立て続けに世に 問い、 ー

ビジョンを縦横に語る J - 1990年代ハ| 躍時代の寵児にな った感さえあ ったグレイヴスで

ウジングの ニュート レンドを読むー | あるが、価値観の多様化と共に華々しい扱いを受

と きー12月 1 目白:)13 : 30- 17 :  00 けることこそうかなくな ったも のの、その後 もその

と こ ろ一大阪府立労働セ ンター 5 階 視聴党室| 独自の世界を消笑に展闘しつつあるようである 。

tt 06- 942- 0001 最新作デ ィズニーワールド スワンホテル( * 6  )  

参 加 賀 一会貝 ・学生 500円、 一般 1，000円 | でも 、そ のロケーションや設計粂件等極め て特兵

申込方法 ーはがきま たは F A X ( 06-443- 3144 ) で! な条件下ではありながら 、篤くほど草A 麗な世界を

定 員一 100名 ( 申込み先着順 ) I 現 出させ、健作仮りを示している ( * 7 )。

主 催 ー(W日本建築学会近畿支部住宅部会 |  その独特の形態及び色彩操作により、米国建築

OR E GON 

*  5  T HE  H UMA N A  HE ADQUAR T E R S， 

L OUIS VILL E， K E NT UC K Y  

*  6  W A口、DIS NE Y W OR L D S WA N HOT EL ， L A K E  

B UE NA  V IST A ， F L ORI DA  

*  7  " PIWG R ES SIV E  A R CHI TE CT URE" ， MA R CH  

1990 

ホ 8 T HE  W HIT NE Y  MUS E UM A D DIT ION.  N E W 

Y Oll K.  NE W  Y OR K  

*  9  封f.稿 「輯H号3 チャーノレズ ・グワスミー近作を滞る J

参照。

写真一 1 ニューアーク美術館の外観

写真一 2 ｾｴ ウイン グ、 アトリウム
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空気調和・給排水・衛生・防災設備 設 計 ・施 工

φ 領朝日3 : 業社

本 社 東京都 港 区 浜 松町 卜 25- 7  ｾ ｉＮｌ 話 Ｈ Ｔ ＳＴ Ｉ Ｖ Ｑ Ｗ ＱＨ 大 代 Ｉ

大 阪支 社 大 阪 市淀 川 区川 島 1 - 58- 59 屯 話 (302)2271(代 )

支 庖 北 海 道・東北 ・名 古 屋 ・中 国. 1L 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・織 問 ・徽 浜 ・静 岡 京 都 ・神 戸

電気・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

e D ヲイヲシ械式会社

本盾・大臣本社 干650 大阪市西区江戸堀 1r  [19昨25号 電 話 (06)441-8231

東 京 本 社 干 102 東 京 間 千代川阪市 t 見2 r  1'1 15酔 10サ 'is ll i，(03)261 8231  

支 社 名 古 座 ・偏 向

主 底 札 眺 . fdlfi 新山 大- 1' ¥予 見匹 慣叫 金 制 点 1m. NIJ =i  .  ̂ 理 問 山

広品 ー高松 熊本

営 輩 所 帯広 ・函 館 ，'f 傑 杭 111 • Ｂ 昼間 ｩￎ ￎｦ 崎 長軒 静岡ｾｾＧＭ It l 汁t ・日山

福 井 徳 山 松 山 ・向 知 北 九 州 鹿 児 品 ・ 郎 事1

出 張 所 ｉｊＡｬ ｉｬ ｉ ・ 偏品川 崎 松 江 億品 下 Ｑ 則 氏崎大分 ｬ Ｇｾ 崎

海 外 支 底 ン ン ガ ポー ル ホ ン コ ン

技 栴 研 究 所 干354 埼 E Y，¥入11111111三 月町 大下 北 '; <) 1.390排 地 電話 (0'192)58- 1511

空気調和設備 / " X ' ¥ 尚 業 設 備

t 設 備 ! J 冨¥1 ノ ＧＱ ， 処 ｦｾｬ 施 設

電 気 設 耐w マー---v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪支 ｬｾｦ 長

白 谷 清 二

三 田村 嘉也

大 阪 支 盾 大 阪 市 中央 区 北 浜2- 2- 21 屯 話 06(202)3071(代 表 )

本 属 東 京 都 千 代 l封区有楽町J l -4- 1 ; I.L言f; 03( 502)6111 ( 大 代 )

支 底 名古屋 ・九州1・北海道 ・"1"悶・東北 ・北陸 ・凶国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 案 審 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 中l 傍 IIIT 3 需 5 ; ; 電 話 (352) 1  1  3  1  (内

本 社 東 京 都 中 央 区 上l 本崎蝋妓IlI r2  - 22 電 話 (667) 3431  ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 . 11lJ 台 札 似 広 品 柄 間 金 沢 新 潟 ・償 浜

。 空 気 調 和 衛 生 設 備 設 計 施 工

株式会社 三 発 空 調

本 社 大 阪 市中史区域見2丁目l 番61号 Y イン21MID7ワー 電話 06- 949- 1371

東京本応 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新宿住友ビ ル 電話 03- 344ー1911

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18号 泣 話 06- 363ー1371

支 后 仙 台 市 青 葉 区 大 町 2 丁目 2 番 10号 電話022 - 261ー3002

名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 南 2 i 目14番 19号 lU話052 - 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 l 丁目 2 帯 22号 電話082- 247 - 4535

縞 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番 22 号 泣話092 - 761- 3795

営 業 所 札 幌 ・横浜 京都 ・神戸 絵江

出 張 所 青 森 ・秋田 焼岡 ー大宮 ・干楽 ・川崎 . K¥山 ー筒井 ・和歌山

鳥 取 ー 岡山 ・ 高松 ・ 下 限 ｬ ・ 熊 本 田 鹿児品 ・ ｾ ｱｬ 純

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 麟 へ 繍 で 挑 む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目11番16号( オー トセンターピル 1 . 2階)

郵 便番号 542 包 括 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1  代 表

ノンテナμ ス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代 表

束 京 支 底 東京都文京区小石川 i 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ビル 7階)

郵便 番号 112 電 話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代 表

82 

商昂は空気ですo V  ｾ＠
掴 ・E 熱と空気の工ンジ二戸』ーー-

L 〈J 5 T51
・宮

空 気 調 和 どと竺L 搬送機設備

給排水衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優 しい環境づく り

第一工襲横式怠誼

大 阪 支 庖 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干 100 東 京 都 千 代 田 区 丸の 内 3 丁 目 3 番 1 号

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大 阪 市北 区 西天満 5 - 11- 12 ';I.L 06- 313- 1846  

大 阪 営業 所

枚 方 営業 所 枚 }J 市 Ijl 斐 凹 東 町 9 - 3  ｾ ＱＮｌ ＰＷＲＰ Ｍ ＴＹ Ｍ Ｒ Ｑ Ｒ Ｘ＠

「冊副陶惜" ' : : : ) 空 気 調 和 設 1il
- 設計施工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 撚 工 . 幡 豆 電 舎 祉 大 阪 安 直

大 阪 市 凶 区 靭 本 田T 3  - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東 京 都 中 央区 京縞 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・排水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調設備

お お 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 庖 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・天 理 ・川 西 ・神 戸

⑧i量議報肱式会本土

代表取締役社長 依 藤 孝 行

〒 ＵＳＴ 大阪 市者 ｉｉＡ［ ，ｾ区 Ｑ Ｑ Ｇ ＡｊＧｽ 町 Ｒ 丁目 ＱＰ 番 ＱＱ 号 T E L  (06)351- 5428(ftl 

F A X (06)351- 5299  

、
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Board &Slate 

⑨日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

業

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ビル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡092( 771 )  6  1  6  8  

干545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 ft 06(6Q6)  1111代

干892 鹿児島市名山田T4-7 三宝ビル 告ω92 (26)4371 

干708 ;章 山 市 福 田 1 3.7 2  - 1  含 ω68 (28)4377 

大阪市中央区高腿僑 4 丁目 3番7号 泣語大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 111 1 丁目 4 番 5 号

支 社 北 海 道 ・東 北 ・:h ノ内 ・新 宿 ・神奈 川・東関東・ 中部・九州、|

社

社

車 社干知大原市1峰翌荻量rl -6- 8借りレ) TEL 1Ii (3臼)1411・FAX 国(3倒) 悶3

東 京 支 社 朝 団 G I l 駆脂質 -16( ニュー新揖ピJω TEL 03( 似 ) 捌 F AX 関 側)0268

苫古璽王宮干462 名古置制沼童相< 3-12- 14 TEL限 (9剖月間 FAX052(914))日5

神戸 ｩｈｩ 干 Ｖ Ａｖ神戸市 置 区岩 盤判Ｑｄ ＱＭＱ ＭＡＱＨ工ピスピ ｊｾ Ｉ TELO，販制)5!V1・F AX078( 8)1) 6161

層研究所有田大飯府精E 宝町七T3田 TEL0721( 17)似国・ FAX0712(17) 1喧4

電気設備・計義制御位備・空関段備・クリーンルーム段備 ・プラ ント設備

給排水衛生股備・エネルギー集中監視シス テム 役肘施工

ー1=電'ー..，.，

③百義組主訴さ持

ム一

A

ム

玄

三 室 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

横 田 幸 一

ｅ ・ ｅ ・・ ｅ ・｟Ｎ司 ＺｾＺｕ ＺｬＺＢ

3宅診司震房副. ，.

設 計 施 工

士

式

主t

去費守

⑤ 

気 株

フタハ

本

3  -+ 7 "， 

代表取締役 山

専務取締役支社長

電 気 設 備

@E 

電

本 社

日本写植センター

津山写植センタ ー

陽

(+"1". 

Standard 

Sゐ

朝

本社

〒530 大阪市北区角田町1番1号{ 東阪急 ピル) 宮 (06)313・1101

東京本庖

105 東京都港区芝大門] - 4-8 ( 浜松i町浦和ピル)

支后

東関東・慣浜・名古屋・大阪商・神戸・広島・四国・九州・シンガポール

あ ±

勺 ' 了 叩

ゅ二_ ?5.

z  _ ー 阪 7  

長門事" 1

恨ご- i量 ク

工l ! L 区 ス

ま株里美夫

TU式E77

?干 之〉二 七七

ｉ ｊＺ ｾ三番 四四

社 三一五
百 号 六 四

良栗田工業観

. プラント工.

. 情傭システム工.

光伝送ンステム工事

C A T Vンステム工.

3神アンテナ醤置工事

誠実と技術でお応えする

住友電設株式会社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 馬 一 男

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 庖

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の l

l1L話( 681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜r，l I専用 ( 691) 1045 

大阪市北区天満 1- 5- 20 電話 ( 06)352- 3501附

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話(0592)26- 3610間

四日 rli rl i 西 末 広 町 氾 話( 0593)53ー 7431( f¥j

大津市中央 2 T 目4- 28 屯 話( 0775)22 - 9738間

電 気 工 事 設 計 施 工

織 式 全 員 三 輿

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 5 階)

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 僑 茅 場町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 6 6 6 ) 1 4 ， 7 8 (代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

⑨日本管工業株式会社

語I

電気を美学する。

設計並施工

l!' 園 工 4応

急8 1A 水 槽1 ｾ 主 工 Ｎ

H  ｾｬ 配管 工 ・

ａ 間施 岨 ｉ ｾ 備 工 ・

⑨ 550 大阪市西区西本町 1 ー 13- 33

' i 1 L 話大阪 06( 532)代0461 ⑤ 550

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

. 位細工 .

ビル電気III 備工夢

工'1'電気101‘ 工・

簡婦電気III 備工事

11 ，会 工 ・

. 電力工.

R 盟1;1 1宮崎工・

' p歪送配1; 119工・

宅申送配1; 1' " 工・

大 阪 支 底

三 軍 支 庖

四日市営業所

滋 賀 営 喋 所

本社亙京都支庖

ヰ土

天理営業所

。
ネ土

営 業 所

底

。

本

本

支



Cons t r uct i on c hemi s t r y  f or  t he f ut ur e.  

Master 8ul l ders Technol ogi es 

凋t モ.J "I J ｾ君勾圃 ｅ 初Ｆ事司 ｴ 重言語量

自由マスヲ ＭｾＮｊＧＢ ヲ二丈揖式会員
本 社 。 東 京 都 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 T  E  L 03 582-8813 

大阪支后 k 阪市中央区北浜3- 2-23( 信重ビル ) T  E  L06 202 3294 

場

一

二

工

第

第

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一fJ:: ::!?氏)
(株)訓 O: J : J ! ] O::l 

京市 三 宅中8丁目 1番9号

。ｾ｟｜｜ＩｾＭ勝代の断熱用シｾ人
場づア r ＧｾｊＮＮ 司有 ｆ

8 nバイナリーシートP

目 豆 電 線 椋 式 曾 批 判 開 干代図区丸の内汀自 制{干代田ピル)

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布 防 水 ・シ ー ト 防 水 ーモノレタノレ防水

・樹 脂 注 入 接 着 工 法 各種樹脈 注入桜新 補修 工 Ｇ ｊ ｾ

・亀 裂 補 修 工 事 各 種 樹 脂 注 入 充 喫 ・コー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 ンリコン ・チオコ ーノレ・ウレタン アクリノレ

・吹 付 工 事 アク リノレ ・リ シン ・世Il 性タイノレ・その他

く〉 建設業許 可 大阪府知事評 可 Ｈ般 ＭＵＳＩ 自 ｾＵ Ｑ ＲＲＵ 号

く〉 日本 シ ー リン グ工事 業協 会 4 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1  結 晶k 持 ::r:. "' Q署・ ..... ←1: I I :  

) ，1.-1' 111也所!"larr ピノレ201S  河京; / ""tt ' 7X  tf"V  1.1 11 

T E L 0 6( 3 15 )  0  7 0  1  ‘  .  - ｾプマ帽ず、ＮＭＮＮ・

デンカC S Aファミリー製品

-子二J nCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニ ｊｮ Ｎ，ｾ ヨニ ｊ Ｈ グ ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニ ｊｮ 守 Ｓ ー子 ｉｉｊ Ｇｊｾ (生、i七? ? ? ) コンクリート躯体の漏水補修に

.ョーニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・寄与nZI OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

T E L  Jj ，;杜 ・京者1¥・制野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

ょ Ａｲｍｾ ( 0 7 7 3 )  7 6 - 0 1 3 3  

ふ

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

A

Q

玄式株;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

T E L 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

産

T E L 人' 阪 ( 0  6 )  3  3  2  -- 6  8  6  1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社
ゴト

式

社

稼

..0. 

宮Z

--
ネ土

A

Q

玄式株産物j羊光

T E L  ｩｾｈ Ｇ ｩ＠ . 守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6 )  

.  

84 



輿 Lム 美 保Z 吉
山化工…一

本 社 東 京 都中央区銀座.8- 4- 9 奥 山 ピル T E L03 (57J ) 2703仰 F AX03(571) 0264

テトカッパー防水
大阪事務所 TEL06(391) 1081 - 2同X 06(395) 2109 名古屋出張所 TEL052(811)  3660 

償;兵宮瞳所 TEL日時 (320)4832 向 X045(320)4765 J草 木 出 張 所 TEL0462(21 ) 1761 FAX0462(23)  1341  

| カッパー防水帯 コーパータイトオクロン防水都目

ー司・「・4

---

Ｍ・・ｾ ... 

h・・‘ a・r，..... 

-.圃

資料をご11>1<下さい。

埼玉宮揖所 TEL048(774)28日 若 組 出 張 所 TEL0292(28)0878同 X0292(28)2614

Shutter 

東洋シャッター株式会社

本 キ土 干 540 大 阪市 中 央 区 常 盤 町 1 - 3 - 8 ( 日本 生 命 谷町 ヒソレ)

T E し (0 6 ) 94 3 - 6 571 ( イて)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大津/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I レヲ Jl 歩ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

I' l  

ロロ

長 尺 物 色 彩 豊

..... 
ｾ＠

EEI  
責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル
ア フ タ ー ケ 戸 一 /  

体育館屋根フネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

r皮 板 規格 S 小 波 . s 大 波 .V i皮・ボ ックス j皮 .w ジャン ボ波 ・V デ ッキ

S V ジ ャ ン ポ 波・ボル トレスルーフ B L ・其 の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 堅 樋 ・ 軒 樋

各 種 換 気 装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ボーロイド( 断熱材) O.G .K . ※ カタ ロ クを 御 請 求 下 さ い

盛
Tl I J I !J 9J 乱暴月初t 製造掠式会祉

大 阪 本 社 干660 尼 崎市 昭 和衛通り 3 - 26 松 本 ビル 電話大 阪 ( 06 )412  - 5131  ( 代 )

大阪支庖及工場 大 阪 ・九州l ・名 古 屋 ・広島 ・東条 ・メIJ 谷 ・姫路

東京本社及工場

支 庖 及 工場

干335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号

東北 ・東 京 ・関東 ・熊谷

電 話 蕨 ( 0484)42 - 3115(代 )
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ク リ ー ン8 高 性 能 。 タ ジ マ の 生 産 施 設 用 床 材 。

03379- 11 雑誌

床 が 優 れ た 特 殊 機 能 を 持ってこそ、

パワフノレスペースが実現します。

タジ‘? の生 産施設用床材は、さまざ

まなスペース用途を考え開発 された

高性 能 商 品 群。 その性能を引き出

すトータルシステムで提供し、クリーン

て機能的な生産施設を創り上げます。


